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　電話が鳴っていた。

　それも、ボックスタイプの公衆電話が鳴っていた。




　すべてが真っ白に染まった世界で、宮(みや)田(た)真(しん)吾(ご)は呆(ぼう)然(ぜん)とその電話ボックスを眺(なが)めていた。

　上も下も、右も左も、どこもかしこも新(しん)雪(せつ)で固めたような、白一色に染められた世界。

　後ろを振り返っても白。前を向いても、真っ白な空間がどこまでも続いている。

　そんな中、たった一つだけ存在を主張する電話ボックス。

　そう、電話ボックスである。

　最近はめっきり数が減ったが、街(まち)中(なか)などでよくある電話ボックスだ。

　それがデン、と、白い世界に偉(い)容(よう)を誇(ほこ)るかのように、堂(どう)々(どう)と鎮(ちん)座(ざ)している。

　この白い世界で、なぜよりによって電話ボックスだけが……。

　首をかしげる真吾の頭は、まるで霞(かすみ)がかったようにうまく働かない。

　――夢、か？

　夢ならば、この異常な光景にも説明がつくかもしれない。

　電話のベルは淡(たん)々(たん)と、耳に痛い刺(し)激(げき)的(てき)な音をまき散らしている。それはまるで、真吾に早く電話を取れとでも催(さい)促(そく)しているかのようだった。夢だとしても、その音は強烈なだけに不快である。

　いくら待っても、ベルが鳴りやむ気(け)配(はい)はない。

　意を決して、真吾は電話ボックスににじり寄り、折りたたみ式のドアに手をかけた。電話の催促は、もちろん止まらない。真吾はぐっと力を込めて、ドアを開ける。

　とたんに、ベルの音は何倍にもなって真吾の耳を貫(つらぬ)いた。咄(とつ)嗟(さ)に耳をふさごうと思ったが、それより受話器を取った方が確実に、この音波攻撃から逃(のが)れられると思い直した。

　ボックスの中の電話は、ピンク色だった。それも、プッシュボタン式ではなく、ダイヤル式である。こんな骨(こつ)董(とう)品(ひん)に近いもの、真吾は存在は知っていたが、現物を見るのは初めてだった。

　真吾は受話器を手に取り、そっと耳に当てた。

　すると。

「パンパカパーン！　おめでとうございまーす！」

　妙なテンションの、女の声が耳に飛び込んできた。

「あなたは世界を救う『選ばれし者』に選ばれましたぁ――！」

「…………は？」

　真吾は目を白黒させ、おそるおそる訊(たず)ねてみた。

「えっと、あの……、どちらさまですか？」

「ん？　え、ああ、あたしよ、あたし」

　だから誰(だれ)だ。

　声の感じからして女性なのは間違いない。快(かい)活(かつ)ではあるが、あまり頭が良さそうではない若い女のようである。

「『あたし』なんて知り合いは、いないんですけど」

「当然でしょ、今初めて話してるんだから」

「はあ……。で？　誰なんです？」

「うん、えっとね、神様よ、神様」

「……………………は？」

「あ、でも、私は女だから女神様ってことになるのかな？」

「……新(あら)手(て)のおれおれ詐(さ)欺(ぎ)ですか？」　

「どうしてそうなるのよ！」

「だって、しっかり名乗らないし、電話自体が怪(あや)しいし……」

「くそっ、ノリが悪いわね。これだから最近の若者はっ」

　自(じ)称(しよう)神様は何やらぶつくさと呟(つぶや)いていたが、ややあって会話の修正に乗り出した。

「おっと、こんなとこで無(む)駄(だ)な時間食ってる場合じゃないわ。ねえ、聞いてる？　これからが本題なんだけど」

「はいはい、聞いてますよ」

「んじゃ言うわね。えーっと……、実は、私のちょっとした手違いで、地球は滅(めつ)亡(ぼう)の危機に陥(おちい)ってるんだわ」

「……はっ？」

　呆然とする真吾にかまわず、神様は先を続けた。

「もちろん、責任を取って対処したいんだけど、こことは別に、手を放せない事(じ)態(たい)が発生していてね」

「……………………ち、ちょっと」

「本当は、地球には手違いの犠(ぎ)牲(せい)になってもらうとこなんだけど、このまま見捨てたら寝覚めが悪いじゃない？」

「……………………ちょっとって」

「それに、私の責任で危機に陥ったわけでもあるから、ここは女神様の大いなる慈(じ)悲(ひ)で、世界が救われる希望を残そうっていうわけ。それが、あなたのような『選ばれし者』たちなのよ」

「……………………おい」

「世界を救うために、あなたが望む力を一つ与えるわ。それで世界の危機と戦いなさい。私にできるのはそこまで。さあ、時間がないから早く」

「……………………おいおい」

「……どうしたの？　早く言わないと切っちゃうよ？」

「………………おい、だから……」

「ん？」

「…………だからそんな話、いきなり信じられるかぁぁぁぁぁぁ！」

　唾(つば)をまき散らし、わめき立てる。

「世界の危機!?　選ばれし者!?　何だよそりゃ！　そんなもの、小学生でも信じないだろ！　だいたいなんで俺(おれ)が選ばれるんだよ！　俺はただの高校生だぞ!?　どうして世界を救う役目なんか与えるんだよ！」

「ん、あ、あれぇ……？」

　受話器の向こうで、首をひねるような声がする。

「おかしいな、他の人はすんなり受け入れたのに、何でこいつは素(す)直(なお)に聞き入れないんだろ？」

「人の話、聞いてるか!?」

「え？　あ、ああ、はいはい、聞いてますよ。で、何だっけ？」

「聞いてないじゃないか！」

　怒りのあまり、頭がくらくらしてくる。

　自分はいったいなんだって、こんな訳のわからないことに巻き込まれているのだろう。

　そもそも、受話器の向こうにいる神様とか名乗る女がおかしい。神様だとか、世界の危機だとか、勇(ゆう)者(しや)だとか、そんなものはテレビの中か、人の空想の中か、夢の中でしかありえないものだ。

　そこでふと、真吾は冷静になった。

　――夢……？

　目から鱗(うろこ)が落ちるような感覚だった。

　そうだ、夢だ。これは夢なんだ。最初に夢だと、自分で思っていたではないか。

　何だか安心したように、胸が軽くなる。

　それならば荒(こう)唐(とう)無(む)稽(けい)な展開にも説明がつく。女神とかぬかす女の声も、世界の危機も、この世界自体も、すべてが夢の産(さん)物(ぶつ)なのだ。

　そう考えると、心に余(よ)裕(ゆう)が生まれた。いっそのことこの世界を楽しんでやろうという心境にさえなった。

「……なあ、女神さん」

「ん、何？」

「俺に望む力を与えてくれるんだよな？」

「あれ、急に物わかりが良くなった？　まあいいや。うん、その通り。でも、一つだけだけどね」

「何でもいいんだよな？」

「任(まか)せなさい」

「よし、じゃあ言うぞ」

「ほいほい」

　真吾は宣言する。自分が望む力を。

　真吾は告げる。世界を救うための、その力の名を。




「女の子の、スカートをめくる力が欲しい！」




　言い切った。

　力強く、いっそ誇らしげに。

　だが、受話器から帰ってきたのは、まずは正(しよう)気(き)を疑うような声だった。

「…………………………マジ？」

「大まじめだ」

「ちょ、ちょっと、本当にそれでいいの？」

「ああ」

「……まあ、きみがいいならいいんだけどね。じゃあ、はい、あげるわ」

「お、おい、そんなやる気なさげに言われたら、ちっともありがたみがないじゃないか」

「スカートめくりのどこにありがたみがあるって言うのよ」

　ごもっともで。

「それじゃあ、まあ、後は適当に頑(がん)張(ば)りなさいな」

「ああ、任せとけ」

　真吾が頷(うなず)くと同時に、世界は歪(ゆが)み、崩(くず)れ始(はじ)めた。急速な浮(ふ)遊(ゆう)感(かん)と共に、真吾は悟(さと)る。

　どうやら、夢の終わりがやってきたようだ、と。

　それにしても……。

　高校生にもなって、世界を救うヒーローに選ばれる夢なんか見ることになろうとは。

　夢の残(ざん)滓(し)の中で、真吾は苦笑するのだった。




２




　真吾が通う県(あがた)ヶ丘(おか)高校は、校風や偏(へん)差(さ)値(ち)、部活レベルなどはごく平均的な学校である。

　きついわけでも緩(ゆる)いわけでもない校則。自主性を尊(そん)重(ちよう)されつつも大きな権(けん)限(げん)はない生徒会。進学率と就職率は半々で、部活も県レベルではそこそこの成績を残すものの、全国区には遠く及ばない。

　そんな学校にあって、誰の耳(じ)目(もく)をも引きつけるのは、その校名にあった。

　正式名称、『長(なが)野(の)県(けん)県ヶ丘高等学校』である。

　長野の学校は、一般的にある県立の『立』の字が入らない。そのため、県ヶ丘高校ではこのように同じ字が続いてしまうのだ。

　さらにすごいのが、住所を含めたときである。

『長野県県(あがた)郡(ぐん)県(あがた)町(ちょう)県(あがた)　長野県県ヶ丘高等学校』

　何かの間違いじゃないかという字(じ)面(づら)である。しかも『県』という字が読めない人も多いため、初めてこの校名や地名に接する人は、必ず首を捻(ひね)るのだ。

　そんな特異な校名であるが、最初は違(い)和(わ)感(かん)を覚える生徒たちも次(し)第(だい)に慣れてしまい、最終的にはその特異さゆえに愛着を覚え、自(じ)慢(まん)に感じるようになってしまうのだ。

　宮田真吾も、校名を誇りに思う一人ではあるが、彼の場合、入学前からこの校名に慣れ親しんでいたのだった。

　真吾の家は、学校から徒歩一〇分の所にある。住所もほとんど一緒だし、小中学校は高校を通り越した先にあったから、小さいときから真吾は県ヶ丘の前を通っていたし、文化祭のときには顔も出していた。勝手知ったる、とまではいかないまでも、ごく日常の中に、この学校は存在していたのだ。

　さらに言うと、県ヶ丘は両親の母校でもあった。同級生だった両親だが、在学中はお互いの名前を知っている程度で、これといった交流はなかったという。けれども、後に再会したとき、お互いがお互いを知っていたという、そんな小さなことから意(い)気(き)投(とう)合(ごう)して結婚にまで至ったことを考えれば、両親が同級生であったことの意味は大きいだろう。

　そんなこともあって、真吾にとって県ヶ丘は、身近であり、両親の出会いの場でもあり、自分が生まれてくるおそらくは最初のきっかけとなった場所でもあるのだ。これだけの条件が揃(そろ)って、親しみを覚えない理由などはなかった。

　真吾は教室に入ると、いつものようにクラスメイトたちと気(け)怠(だる)くも気安い挨(あい)拶(さつ)を交わしながら席に着く。

　腰を落ち着け、一息ついたところで、すかさず友人の楢(なら)川(かわ)大(だい)輝(き)がやってきた。

　彼を一言で表すなら「変人」だ。背が高く顔もまあまあで、おまけに勉強ができてスポーツも万(ばん)能(のう)なのだが、いかんせん、その行動原理がいまいち理解不能なため、女の子の間での評価というのは真っ二つに別れている。

　なにしろ、気が向かなければ授業中であっても、適当な言い訳をして教室を出て行ってしまうし、逆に興味をそそられれば、びっくりするぐらい真剣に取り組むのだ。それは女の子の扱(あつか)いも同じらしく、外見で彼に惚(ほ)れた女の子も大部分が、「ついていけない」「何を考えているかわからない」といった理由で離れていくのだ。

　小学校からの付きあいである真吾にも、大輝の全(ぜん)貌(ぼう)は計り知れない。けれど、大輝が何に重きを置き、何を優先して生きているかくらいは、すべてではないにしろ、知っているのだった。

「おはよう真吾。早速だけど、今日もいいものを持ってきてやったぞ」

　言って人目をはばかるようにして差し出したのは、Ｂ５サイズのアルバムだった。

　真吾は獲物を狙(ねら)う猛(もう)禽(きん)類(るい)のような目になり、机の下で素早くそれを受け取った。これは大輝の大切なコレクションである。もちろん人目をはばかるくらいだから、あまり他人には見せられないものが収められている。それは何かといえば、パンチラ写真なのだ。

　大輝の趣味は写真撮影である。

　小学生の頃から、父親の趣味であるカメラに興味を示し、たまたま応募してみた児童コンクールで入選したのをきっかけに、本格的にはまりこんだのだ。

　以来、大輝は常(つね)日(ひ)頃(ごろ)からカメラを持ち歩くようになり、いつ、どこでどんなベストショットが撮れるかわからないということで、登下校の際はもちろん、授業中ですらカメラを離さない。

　そんな大輝が、自分の趣味と特技を生かしてパンチラ写真の撮影にいそしんでいるのだ。非常に危険な行為だが、本人曰(いわ)く、「これもカメラの腕を磨(みが)くため」なのだそうだ。

　決定的瞬間というのは、気まぐれのようにやってくる。それを写真に収めるには、決定的瞬間をかぎつける獣(けもの)のような嗅(きゆう)覚(かく)と反射神経が必要である。それは常日頃からの鍛(たん)錬(れん)によって磨いていくしかない。だからこそ、気まぐれで引き起こされるパンチラ撮影は、いい特訓になるのだと力説されたことがあった。

　初めてコレクションを見せられたとき、思わず見入ってしまった真吾に満足してか、大輝は片目をつむって言うのだった。

「俺は確かに瞬間を切り取り、瞬間を写真に収めている。だが、そこに写し出されているものは、無限のファンタジーだ」

　言葉だけ聞けばまったくの意味不明である。しかし真吾は、そんな大輝の言うことがわかってしまうのだ。厳(げん)密(みつ)に言うならば、教えられた、と言うべきか。

　だから真吾は、期待を込めて言うのだ。

「今日は、どんな特ダネが？」

「まあ、見てみろって」

　言われるがままに、アルバムを開いてみる。するとそこには、無地の真っ白なパンツを穿(は)いたおしりが映っていた。これだけ見れば、何の変(へん)哲(てつ)もない、おもしろみのない写真だが、そんなものを大輝がセレクトするはずがない。大輝は言った。

「これは、佐(さ)川(がわ)良(りよう)子(こ)のものだ」

　真吾は思わず目を見張った。

　佐川良子とは、隣(となり)のクラスの女の子である。女子バスケ部に所属するエースだ。バスケ部のエースではあるが、身長はそれほど高くなく、制服に身を包んでいるときなど、吹けば飛んでしまいそうなほど細く見える。性格もおっとりしていて、側(そば)にいるのが苦にならない、陽(ひ)だまりのような女性である。

　しかし、ひとたびコートに立つと別人になる。

　その身長や体格からは想像もできないような跳(ちよう)躍(やく)力(りよく)を発揮し、所(ところ)狭(せま)しとコートを駆(か)けめぐる。普段のおっとりした性格はどこへやら、力強い声を上げ、男らしく髪を掻(か)き上(あ)げ、伝い落ちる汗を豪(ごう)快(かい)にぬぐう。けれども、そうした仕(し)草(ぐさ)が様(さま)になる、かっこいい女の子なのだ。

　そんな佐川良子は、真吾の好みのタイプだった。やんちゃな子供のように汗をぬぐう仕草に何度か目を奪われたことがあるし、ボールに集中するぎらぎらとした視線も真吾を引きつけたし、かと思えば、水を飲む際の唇(くちびる)や喉(のど)の動きなどは妙に色っぽい。制服はまったく着崩さずに身につけ、スカートの丈(たけ)もなんと膝(ひざ)下(した)である。そうしたマジメさと、男の欲望の対象になりにくい清(せい)潔(けつ)感(かん)が、真吾にとって好ましいのだった。

　そんな良子の写真が、ここにある。清潔感がある、と真吾が認めるだけに、とてつもなく貴(き)重(ちよう)な写真である。おそらく、まだ誰も踏み入れたことのない領(りよう)域(いき)だろう。それが今、真吾の手の中にあるのだ。

「な、いいだろう？」

　真吾は小さく、だが力強く親指を立て、賛(さん)同(どう)の意を表した。

　きちんと制服を着こなすその姿に、男の欲望が入り込む余(よ)地(ち)はない。バスケのときも、ランニングにハーフパンツ姿ではあるが、引きつけられるのは白い肌でもなければ柔(やわ)らかそうな二(に)の腕(うで)やふくらはぎでもない。ボールを追うまっすぐな瞳(ひとみ)と、躍(やく)動(どう)するアスリートとしての良子である。

　つまり、そこには潔癖(けつぺき)なほど、エロさが存在しない。男のあくなき想像が及ばないほどに、彼女は純(じゆん)粋(すい)であり、無(む)垢(く)だった。

　それがどうだろう。このたった一枚の写真だけで、彼女の純粋や無垢は崩れ去るのだ。

　注意深く見れば、よく鍛(きた)えられ、よく引き締まったヒップが、真っ白なパンツに絶(ぜつ)妙(みよう)なラインを描いている。そのラインは良子の下半身全体を想像させ、そこから上半身、果ては全身のラインを形成させずにはいられない。

　さらに大輝は、追い打ちをかけるようにもう一枚の写真を指し示した。

　そこには、バスケのユニフォームで汗をぬぐう良子の姿があった。引っ張り上げられたユニフォームは当然、大きくめくり上がり、良子のお腹と、可(か)愛(わい)らしいへそが丸見えになっている。

　真吾はクワっと目を見開いた。

　腹が見えるにもかかわらず汗をぬぐう姿が真吾のドツボにはまるのはもちろん、すらりとしたウエストや、へそを起点としたしなやかなライン、かすかに盛り上がった腹筋などが、真吾の想像に拍(はく)車(しや)をかける。

　大輝はとどめとばかりに、もう一枚、指を差す。

　そこには、接触でもしたのだろうか、汗だくで四つんばいになって喘(あえ)ぐ良子が写っていた。一見すればまともな、それこそ、バスケットにはよくあるようなショットのような気がする。だが、よく見れば良子の胸(むな)元(もと)は大きく開き、わずかなふくらみと、タンクトップのような青いブラジャーが垣(かい)間(ま)見(み)える。

「こ、これは……！」
















　真吾はものすごい勢いで凝(ぎよう)視(し)した。

　胸を完全に覆(おお)い隠(かく)しているのは、おそらくスポーツブラだろう。激しいスポーツをしているのだから、おかしくはないのだが、真吾の想像は広がり始めて止まらない。

　スポーツをしているからスポーツブラなのか、普通のブラではあまってしまうからスポーツブラなのか。後者だとすれば、そのことを彼女はどう思っているのか。もっと大きくなって欲しいと思っているのか、今のままでいいと思っているのか。小さいことを気にしているから制服をきっちり着こなしているのか、気にしていないから、バスケに集中することができるのか。

　何よりも、この姿。

　汗にまみれて、四つんばいになって、苦しそうに喘ぐ。口は酸素を求めて切なそうに開き、喉から鎖(さ)骨(こつ)に至るラインを汗が流れ、大切に包み込むようなスポーツブラが逆に胸のふくらみを強調する。少女の汚(けが)れな「き純粋で無垢な魂(たましい)を汚すかのような冒(ぼう)瀆(とく)にも値する恐るべき一枚だが、そこに、我々は未知という名のエロスを感じ、潔癖な少女を強引に淫(みだ)らな想像へとかき立てる引き金となって脳(のう)髄(ずい)を駆けめぐる！」

「おい、真吾」

「これはまさに人類の成長の証(あかし)！　少女から大人への階段をのぼるまさに真っ最中！」

「真吾ってば」

「その瞬間を切り取ったこの一枚は、佐川良子の新たな一面、新たな可能性を切り開く、まさに『無限のファンタジー』に他ならない！」

「真吾ぉぉぉぉぉ！」

「うわぁぁぁぁぁ！　ど、どうした、大輝！」

「どうしたもこうしたもない、いつもの癖(くせ)が出てたぞ」

「う、そ、そうだったのか」

　真吾は慌(あわ)てて口元のよだれをぬぐい、取(と)り繕(つくろ)う。

「すまない……」

「気にするな、それだけ没(ぼつ)頭(とう)してくれれば、撮影する甲(か)斐(い)があるってもんだ」

「う、うん……。だけど、それにしても恐ろしい奴(やつ)だな、おまえは」

　真吾は改(あらた)めて、写真に目を落とした。

「たった一枚の写真から連(れん)鎖(さ)的(てき)に広がり、今まで垣間見ることのできなかった一面や真実をさらけだし、そこから想像の翼(つばさ)をはばたかせ、さらなる幻(げん)想(そう)へと誘(いざな)う、『無限のファンタジー』か……。大輝、おまえは天才だよ」

「ふん、今頃気付いたか」

　高(こう)慢(まん)な物言いだが、実はこれでも、大輝は真吾に感謝しているのである。

　真吾は、大輝の写真で燃(も)えに萌(も)えて楽しむ。大輝は真吾の反応をバロメーターとして自分の写真が持つ「力」のレベルを計る。これが、良好な友人関係を作り上げているのだ。

「で？　これ、いくらなんだ？」

「レベル４相当だからな、一枚五〇〇円だ」

「高っ！」

　大輝のパンチラ撮影にはもう一つ、小遣い稼(かせ)ぎという名(めい)目(もく)がある。

　高校に入ってから、大輝は機材の調整やフィルムの購入は、すべて自(じ)費(ひ)でまかなっている。だが、小遣いを貰(もら)っているかどうか知らないが、週二回のアルバイトだけではどうにも苦しい。デジカメも持っているが、瞬間を切り取るには不向きである。そこで目をつけたのが、真吾のような健(けん)全(ぜん)な青少年なのだ。

「こっちも商売だからな。高く売りつけられそうな奴にふっかけるのは当然だ」

「レベル４なら三〇〇円が相(そう)場(ば)だろ!?　明らかにぼったくりじゃないか！」

「じゃあ、他をあたるわ」

「待て！」

「どうした？」

「…………………………買ってやろう」

「そんなおまえが、俺は大好きだ」

「くそ、そんなおまえのおかげで、俺は変(へん)態(たい)街(かい)道(どう)まっしぐらだよ」

「いや、素(そ)質(しつ)はあったと思うぞ？　あの没(ぼつ)入(にゆう)具(ぐ)合(あい)なんかは特に」

　大輝のこの趣味と実(じつ)益(えき)を両立させたパンチラ撮影を、本人と真吾以外はわずか数人しか知らない。真吾とは小学校以来の付きあいで、ずっと仲良くしてきたからだろうか。三年ほど前に、秘蔵のコレクションを自慢気に見せつけてきたのだ。

　当時の大輝は、すでに女の子たちにモテモテだった。だから、そんな大輝がパンチラを撮影しているというのは、ひどく不思議なことであった。写真なんかに収めなくても、直(じか)に、それもよりどりみどりでいろいろとしたい放題できただろうに。

　そんな真吾の疑問を、大輝は一言で切って捨てた。

「女の子は、目で見て楽しむものなんだ」

　いやいやいや、それは違うだろ、もっとこう、触れあったり匂(にお)いを嗅(か)いだり会話を楽しんだり互いの体温を感じ合ったりと直接的な気持ちいいことがたくさんあるだろうにどうしてそうなるんだ、というかこいつ、とうとう変態の道に足を突っ込んでしまったんじゃないかと危(き)惧(ぐ)したりもしたが、同時に、『無限のファンタジー』が意味するところと、彼の実力とを正確に認識することができたのだ。直接的でなくとも、ここまで燃えに萌えることができる。それを大輝は、パンチラ写真で証明して見せたのだ。

　大輝はプロのカメラマンになると公(こう)言(げん)している。このパンチラ写真により、公言通り、こいつは将来、プロとしてやっていくんだろうなと、真吾は確信することができた。それは親友として誇りに思うと同時に、どこか羨(うらや)ましくもあった。一つのことに熱中し、成果を上げ、プロとしての道を歩む。真吾にとっては遠い夢物語である。

　そう言うと、大輝はいつも、決まって同じ台詞(せりふ)を口にするのだ。

「何言ってんだ、昔のおまえは情熱家だったじゃないか。あの頃の情熱があれば、何だってできるさ」

　大輝の言う昔とは、おそらく小学生のときのことだろう。確かに、あの頃の真吾は野球に熱中し、町の少年野球チームでレギュラーになって頑張っていた。けれど、チームは弱小だったし、真吾も飛び抜けてうまいというわけでもなかった。一回勝っては五回負けるような成績で、真吾自身、勝利への貢(こう)献(けん)もあったが敗北への助力もたくさんあった。おそらく、ほとんどの野球少年が歩むような道を真吾は歩み、そしてほとんどの少年がそうであったように、自然に野球から離れていった。

　だから、そんなときの話を持ち出されて「何だってできるさ」と言われても困るのだ。

　授業開始のチャイムが鳴る。

　大輝は「んじゃな」と言って去っていった。

　真吾は良子のことを思い浮かべる。思い浮かべた想像があらぬ方へ転がって、真吾は悶(もん)々(もん)とした気分になっていく。ちょっとばかり後ろめたいが、新(しん)鮮(せん)な発見は興奮剤となって真吾の体を熱くした。

　朝からいいことがあった。今日は一日、いい日になるに違いない。




３




　休み時間などに、教室の前を通りかかる佐川良子の姿を見るたびに、真吾は体温を上昇させ、うかつな行動ができない状態に陥った。

　良子の写真は真吾にとって思いのほか刺激的で、強烈に脳内に焼きついていた。『無限のファンタジー』恐るべし、である。

　その大輝は、最後の授業が終わると同時に学校を後にしている。今日は地方のカメラマン仲間との懇(こん)親(しん)会(かい)があるというのだ。

「んじゃ明日、揃えるものは揃えて持ってきてくれよ」

　今日の真吾はうっかり財(さい)布(ふ)を家に置いてきてしまったのだ。大輝の挨拶代わりの言葉に頷き、その後ろ姿を見送ってから猛烈に悔やんだ。どうして、今日に限って財布を忘れてしまったのか、と。

　持ってきていれば、佐川良子のあの写真が、今すぐ手に入ったというのに……。

　ここでふと、何気なく、今朝見た夢のことを思いだした。

　スカートをめくる力、か……。

　その力があれば、自分の手で『無限のファンタジー』を作り出すことができる――？

　そこで、真吾はぎくっとなって硬(こう)直(ちよく)した。今更ながらに、今朝の夢を振り返ってみた。

　あれは本当に、夢だったのだろうか。

　常識的に考えれば夢だろう。何もない世界にたった一つの電話ボックス。それだけでも充分現実離れしているのに、そこへ神様だの世界の危機だのが加わるのだ。どこからどう見ても立派な夢である。

　だが、と真吾は思うのだ。

　夢の中での出来事は荒唐無稽だった。しかし、その中で真吾が感じたこと、思ったこと、考えたことは、秩(ちつ)序(じよ)立(だ)った、自分自身の確かな思考ではなかったか。

　夢の中では、自分の思考や行動など、一つの自由も許されない。ただひたすら夢の展開に流されていくだけだ。その際に、嬉(うれ)しいとか悲しいといったことは感じるが、何かを思考する、といったことができたことは一度もない。さらには、夢の中の自分がこれは夢なのだと自覚することも、少なくとも真吾の経験の中では一度もなかった。

　それが今朝の夢では、長い思考を行い、神様の一方的な話にとまどい、怒り、呆(あき)れ、最終的には開き直って、自分の意志で「スカートをめくる力」を願ったのだ。

　真吾は息を呑(の)んだ。

　ということは何か。やはりあの夢は夢ではなかったというのか。しかし、どこの世界に神様だの世界の危機だのが出てくる現実があるのか。

　頭を悩ませる真吾だったが、すぐに悩む必要もないことに気が付いた。

　夢の中で自分は、『スカートをめくる力』を手に入れた。であれば、今、ここで、その力を使ってみせればいいのだ。

　力を使えなければ夢、力を使えたら現実……。

　そういうことを考える時点でもうおかしいのかもしれないが、それが一番手っ取り早く、確実な検証方法だろう。その結果、自分がおかしいのだと気づければ、それはそれで収穫ではないか。

　真吾はぐるりと教室内を見回してみた。

　放課後になったばかりで、まだ多くのクラスメイトはおしゃべりに興(きよう)じている。いくつかの集団の中で、真吾は一つのグループの、一人の女生徒に目をつけた。

　三(み)田(た)潤(じゆん)子(こ)。物静かでおしとやかな、メガネと三つ編みお下げがよく似合う美少女である。彼女を選んだ理由は特にないが、あえて言えば、大輝のコレクションにも収録されていないからだろうか。真面目(まじめ)な性格でスカートの丈も長いため、大輝も決定的瞬間をなかなか収められないらしい。

　窓辺に立って友人のおしゃべりに耳を傾ける潤子を視界に収め、しかし真吾は途方に暮れていた。どうやれば力を使えるのか、わからないのだ。

　それでも、と、真吾は視線を潤子のスカートに定め、「スカートよ、めくれろ」と、意識を集中してみる。だが、スカートはひらりとも動かない。

　当然だよなと苦笑してみるが、それでもまだ納(なつ)得(とく)はできなかった。

　意識を集中させただけでスカートがめくれるとなれば、それはいくらなんでも簡単すぎるだろう。コンピュータゲームの中でもそうだ。呪(じゆ)文(もん)や魔法を使うには、なにがしかのきっかけの、言葉や、印(いん)や、図式が必要なのだ。

　では、自分の力の場合はどうなのだろう。

　印や図式はまったくわからないから、これではないだろう。となれば言葉、か。しかし、どんな言葉がきっかけとなるのかわからない。いや、一つだけ心当たりがあるのだが、それが、きっかけとしてはあまりに単純で、あまりに直接的すぎるので、受け入れがたいのだ。

　とはいえ、他に当てがない以上、やってみるしかない。それに加え、印ではないが、ちょっとしたアクションも交えて試してみることにした。

　もう一度、潤子のスカートに集中する。そして、カモフラージュのために「頭がかゆいんだよなぁ」、という顔をして手を上げ、スカートをめくるつもりで手首をひるがえし、呟いた。

「めくれろ」と。

　すると、潤子のスカートが下から押し上げられるようにして、ふわりと舞い上がった。

「え、きゃっ！」

　スカートがめくれたことに気が付いた潤子は、すぐに両手で押さえ込む。

　彼女の友達が「どうしたの？」と訊(き)くように、決定的な瞬間は誰も見ていなかった。そう、ただ一人、宮田真吾をのぞいては。

　真吾は、見ていてはまずいと、すぐに机の上に突(つ)っ伏(ぷ)した。突っ伏して、深呼吸を二回した後で、ゆっくりと、眠そうな顔を作って顔を上げた。

　素早く窓をチェックする。――教室の窓は、一つも開いていない。それではと廊(ろう)下(か)の窓にも目を向けてみるが、やはり一つも開いていなかった。隙(すき)間(ま)すらない。

　真吾の心(しん)拍(ぱく)数(すう)は、急激に上昇した。机の上で組んだ手をせわしなく動かしながら、考える。

　めくれた。今、確かに、スカートがめくれた。風のいたずらかもしれないと窓を確かめてみたが、どれも閉まっている。自然の風が原因ではない。それに、スカートは下から押し上げられるようにめくれたのだ。たとえ風のせいであっても、外ならいざ知らず、建物の中でそんな現象が起こるとは考えにくい。ということは、どういうことなのか。

　真吾の鼓(こ)動(どう)はますます早まり、息苦しいほどの緊(きん)張(ちよう)に体がこわばる。

　自分は、本当に、『スカートをめくる力』を手に入れてしまったのか？

　それはとてつもない衝撃だった。自分が信じてきた常識の一部が覆(くつがえ)されるような衝撃だ。

　真吾はうろたえながらも、冷静になろうと懸命につとめた。

　真っ先に行ったのは、能力の否定だった。

『スカートをめくる力』だって？　そんなばかな。人間には超能力など存在しないのだ。いくらありそうだと思っても、あってくれと願っても、ないものはない。事実、自称超能力者が不特定多数の人前で、超能力の発現に成功した例は一つもないではないか。

　しかし、と逆の意見を述べる自分がいる。

　人間にはないかもしれない。けれど、神様なら、どんな力を持っていてもおかしくはない。その神様から力を授(さず)かったのだから、自分の能力は確(かつ)固(こ)として存在するはずだ。

　いや、神様という存在自体が、すでに想像の産物にすぎないじゃないか。想像の産物から、力を授かるということはありえないだろう。

　いやいや、では、今起こした現象をどう説明するというのか。偶然だとでもいうのか。

　真吾は顔を上げて、クラスメイトたちの顔を見回してみる。

　誰も、何も気づいていない。スカートをめくられた潤子本人ですら、風のいたずらと思って疑わないのか、しばらくは顔を赤くして落ち着かなかったが、もう前と変わらずおしゃべりに熱中している。そんな様子を見ると、自分一人がうろたえているのがバカらしく思えてくる。

　そうなると次にやるべきことが見えてきた。念のために、もう一度、力を使ってみるのだ。それでもし、またスカートがめくれるようなことになれば……。

　そのときは、認めるしかないだろう。

　自分に力があることを。夢の中で出会った神様は本物で、その神様から力を授けられたのだということを。

　真吾はターゲットの選定に入った。まず、潤子は除(じよ)外(がい)する。同じ相手に力を使うのは気が引けたし、できれば別な子を選びたかった。次に、潤子と会話しているグループも除外する。このグループは潤子同様、全員立っているため、もう少し違うシチュエーションで試してみたかったのだ。

　となると。

　真吾の視線は一人の女生徒に注(そそ)がれる。

　板(いた)倉(くら)沙(さ)樹(き)。クラス一の美少女と呼ばれる女の子だ。自分の容(よう)姿(し)に自信があるのか、想いを寄せる男の存在をいくつも認識しているからなのか、常に隙のない、それでいて実にさわやかな笑顔を振りまく、やや高(たか)飛(び)車(しや)なところはあるが面倒見のいい少女である。

　佐川良子と違っていつも男のにおいがする沙樹だが、不思議なことに良子と同じで清潔感のある印象を抱くのだ。それだけ徹底して、普段はプライバシーを表面に出さないのだろうが、それはまた、大輝の力を持ってしても、未(いま)だに決定的瞬間を捕らえられない要因にもなっている。

　そんな彼女が、不意に下着をさらすことになったら。まだ大輝ですら収めることができない、決定的瞬間を作り出すことができたら。

　真吾はごくりと唾を呑みこんだ。

　やってみる価値はあるだろう。それに、今の沙樹は椅(い)子(す)に座って話しこんでいる。座った状態でスカートがめくれるのなら、その力は確信を持って本物といえるだろう。

　真吾は意識を集中する。白い太ももがまぶしいが、そこではなく懸命にスカートの方に集中させる。そして、頃合を見はからい、大きく伸びをして、広げた両手を戻すときにスッと手首を返し、呟く。

「めくれろ」

　すると。

　ふわり、と、沙樹のスカートがめくれあがった。詳(くわ)しい形状まではわからないが、純白の三角形が、大(だい)胆(たん)にさらされる。

　しかし、沙樹は気づかない。話しこんでいる友人たちも気づかない。

　気づくはずがない。座った状態で、それもきちんと足を揃えた状態でスカートがめくれあがるなど、想定できるはずがない。

　スカートが元に戻ると、さすがに異変を感じたのか、沙樹は首をかしげて視線を落とす。けれど、まさかスカートがめくれあがっていたとは思わなかったらしい。特に気にした様子もなく、おしゃべりに戻る。

　真吾は再び机の上で手を組み、流れ落ちる冷や汗にかまわず、必(ひつ)死(し)で考えた。

　間違いない。もはや間違えようがない。自分には、『スカートをめくる力』がある。夢の中の神様から、力を授かってしまったのだ。

　な、なななな何てこった。

　あまりのことに、真吾の頭は混乱をきたした。

　ここここんな力どうすればいいんだ。ど、どうしろというんだ。どど、どうする？　どうする？　どうする？　ど、ど、どどどど――。

　真吾の思(し)考(こう)回(かい)路(ろ)は、簡単に焼き切れた。考えることを放(ほう)棄(き)した。代わりにニヤリと口元を歪め、己(おのれ)の欲望に忠実になった。どうもこうも、ない――真吾は席を立って教室を出た。

　廊下に出て、素早く視線を左右に巡(めぐ)らし、左側に女生徒の集団を目にとめる。玄(げん)関(かん)に向かおうとしているのか、五、六人の女生徒は真吾に背を向けて歩いていた。

　真吾はその集団に意識を集中し、不自然でない程度に腕を振り上げ、呟いた。

「めくれろ」

　とたんに、女生徒たちのスカートが一斉にひるがえる。だが、ひるがえる程度で、めくれあがるところまではいかなかった。

　真吾は今度は集団の中の一人だけに意識を集中し、同じように手を振り上げて「めくれろ」と呟いた。すると、今度はふわりとスカートがめくれあがり、白い下着までがあらわになった。女生徒は可愛らしい悲鳴を上げて、スカートを押さえ込んだ。

　真吾は回れ右をして、考察した。

　どうやらこの力は、自分の腕を振り上げる勢い、もしくは「めくれろ」という言葉の勢いに左右されるらしい。今くらいの勢いでは一人分のスカートしかめくりあげることはできないが、恥(はじ)も外(がい)聞(ぶん)も捨てて腕を大きく振り上げ、「めくれろ」と絶(ぜつ)叫(きよう)すれば、かなり大人数のスカートをもめくりあげることができるのではないか。ぜひとも試してみたかったが、さすがに恥も外聞も捨てられるほど、真吾は人生を諦(あきら)めてはいなかった。

　ならばと、真吾は廊下の窓から中庭を見下ろしてみる。中庭の渡り廊下に、ちょうど担任の梓(あずさ)川(がわ)柚(ゆず)子(こ)が通りかかっていた。

　柚子は二十代も半ばになろうかという年齢だが、顔立ちはやや幼(おさな)い。外見も含め、学生と近い位置で話すことのできる数少ない教師だからだろうか、男子生徒たちにも密(ひそ)かに人気がある。だが根は生真面目なので、服装はシンプルでスカートを穿いてもタイトスカートか、もしくはくるぶしまであるようなロングスカートばかりを着用しているのだ。だから、大輝のコレクションの中に彼女の姿はない。どこか抜けたところのある性格なのだが、大輝に言わせると、意外にも隙がないのだという。

　だが、その隙を、真吾は自らの手で作り出すことができるのだ。

　真吾は窓から身を乗り出し、柚子に狙いを定める。今日の柚子はロングスカートである。自然現象の風では歯が立たないだろうが、真吾の力の前では防御力は皆(かい)無(む)に等しい。

「めくれろっ」

　やや語気を強めて言うと、柚子のスカートは傘(かさ)を開いたようにぶわっと広がる。真吾はさらに身を乗り出して凝視するが、しかし柚子は意外にも素早い反応を示し、両手でスカートを押さえ込んだ。

　咄嗟の行動だったため、柚子は手にしていた書類をぶちまけた。慌ててしゃがみこんで拾い始めるが、うまくいかない。きょろきょろと落ち着きなく周囲を見回しているのは、何が起こったのかよくわかっていないからだろう。

　失敗、いや、しかしこれもある意味では成功か。

　真吾はほくそ笑んだ。

　教師という厳(げん)格(かく)な職業と幼い顔立ちのギャップ。そこから生まれる背(はい)徳(とく)という香りがスカートがひるがえることで一層の色(いろ)香(か)を放ち、それでも女性としての貞(てい)淑(しゆく)を保ちながら恥「じらうその姿は貴重にして尊(とうと)いものなのかもしれない。うん、これはこれで、ナイスなシチュエーションだ。そんな中で、慌てふためいたせいで乱れた髪がなんともエロティックだなぁ、もうっ」

　悶(もだ)えながら、真吾は踵(きびす)を返す。

　明日、おもいきり大輝に自慢してやろう。

　そう心に決めて、真吾は下校することにした。
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　どこか地に足がつかないような高(こう)揚(よう)感(かん)の中、下(げ)駄(た)箱(ばこ)で靴を履き替え、正面玄関から出ようとして、真吾はちょっとした違和感を覚えた。玄関からロータリーを突っ切った先にある、校門付近の人の流れが悪いのだ。

　ロータリーにさしかかると、校門の様子がよく見える。特に大勢の人間が集まっているようには見えないが、下校しようとする生徒はある一点を避けるようにして、校門を抜けていた。

　その一点に目をやって、真吾は「おや？」と思った。

　そこにいたのは他校生だった。その他校生は女の子で、しかも、その制服姿から察するに、近くにある美(み)須(す)々(ず)ヶ丘(おか)女子高の生徒らしい。

　美須々ヶ丘といえば、県内では数少ない中高一(いつ)貫(かん)の女子校で、どちらかといえばお嬢(じよう)様(さま)学校の部類に入る。「思春期の少女を俗(ぞく)世(せ)の汚れから守る」、などと公言している学校なだけあって、当然のように男女交際は禁止である。

　にもかかわらず、その少女は共学校である県ヶ丘の校門前で、誰かを待つように、おどおどしながらも、ちょっぴり興味深そうに、校舎を見つめていた。

　恋人か、想い人でも待っているのだろうか。いや、たとえ女の友人を待っていたとしても、わざわざ校門の前で待つのは問題になるだろう。いずれにせよ、学校にばれたら大目玉だろうに、少女は栗色の髪を揺らしながら、足下の小石を軽く蹴(け)ったりして時間をつぶしている。

　まあ、それだって、自分には関係ないことだ。そう割り切ったところで、イタズラ心が芽(め)生(ば)えた。男子禁制の、お嬢様学校の女の子である。いわゆる秘密の花園である。未知の領域である。だが、その禁断の扉も真吾の前では無力に等しい。

　幸いにも、下校しようとする生徒たちの注目は美須々ヶ丘の少女に集まっている。真吾は少女のスカートに意識を集中し、軽く手首を振って「めくれろ」と呟いた。

　ふわっと、少女のスカートがひるがえる。「おおっ」というどよめきめいた歓声が男子生徒たちから上がり、少女は異常に気付いて慌ててスカートを押さえ込んだ。

　しまった、少し弱かったか。

　だが、顔を真っ赤にしてスカートを押さえ込む少女の姿を見て、そんなことはどうでもよくなった。厳しい校則に守られた少女の貞(てい)操(そう)。ゆえに、スカートがめくれたことによる少女の恥じらいも大きい。しかも、周囲に異性も大勢いる中での珍(ちん)事(じ)だ。目に涙(なみだ)を溜(た)め、羞(しゆう)恥(ち)心(しん)を懸「命に耐えようとする姿が心を熱く疼(うず)かせる。お、校門の陰に隠れたぞ。用事を済ませるまでは帰れない、か。うふふふ、どんな用事か知らないけど、健(けな)気(げ)というか、頑張り屋さんじゃないか」

　愉(ゆ)悦(えつ)に浸(ひた)りながら、真吾は彼女の脇を通り過ぎようとした。そして、ほとんどの男子生徒がそうしているように、最後にチラッとだけ、彼女の顔をよく見てみようと思った。本当に、少しだけのつもりだった。だが、まるでそのタイミングを狙っていたかのように、少女の視線が真吾に向いた。ばったりと、目があった。

　頰(ほお)を真っ赤に染めた様子が可愛い子だった。潤(うる)んだ瞳が子犬のようで、思わずドキッとなる。その少女が、勇気を振(ふ)り絞(しぼ)るようにして、ゆっくりと口を開いた。

「あ、あの、ちょっと、いいですか？」

「え？」

　真吾は足を止め、咄嗟に周囲を窺(うかが)った。だが、少女の視線は真吾に固定されたまま動かない。

「お、俺？」

「はい」

　頷いて、少女は決定的な一言を繰り出した。

「えっと、間違っていたらごめんなさい。あなたは『選ばれし者』ですか？」

　あまりにもさらりと言われたので、真吾はポカンと口を開けることしかできなかった。その反応に、少女は眉(まゆ)根(ね)を寄せて、不安そうに呟いた。

「あ、あの……、もしかして、違いますか……？」

「…………え、選ばれし者、だって？」

「はい」

「えっと、夢の中に神様が出てきたり？」

「はい」

「世界の危機が迫(せま)ってるとか言われたり？」

「はい」

「その危機から世界を救うために、神様が力を授けてくれたり、っていう？」

「やっぱり、そうなんですね！」

　大きな瞳を輝かせて、すがりつくように近寄ってくる。ふわりと甘い匂いが、真吾の鼻(び)腔(こう)をくすぐった。

　思わぬ接近に顔を赤くする真吾だったが、少女も自分の行動に思い至ったのか、こちらも顔を赤くして二歩ほど下がるのだった。

「あ、あの、ここだと落ち着かないんで、どこか人(ひと)気(け)のない場所に行きませんか？」

　人気のない場所って……。

　真吾はしどろもどろになりながら、望むところだとばかりに勢いよく頷いた。







　真吾が少女を連れてやってきたのは、学校から五分ほど歩いたところにある河(か)川(せん)敷(しき)だった。全長六キロにも及ぶサイクリングロードから土手を下り、ゆったりとした幅広の清流を目の前にして向き合う。

「あの、私、住吉(すみよし)穂香(ほのか)っていいます。美須々ヶ丘女子高等学校の二年生です」

「住吉穂香さん……か。ん、二年？　てことは、俺と同い年だな」

「そうなんですか？　あの、私、同世代の男の子とあまりお話ししたことがなくて、そ、その……、変なこと言っちゃったりするかもしれませんけど、よろしくお願いします」

　にっこり笑って、ちょこんと小首を傾げる。そんな仕草が、やはり子犬のような女の子だ。

　身長は一五〇ちょっとだろうか。小柄で頼りなさげにキョロキョロする大きな瞳が印象的だ。ふわふわとした綿(わた)菓(が)子(し)のような髪は柔らかで、全体的に女性らしい丸みを帯びた体は、思わず抱きしめたい衝動に駆られるほどに魅力的だった。お嬢様学校に在(ざい)籍(せき)しているだけあって、真吾を前にした彼女はずっと恥ずかしげにもじもじしている。どこか怯(おび)えたような上(うわ)目(め)遣(づか)いが、やっぱり御主人様の機(き)嫌(げん)をうかがう子犬のようで愛らしい。

　そんな彼女の緊張を解(と)いてやろうと、また、自分という男はそんなに警(けい)戒(かい)するほどやばい人間ではないとアピールするために、真吾はにっこりと笑った。

「俺は宮田真吾。よろしくな」

　友好の証にと、右手を差し出す。

　しかし、真吾の手を、穂香はまったく視界に収めていなかった。驚(きよう)愕(がく)に見開かれた瞳が、まっすぐ真吾の顔を覗(のぞ)き込(こ)んでいた。

「あ、あれ？　す、住吉さん……？」

「あっ！」

　ハッとなって、穂香は慌てて目を逸(そ)らした。

「ご、ごめんなさいっ。何でもありませんっ」

　そう言いつつ、再び真吾の顔を覗き込み、胸元で手を組んで、一つ息を吐(つ)いた。

「宮田、真吾くん？」

「は、はい？」

　返事をすると、穂香はくすぐったそうに笑って、照れをごまかすように頭を掻いた。

「あの、真吾くん、って呼んでいいですか？」

「あ、ああ、かまわないよ」

「じゃあ、真吾くん」

　何が嬉しいのか、真吾の名を口にしては、その度にはにかんだ笑みを浮かべる。

「えっと、住吉さん、だっけ？」

「穂香、って呼んでください」

「うえっ？」

「穂香。そう呼ばれるのが好きなんです」

　まっすぐ見つめられ、真吾は否応(いやおう)なしに頷かされた。

「あ、あの、ほ、穂香？」

「はい」

　これまた自分の名前を呼ばれた子犬のように、穂香は嬉しそうに目を輝かせる。しっぽがついていたら絶対、ちぎれるほど振っているだろう。

「それで、あの、真吾くん」

「え、な、何？」

「えへへ、真吾くんが、仲間なんですよね？」

「ん、あ、ああ、そうなるみたいだね」

「世界を救う仲間……。何か、ちょっとカッコイイですね！」

「そうか？」

「神様から授かった力で世界を救う高校生！　カッコイイじゃないですか」

　――やっべぇ……。

　真吾は焦(あせ)った。何だか知らないが、いろいろと妙な期待を持たれているようだ。

　このままではまずいと、真吾は話題を逸らした。

「そ、そういえば、どうして俺が仲間だってわかったんだ？」

「あ、それはですね」

　あっさりと、答えが返ってくる。

「それが私の、授かった力なんです」

「え？」

「神様は、他の『選ばれし者』が何人いるか、どこにいるのか教えてくれませんでしたよね？　ですから、その『選ばれし者』を探し出す能力を授かったんです」

「探し出す、能力？」

「感知する能力、の方が正しいでしょうか。とにかく、仲間がどこにいるかわかる力というのを授かったんです」

「へえ」

「あと、世界の危機を感知する能力も、ついでに授かりました」

「へえ……、って、ちょっと待った！」

「はい？」

「せ、世界の危機？」

「はい」

「世界の危機って、本当に、そんなのが来るって思ってるのか？」

「来ますよ」

　それは断言だった。それどころか、当然じゃないかというようなニュアンスまで含(ふく)まれていた。

「来ないんですか？」

「え、いや、でも……」

「私も最初は半(はん)信(しん)半(はん)疑(ぎ)でした。でも、私は確かに神様から力を授かったんです。だから、世界の危機がやってくることも、本当なんだと思います」

　理屈の上ではそうなるだろう。しかし、それでも、世界の危機である。そう簡単には信じられないことだ。

「じ、じゃあ、ちなみに訊くけど、今、世界の危機は!?」

「今のところ、何も感じません」

「そ、そっか……」

　安(あん)堵(ど)する。いや待て。何で安堵する。自分は世界の危機なんか信じてないんだろ!?

　混乱し始める自分を落ち着かせようと、真吾は再び話題を変えた。

「そ、そういえば、俺たちって『選ばれし者』なんだよな？」

「はい」

「何かさ、この呼び方、古くさくないか？」

「……そうですか？」

「うん、もっとこう、カッコイイ呼び方とかないかな？」

「カッコイイって、どういうのがカッコイイんですか？」

「うえっ!?　え、えっと、そう、地球を守るためなんだから、『ガーディアン・キーパーズ』とか」

「『ガーディアン・キーパーズ』？」

「他には……、そう、『蒼(あお)の守護者』とか！」

「う、うーん……」

「だったらシンプルに、『地球防衛隊』！」

「…………」

「あ、いっそのこと、『何とか戦隊』ってのもいいかな！」

　思いつくままに口にしていたら、だんだんと饒(じよう)舌(ぜつ)になってきた。小さい頃は人並みにテレビ番組の特撮ヒーローに憧(あこが)れ、戦隊ごっこなんかもしてきた。そのときの想いが、興奮が蘇(よみがえ)ってきたかのように、真吾は次々にまくし立てた。

　ふと気がつくと、穂香は笑っていた。頰を染め、まるで好(こう)々(こう)爺(や)のように微笑(ほほえ)んでいる。

「え、あの、す、住吉さん？」

「ふぇっ!?　あ、ご、ごめんなさい！　つ、つい、目をキラキラさせる真吾くんが可愛くて、微笑ましくなっちゃって――って、い、いえ、あの、す、すいません！」

「か、可愛い……？」

　真吾は呆(あつ)気(け)にとられた。

「俺が？」

「あ、だ、だから、その……、な、何でもないんです、何でも！」

「え、あ、そ、そう？」

「は、はい、そうです……」

　二人で恥ずかしがって、うつむく。

「あ、そ、そうだ。真吾くんは？」

「……え？」

「真吾くんは、どんな力を授かったんですか？」

「お、俺？」

「はい」

　気恥ずかしさをごまかすために話題を振ったのだろう。渡りに船とばかりに、真吾は飛び乗った。

「ん、あ、ああ、俺は、その、スカートをめくるちかるぅあぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!!」

　言いかけて、絶叫する。

「し、真吾くん!?」

　これには穂香も、目を見開いて驚いていた。無理もない。いきなり叫(さけ)びだしたら誰でも驚く。

　冷たい汗が背中を滑り落ちていくのを感じながら、真吾は懸命に考えた。

　セーフか？　今のはセーフか？

　ごまかしきれただろうか。はっきりと、「スカートをめくる力」と聞き取ってしまっただろうか。

「……真吾、くん？」

　とまどいを隠せず、穂香は真吾の顔を覗き込んでくる。

「あの、今、スカート――」

　その瞬間、真吾の顔面は火を噴(ふ)いたように熱くなった。

　まずい！　聞かれた。聞き取られてしまった！

　真吾は絶望に陥った。

　彼女は、住吉穂香は、同じ仲間と出会うのを楽しみにしていた。世界の危機がどうとかはともかく、新たな出会いに胸をときめかせていたに違いない。しかし。

　しかし、その出会った相手が、出会った相手の授かった能力が『スカートをめくる力』だと知ったら？

　軽(けい)蔑(べつ)された。これはもう、絶対に、軽蔑された！

　いてもたってもいられなかった。もはやその場にいることができなかった。

　だから真吾は逃げ出した。

　なりふりかまわず、真吾は穂香に背中を向けて、脱(だつ)兎(と)のごとく駆けだした。

「し、真吾くん!?」

　逃げ出す真吾の後を、穂香は追おうとする。

　それを目にとめ、真吾はさらに追いつめられた。正常な判断が下せなくなっていた。

　逃げなければ。彼女の前から、逃げ出さなくては！

　その思いが、腕を振り上げさせた。咄嗟に、叫んでいた。

「め、めくれろぉぉぉぉぉ！」

　ずばぁぁぁぁっと、突風でも巻き起こったかのように、勢いよく穂香のスカートがめくれあがる。

「え、き、きゃっ……」

　反射的に、穂香は両手でスカートの前後を押さえつける。だが、走り出す体勢でそんなことをすれば、バランスを崩すのは当然だった。

　上体がぶれ、足がもつれて、つんのめるように、穂香は膝から転んだ。「はぅっ！」と短い悲鳴をあげるほどの、激しい転倒だった。

　真吾はスピードを緩めようとして、結局緩めなかった。

　前を向く真吾に、穂香が最後に見せた表情は、置き去りにされてしまった子供のような、呆然とした顔だった。

「ごめん！」

　真吾は心の中で謝った。謝ってどうなるものでもなかったけれど、謝らずにはいられなかった。

　ごめん、ごめん、ごめん、ごめん、ごめん！

　謝りながら、真吾は走った。走って、その場から、住吉穂香から逃げ出すことしか、今の真吾にはできなかった。
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　翌日、真(しん)吾(ご)はほとんど眠ることができないまま、登校する羽目(はめ)になった。

　目を閉じれば、浮かんでくるのは穂香(ほのか)の顔。

　置いていかれた子供のような、わけもわからず傷つけられた幼(おさな)子(ご)のような表情で真吾を見つめる穂香。その姿を思い出すたびに、真吾の胸は締(し)め付(つ)けられ、罪(ざい)悪(あく)感(かん)と自分に対する嫌(けん)悪(お)感(かん)に吐(は)き気(け)すらもよおした。

　そんなだからその日の食事は喉(のど)を通らず、両親に心配された。具(ぐ)合(あい)が悪いと言って早早に布団に潜り込んだが、やはり、追い立てるように穂香の泣き出しそうな顔が真吾を責め続けた。

　ただ睡眠(すいみん)不足というだけでなく、打ちのめされたような表情で、陰鬱(いんうつ)な雰(ふん)囲(い)気(き)をまき散らしながら教室に入ってきた真吾に、クラスメイトは驚いたらしい。「ど、どうしたんだ？」「大丈夫？　何かあったの？」と、心配顔で声をかけてきてくれた。

　真吾はそんなクラスメイトたちに、「ふっ、若さゆえの過ち――、ってやつさ」と、死んだような目で肩をすくめてみせる。するとクラスメイトたちは「そっか」と妙に納(なつ)得(とく)して、去っていくのだった。

「おいおい、みんな心配してるんだから、もうちょっとマシな受け答えしたらどうだ？　心配させるだけ心配させておいて『若さゆえの過ち』じゃ、わけがわからんだろ」

　楢(なら)川(かわ)大(だい)輝(き)に至っては、責める口(く)調(ちよう)ながらも軽いノリで気遣ってくれる。

「みんな、何がしか理解してくれてたみたいだけど……」

「その答え方が重症な証(しよう)拠(こ)だって察したんだろうよ。だからそっとしておこうってことになるのさ」

「な、なるほど……」

「ま、俺(おれ)も深く訳は聞かないけど、あまり無理はするなよ？」

　大輝は手にしていたアルバムを開くことなく、去っていった。それどころではないと判断したから、何も言わずにいたのだろう。大輝の友情発言はありがたいが、やっぱり、気を遣わせてしまっている。

　このままじゃダメだ。

　真吾は心に決めた。

　気遣ってくれる友人やクラスメイトのためにも、まずは、謝ろう。

　住吉(すみよし)穂香に会い、どんな謗(そし)りを受けようとも、謝るのだ。

　そうと決めたら少しだけ気が楽になった。しかし、すぐにまた落ち込んだ。

「こんな簡単なことが、今頃にならないとわからないなんて……」

　もはや、自(じ)嘲(ちよう)するしかなかった。







　放課後、真吾はどうにか笑顔を見せるだけの余(よ)裕(ゆう)を取り戻していた。

　だから、クラスメイトたちも笑顔を見せて「ばいばい」と言って帰っていく。

「ひとまず落ち着いたみたいだな」

　大輝も、安心したとでも言うように白い歯をのぞかせた。

「んじゃ早速、今日のメモリアルショットなんだが……」

「ごめん、今日はそれは無しにしてくれ」

「何だよ、今日は凄(すご)いのが入ってるんだぜ？」

　真吾は思わずごくりと唾(つば)を呑(の)みこんでしまった。

　いったい、その写真にはどんな光景が映し出されているというのか。

　気にはなったが、今日だけは、無限のファンタジーを封印(ふういん)しようと思った。

「と、とにかく、また明日だ」

「いいのかよ、他の奴(やつ)に売っちまうぜ？」

「い、一枚一〇〇〇円で予約する！」

「中身は見なくていいのか？」

「おまえの『凄い』という言葉を信じる！　だから、明日だ！　いいな！　誰(だれ)にも売るなよ！　絶対だぞ！　約束破ったら針千本飲ますからな！　絶交するからな！」

　真吾は後ろ髪を引かれる思いで教室を後にした。

　スカートをめくる力を持っている上に、パンチラ写真なんかを持っていたら、言い訳のしようがない変態(へんたい)である。そんな状態で穂香に謝ったとしても、まるで誠(せい)意(い)が感じられないだろう。

　真吾は一刻も早く大輝の写真から距離を置くように、ほとんど走るようにして廊(ろう)下(か)を歩いた。下(げ)駄(た)箱(ばこ)で靴を履き替え、校舎を出て、校門にさしかかったところで、真吾はギクリとなって足を止めた。

「うぁ……」

　校門の前に、昨日と同じように、穂香が待っていたのだ。

　足が反射的に逃げ出そうとする。だがそれより早く、穂香が真吾に気付いた。目と目が合い、真吾は身動きが取れなくなる。

　いざ本人を目の前にすると、これまでの決意も、誠意も謝意も、一気に吹っ飛んでしまった。体内を席巻(せつけん)するのは、逃げ出したいという衝(しよう)動(どう)。それをかろうじて押さえ込み、踏みとどまれたのは、穂香の両手と両(りよう)膝(ひざ)に痛々しく巻かれた包帯(ほうたい)だった。

　足をかばう様子がないことから、それらは擦(す)り傷(きず)くらいで済んだのだろう。だが、女の子に包帯が巻かれている姿は想像以上に痛々しかった。自分が原因であるから尚更(なおさら)だ。

　さらに、昨日の瑞々(みずみず)しい瞳(ひとみ)の輝きが噓(うそ)のように、まるで怯(おび)えた子犬のように、ためらいながら、真吾の顔色をうかがいながら、じっと真吾が近づいてくるのを待っている。

　力無く風に揺れる綿(わた)菓(が)子(し)のような栗色の髪を見ながら、真吾の胸はズキンと痛んだ。

　あんな風にしてしまったのは自分のせいだ。これで謝りもしなかったら、自分は一生、自分で自分を許すことはできないだろう。

　真吾は再び意を決した。ためらっている場合ではない。

　ぐっと拳(こぶし)を握(にぎ)りしめ、歩み寄る。穂香は泣き出しそうな顔で、口を開いた。

「真吾、くん……」

「あ、あの、住吉さん、俺……」

「ごめんなさい！」

　機(き)先(せん)を制(せい)され、真吾は言うべき言葉を見失った。深々と頭を下げる穂香の頭(とう)頂(ちよう)部(ぶ)を見つめながら、真吾は呆(あつ)気(け)にとられた。

「ごめんなさい、真吾くん……」

　もう一度謝ってから、穂香は顔をゆっくり上げた。その瞳は涙(なみだ)で濡(ぬ)れ、泣くのをこらえるかのように口元を歪(ゆが)めていた。

　言葉のない真吾に、穂香は震える声で続けた。

「あの、私、鈍感(どんかん)だから、知らないうちに真吾くんの気に障(さわ)ること、言っちゃったかもしれなくて……。あの、私、鈍感だから、私、何が悪いのかわからなくて……。でも、私しか気を悪くさせる人はいないから……。その、だから、気を悪くさせたことも、そのことに気がつけないことも、ごめんなさいっ」

　真吾は、放心状態に陥(おちい)っていた。

「そ、それで、その、厚かましいお願いなんですけど、ほら、私たち、いちおうは、仲間ですよね。それなのに、こう、ケンカとかしてちゃダメだと思うんです。あ、いえ、別に、真吾くんは私のこと嫌っててもいいんです。でも、いざというときは、いざというときだけは、そういうわだかまりは捨てて、力を合わせて欲しいんです。あ、あの、あの、ほんとに迷惑な話ですけど、真吾くんの気分をもっと悪くしちゃうかもしれないけれど、それだけは、どうかお願いします」

　また、深々と頭を下げる。

　真吾は、信じられないものを見る目で再び穂香の頭頂部を見つめていた。

　何を言ってるんだ、この子は……。

　昨日のあれは、どう考えても、俺がいけないんじゃないか。

　真吾は絞(しぼ)り出(だ)すように、身を引きちぎるような思いで、口を開いた。

「ち、違う……」

「……え？」

「違うだろ。住吉さんは悪くない。どうして謝るんだよ。俺が……」

　驚きに目を見張る穂香の顔が、まともに見られない。

「俺が、全部、悪いんだよ……」




２




　二人は昨日と同じように、河(か)川(せん)敷(しき)に来ていた。

　真吾は早々に謝ろうと思ったが、ふと穂香の手足に巻かれた包帯が目に入った。

「怪我(けが)は、大丈夫？」

「あ、だ、大丈夫です。ちょっと擦りむいただけなんで。お母さんが包帯なんか巻くから大げさに見えますけど、たいしたことないですから」

　ウソだな、と真吾は思った。擦りむいただけにしろ、絆(ばん)創(そう)膏(こう)なんかでカバーできないほどの範囲を怪我したから、包帯を巻いているのだろう。傷口をさらすよりはいいという配慮かもしれないが、どちらにせよ、女の子からしてみれば重大な傷であるはずだ。

「……ごめん」

「真吾くん……」

　穂香は困ったように笑う。

「謝ることなんて、ないですよ」

　まだ、自分が悪いのだと思っている。

　真吾はそんな穂香に抵抗するように、思いきり頭を下げた。

「ホントに、ごめん！」

　面食らった穂香は、とまどいながら声をかけてきた。

「あの……、どうしたんですか？」

「どうしたって、だって、俺はきみから逃げ出したわけで……」

「だから、どうして、逃げ出したんですか？」

「え？　どうしてって……、あ、あれ？」

　何かがおかしい。会話がかみ合っていない。

「そ、その、聞いたよね？　俺の力」

「力、ですか？　スカートがどうとか、しか聞こえなかったんですけど……」

「うぇ？」

　変な声が出た。

　何だ。

　ということは昨日、穂香は「スカートをめくる力」なんて聞いていないのか。だから、真吾を軽蔑(けいべつ)するわけもなく、何で真吾が逃げ出したのかもわからないわけで……。

　がっくりと、真吾は肩を落とした。

　バカか、俺は。

　早とちりだ。完全に自分の、早とちりである。

　呆(あき)れつつも、ホッと息をつく。だが、すぐに何の解決にもなっていないことに気付く。

　当然、穂香は追究してくるのだ。何故(なぜ)、逃げ出したのかと。

「そ、それは……、その……、だって、お、俺の力が……」

「力が、どうしたんですか？」

「だから、俺の力は、その……、えっと、えっと……」

「はい」

　真吾は観念(かんねん)した。どうせもう逃げられないのだ。

「す」

「す？」

「『スカートをめくる力』なんだ」

「……あの、すいません、よく聞こえませんでした」

「だから……！」

　思いきり、息を吸い込む。

「す、『スカートをめくる力』なんだよ！」

　言い切った。

　言ってしまった。

　真吾は戦(せん)々(せん)恐(きよう)々(きよう)としながら穂香の反応を待った。どんな言葉も甘んじて受け入れる覚悟はできていた。ひっぱたかれても、ぶん殴(なぐ)られてもかまわないと思っていた。

　しかし、どんなに待っても、穂香から反応が返ってこない。たまらずに真吾が顔を上げると、穂香は数学のテストに詰まったときのような表情で、困惑(こんわく)していた。

「……す、住吉さん？」

「…………」

「あの……」

「…………」

　しばらく放心していた穂香だったが、やがて「スカート？」と呟(つぶや)いて息を吹き返した。

「す、スカートが、何です？」

　二度も言わせないでくれ。

　しかし、それも罰(ばつ)であると考えればたやすいことだ。真吾はもう一度、どこか開き直って告げた。

「だから、スカートをめくる力、なんだ」

「……スカートを？」

「うん」

「めくる？」

「うん」

　穂香は何かにすがるような目で真吾を見つめていたが、やがてわなわなと体を震わせて、叫(さけ)んだ。

「な、何ですか、それは!?」

　どこか慌(あわ)てた口調で、真吾に詰(つ)め寄(よ)る。

「す、スカート!?　スカートってこのスカートですよね!?　どういうことなんですか!?」

　穂香は髪を振り乱すように頭を振って「スカート」を連発し、狂ったように繰り返す。

　かと思えばいきなり、真吾につかみかかるようにして唾を飛ばした。

「何でそんな力もらっちゃったんですか!?　世界の危機に、どうやってそんな力で立ち向かうんですか!?」

「だ、だって、夢の中での出来事だったじゃないか。世界の危機とか、そんなの信じられないだろ？」

「それでどうして、『スカートをめくる力』なんかになるんですか！」

「そ、それは……、そ、そう、しかたないんだよ！　スカートめくりといえば健全(けんぜん)な青少年であれば誰でも通る道！　異なる性(せい)の秘密の領(りよう)域(いき)を垣(かい)間(ま)見(み)たいという必(ひつ)然(ぜん)的(てき)な欲求！　だけど、この年になったらそれを公然(こうぜん)と、堂々とすることができない！　ではどうするか！　想像するしかないじゃないか！　想像してはばたくしかないじゃないか！　そんな俺たちに、神様が何でも力をくれるって言ったら、そりゃもらうだろ、スカートをめくる力くらい！」

　半分以上、自分で何を言ってるのかわからなくなっていた。言われた方はもっとわからないだろう。

　穂香は右手を突き出して、まくしたてる真吾を制して口を開いた。

「ち、ちょっと待ってください。そもそも真吾くん、夢の中での出来事だって言ってましたよね？　あれが夢だって、わかってたんですよね？」

「あ、ああ」

「じゃあ、何でですか!?」

　今までで一番強い調子で言われ、真吾は目を丸くした。

「夢だから信じないんじゃなくて、夢だからこそ、世界を救う力を望むんじゃないんですか!?」

「夢、だからこそ？」

「そうですよ！　夢なんだから、どうせ現実にはありっこないことなんですから、だからこそ、現実にはありえない荒(こう)唐(とう)無(む)稽(けい)な力を授(さず)かってみるんじゃないんですか!?」

　これにはさすがに、真吾も反論した。

「それこそ待てよ！　そうは言うけどさ、俺だってもう高校生だぜ!?　テレビの中のヒーローを本気で信じてる子供じゃないんだ！　夢の中だろうが何だろうが、世界の危機とか世界を救う力とか、そんなの普通は信じないだろ！」

　真吾の反論に、穂香は「あうぅ」と唸(うな)って頭を抱えたが、ハッと何かに気付いたように目を瞬(しばたた)かせ、顔を上げた。

「だから、逃げ出したんですね」

「うっ」

　形(けい)勢(せい)逆(ぎやく)転(てん)とばかりに、いたずらっぽい目で真吾の顔を斜め下から覗(のぞ)き込(こ)んでくる。

「スカートめくり、ですかぁ」

　そう改(あらた)めて言われると、猛烈に恥ずかしい。

　穂香はそんな真吾の周りをぐるりと回りながら、にやにやする。

　もう一度正面に来たところで、こらえきれずに吹き出した。

「そうですよね、うん、そうですよ。『スカートをめくる力』なんて、口が裂けても言えませんよね。そりゃあ、逃げ出しちゃいますよ」

「ごめん」

　気まずいながらも、真吾には頷(うなず)いて謝ることしかできなかった。

　しかし穂香は首を振って、苦笑した。

「でも、仕方ないですよね、逃げ出すのも。私だって、そうしたと思います」

　いや、しないと思う。そもそも、『スカートをめくる力』をもらおうと思ったりしないはずだ。

　穂香は目を伏せ、なじるように呟いた。

「いきなり逃げ出して、びっくりしたんですから」

「…………」

「何か気を悪くするようなことを言ったんじゃないかって、昨日はろくに眠れなかったんですから」

「……ごめん」

「でも、今さらグチグチ言ってもしょうがないですからね」

　言って、穂香はくすぐったそうな顔で手を差し出した。

「どんな力でも、真吾くんが仲間であることに変わりはないです。だから、ね？」

　わけがわからず、真吾はしばし、その手をぼうっと見つめていた。だが、穂香の意(い)図(と)するところを悟り、理解すると、大きく目を見開いて、彼女の顔を眺(なが)めるのだった。

「……いいのか？」

「何がですか？」

「俺の力は、スカートをめくるだけなんだぞ？」

「はい」

「俺は昨日、怪我した住吉さんを見捨てて逃げ出したんだぜ？」

「はい」

「それなのに、どうして……」

　つっかえつっかえ、声を絞り出す。

「それでどうして、『仲間』だって言ってくれるんだ？」

　穂香は瞳を瞬かせて、真吾の手を取った。

「真吾くんはまだ、逃げ出したいですか？」

「……ううん」

「真吾くんは、私と一緒にいるのがイヤですか？」

　ぶるんぶるんと、全力で首を振る。

　穂香は微笑(ほほえ)んだ。心が軽くなるような、気持ちのいい笑顔だった。

「私は、ヒーローに憧(あこが)れてたんです。スポーツ選手でもなく、ミュージシャンでもなく、テレビの中に出てくるような、正義を貫(つらぬ)くヒーローに。女の子が憧れるようなものじゃないし、子供っぽいとも思いますけど、でも、それが自分の正直な気持ちだったんです。だから、夢の中でとはいえ、世界を救うためのメンバーに選ばれたときは嬉(うれ)しかった。ううん、メンバーに選ばれたことが嬉しかったんじゃない。世界を救うメンバーと一緒にいられることが嬉しかったんです」

　穂香は急に、真剣な、何かを探るような目で、真吾の瞳を捉(とら)えた。

「そのメンバーの一人が同い年の男の子だってわかったとき、ちょっとドキドキしたんですよ。この出会いが自分の人生にどんな影響を与えるか、すごくわくわくしました。なのに、当の真吾くんはいきなり逃げ出したりするから……」

「ごめん」

　さっきから謝ってばかりである。

「それですごい落ち込んで、でも、やっぱり仲間だから、どうしたのか聞き出したくてまた来てみたんですけど……。はい、来てよかったです。話を聞いてみれば、確かに驚いたけど、それで私たちがケンカしたりするようなことじゃないってわかりましたし。だから私は、真吾くんを嫌ったりしないし、避(さ)けたりもしません。せっかくの仲間なんですから、せっかく出会ったんですから、仲良くやっていきましょうよ」

　満面の笑顔で、真吾の手を握りしめる。

　表情が豊かで、ストレートな子だな、と真吾は思った。笑顔にも何種類ものパターンがあり、表情がある。そのいずれもが素(す)直(なお)に感情を表していて、気持ちがいい。

　昨日の仕打ちを許した上で、仲間だと言ってくれるのは嬉しかった。ありがたかった。けれど、だからこそ、握られた真吾の手のひらが感じる包帯の感触が、心苦しかった。

「でも、やっぱり、ごめん」

「もう、いいですよ」

「いや、よくない。俺はもっと謝らなきゃいけない。絶対にしちゃいけないことをしたんだから。これくらいで住吉さんに許されちゃダメだ。許されたと思っちゃダメなんだ」

　穂香は何事か考えていた様子だが、すぐに目を輝かせた。

「じゃあ、交換条件にしましょうか」

「……交換条件？」

「はい。真吾くんは一つだけ、私の言うことを聞いてください。それで今回の件はなしにします」

　その提案に、真吾はホッと息をついた。許されたと思ってはいけないと言いつつ、穂香が許すと言っている以上、謝り続けるのも逆効果だし、他にどうすればいいのかもわからなかった。だから、こうして明確に条件を持ち出してもらえると、ありがたかった。穂香のためにできることがあるのなら、喜んで従おうと思った。

「いいよ、何でも言って」

「そうですね、じゃあ……」

　くすくすと笑って、だが、突然、その表情が一変した。

「宮(みや)田(た)真吾」

　表情だけではない。真吾を呼ぶその口調も、低く激変(げきへん)していた。

「二度と彼女を傷つけるな」

　真吾はギョッとなって目を剝(む)いた。

　いきなりの命令口調に、真吾は困惑しながら咄(とつ)嗟(さ)に穂香の様子を窺(うかが)った。　

　そこにいたのは別人だった。あどけない表情はなりを潜め、大きな瞳は硬質(こうしつ)なガラスのように輝き、見るものを震え上がらせるような、何もかも見透(みす)かすような不気味さを湛(たた)えている。そんな瞳に見据(みす)えられ、真吾は思わず身震いをした。
















　真吾の不安を感じ取ったかのように、穂香は笑った。くつくつと、真吾の狼狽(ろうばい)を手のひらでもてあそぶように、唇(くちびる)の端(はし)だけで、高慢(こうまん)に笑った。

　誰だ。これはいったい、誰なんだ。

　穂香ではない。穂香はこんな人を見(み)下(くだ)したような笑みを浮かべたりはしない。こんな不安を煽(あお)るような表情はしない。これは、彼女は、穂香とは違う、まったく別の何かだ。

「だ、誰だ、おまえは」

「住吉穂香の優しさに感謝するのだな」

　穂香は、いや、穂香ではない何者かは答えず、突きつけるように宣告(せんこく)する。

「もし再び彼女を傷つけるようなことがあれば、そのときは――」

「そ、そのときは……？」

「くっくっく……。せいぜい、気をつけることだな」

　そうして、がくんと糸が切れた人形のように、穂香の顔がうつむいた。

　真吾はブルッと体を震わせながら、しばし固(かた)唾(ず)を呑んで穂香の様子を窺うことしかできなかった。

「……す、住吉さん？」

　おそるおそる、声をかけてみる。だが、何も反応がない。

「す、住吉さん？」

　もう一度。すると、穂香はまるで何事もなかったかのように顔を上げ、今まで通りの可(か)愛(わい)らしい表情で「どうしたんですか？」と首を傾(かし)げた。

　真吾は絶(ぜつ)句(く)した。あからさまなほどの変貌(へんぼう)に、次にどういった言葉をかければいいのかがわからなかった。

　そんな真吾にかまわず、穂香は笑顔で言った。

「名前で呼んでください」

「は、はい？」

「昨日、名前で呼んでくださいって言ったのに、ちっとも呼んでくれないから……。だから、強制します。私のこと、名前で呼んでください」

　それが、穂香が持ちだした交換条件だということに気づくまで、またしばらく時間がかかった。

　その程度の条件で許してもらえるのならお安いご用だが、豹(ひよう)変(へん)した穂香を問いつめることを封(ふう)じられたようでもあり、どこか釈(しやく)然(ぜん)としないものが残った。

「それじゃあ、改めまして」

　穂香はすっと手を差し出す。真吾はそっと、その手を取った。

「よろしくお願いします、真吾くん」

「よ、よろしく、住吉さ……」

「穂香」

「……よろしく、穂香さん」

「穂香」

「…………よろしく、穂香」

「はい！」

　満面の笑みを浮かべて、返事をする。

　その笑顔と、手のひらの柔(やわ)らかい感触に、真吾は照れくさくなりながらも、頰が緩(ゆる)むことはなかった。

　気になることはある。だが、この笑顔を前にしたら、それは些(さ)細(さい)なことのようにも思えるのだった。いや、下手(へた)に突っ込んで、この笑顔がまた、不気味に変貌するのが怖かっただけなのかもしれないが……。
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　まだ陽(ひ)が高いということで、二人はそのあと、他の『選ばれし者』たちを捜(さが)すことにした。穂香が感じるのはあと三人。その三人いずれもが、同じ町内、もしくはその近辺から感じられるのだという。それを聞いて、真吾は首を傾げた。

「こんな近くにみんな集まってるんだ」

「はい、ちょっと不思議ですよねぇ」

　穂香が言うには、真吾が一番近くにいたため、最初に会いに来たのだという。特に選ばれて、というわけではないが、穂香と最初に出会えたことはちょっとだけ嬉しかった。

　二人は道中、差し障りのない範囲で自分のことについて語り合った。

　二人の家は車で一五分もかからない場所にあるが、学区は別であったこと、特に共通の友人はいないらしいこと、それぞれの学校のことなど。

　二人は「白(しら)樺(かば)通(どお)り」と呼ばれる、国道と国道を繋(つな)ぐ細い小道を歩いていた。

　その名の通り、白樺の木を中心とした林の中にこの小道はある。

　車一台通るのがやっとの道だから、交通量はないに等しい。また、近くにある小学校の通学路でもあるので、朝と夕方付近は子供たちの歓声で賑(にぎ)わうのだ。

　今は下校ラッシュを過ぎた時間だから、子供たちの姿はほとんど見あたらない。それでも時折すれ違う小学生は、クラブか委員会の仕事でもしていたのだろう。すべて五、六年生と思(おぼ)しき体格の児童だった。

「いやあ、懐(なつ)かしいなぁ。俺もこの道を毎日通ったよ」

「それじゃあ、真吾くんの通ってた小学校って、この先にある学校ですか？」

「うん。県(あがた)ヶ丘(おか)第一小学校」

　白樺通りを抜け、国道沿いに五分ほど歩くと県ヶ丘第一小学校に至る。

　真吾は小学校卒業以来、すっかり疎(そ)遠(えん)になっていたこの通学路を感慨深(かんがいぶか)く楽しみながら歩いていた。隣(となり)に女の子がいるから、気分が浮ついていたということもある。

　だから、穂香が何の迷いもなく母校である第一小学校の校門前まで歩いても、そこで足を止めても、これといった違(い)和(わ)感(かん)は感じなかった。

「ここですね」

「うん、これが俺の母校」

「そして、三人目の『選ばれし者』がここにいるんですね」

「そうなんだ。……って、ええ!?」

　真吾は盛大に驚いた。不意をつかれたこともあって、すぐには立ち直れなかった。

「え、ちょ、こ、ここに？」

「はい、間違いありません。この中から仲間の波(は)動(どう)を感じます」

　しかし、と真吾は学校に目を向けた。

　あらかた児童を吐きだした後なのだろう。校内は活気とは無(む)縁(えん)の世界が広がっていた。

「この時間に学校にいるってことは、教師か？」

「たぶん。まさか小学生が『選ばれし者』に選ばれたりはしないと思いますが……」

　しない、と言い切れなかったのは、自分たち高校生が選ばれたりしているからだ。真吾も穂香も「まさか」と言いつつ、その言葉に力が入らない。

　やがて穂香はハッとなって顔を校舎の方へ向けた。

「き、来ます……！」

「く、来る!?」

　真吾もつられて目を向ける。

　すると、閑散(かんさん)とした校舎の間をすり抜けるようにして、一人の少年が姿を現した。

　体の大きさからすると高学年だろう。スポーティーなシャツにハーフパンツ姿で、やや早足気味にこちらへ向かってくる。

　真吾は無言で穂香に確認を求めた。否定してもらいたかったのだが、穂香はこくりと頷いた。その穂香も、信じられないといった様子で少年を見つめている。

　少年のほうも二人に気が付いたらしい。こんなところに高校生がいることを訝(いぶか)しむように眉(まゆ)を寄せ、しかし関わり合いにならないように、視線を外しながら脇を通り抜けようとする。

「あ、あの……」

　穂香が思い切って声をかけると、少年はビクッとなって振り向き、いつでも逃げ出せるように身構えながら、真吾たちの顔を見上げた。

「……何ですか？」

　物言いはぶっきらぼうだったが、まだ声変わり前である。ふてくされ、斜に構えたような態度とは裏腹に、やんちゃ坊主という言葉がふさわしいような面(つら)構(がま)えだった。

「えっと、ちょっとあなたに確認したいことがあるんですけど」

「……俺に？」

　さすがに驚きの表情を示す。

「はい。その、もし私の言ってる意味がさっぱりわからなかったら聞き流してくれていいですから。あの、あなたって、もしかして、『選ばれし者』じゃないですか？」

　驚(きよう)愕(がく)の表情を予想していた真吾は、少年が無反応であることに肩すかしを食らった。もしかして、この少年は違うのではないか。そう思ったとき、少年はにやりと笑って二人を見上げた。

「じゃあ、お姉さんたちも『選ばれし者』なのか？」

「そうなんです。って言うことは、やっぱりあなたも？」

「ああ、そうだ」

　やけにニヒルな口調で、肯定(こうてい)する。不敵ではあるが、似合わないことこの上ない。

「俺は八(や)坂(さか)光(みつ)夫(お)。小学校六年の一一歳だ。よろしく。えっと……」

「私は、住吉穂香。美須々(みすず)ヶ丘(おか)女子校の二年で一六歳です。それで……」

「俺がみや――」

「おまえの名前なんて聞いてない」

　真吾の言葉を遮(さえぎ)って、光夫はそっぽを向いた。

「え、な、何だよ、それ」

「男のおまえに興味はない。そう言ってるんだ」

　真吾はぽかんとして、光夫の顔を見た。

「なあ、穂香姉ちゃん」

　光夫は真吾を完全に無視して穂香に声をかける。

「よく俺が『選ばれし者』だってわかったな」

「光夫くん、でしたっけ？　ダメですよ、初対面でそういう態度をとっちゃ。ちゃんと真吾くんとも自己紹介して、仲良くしてください」

「……男に興味はない」

　真吾と穂香は目を丸くして驚いた。

「でも、光夫くんの仲間なんですよ？」

「仲間だからって、馴(な)れ合(あ)う必要はないだろ？」

　頑(かたく)なな物言いに、穂香は真吾に肩をすくめてみせた。

「いや、俺も男より女の子の方が興味あるけどさ、いきなりそういう態度はないんじゃないか？」

「そうですよ。それに私たちは仲間なんですから。心の通い合ってないヒーローほど弱く脆(もろ)いものはない。そうですよね？」

　光夫はしばらく葛藤(かつとう)していたようだが、やがて真吾に渋々(しぶしぶ)とだが顔を向けた。

「名前は？」

「宮田真吾、県ヶ丘高校二年の一六歳」

「宮田真吾、か……。よろしくな、真吾」

「ちょっと待った！　何でいきなり呼び捨てなんだよ！」

「おまえなんか呼び捨てで充分だ」

　何とも小憎たらしい口調である。

「ところで、最初に訊(き)いておきたいんだけど」

「何ですか？」

　光夫は素早く真吾と穂香を見回して、言った。

「穂香姉ちゃんと真吾って、付きあってるの？」

「へぐっ」

　穂香は変なしゃっくりをし、真吾は慌てふためいた。

「い、いや、俺たちはそんな、付きあってるとかじゃないぞ！」

「じゃあ、真吾は穂香姉ちゃんのことが好きなのか？」

「まだ出会ったばかりで、そういうことはわからない！」

「ふうん、だったら、穂香姉ちゃんは？」

「はひっ？」

「穂香姉ちゃんは、こいつのことが好き？」

「わ、私は……」

「うん」

「わ、私は、その……、も、もうっ。年上をからかわないでください！　私たちは世界を救うために協力する仲間！　それでいいじゃないですか！」

「……ま、そういうことにしておくよ」

　意味ありげに笑って、光夫は手を差し出した。

「よろしく、穂香姉ちゃん」

「あ、は、はい、よろしくお願いします」

　握手すると、今度は明後日(あさって)の方を向いたまま、真吾にも手を差し出す。

「しかたないからよろしくしてやるよ」

「な、生(なま)意(い)気(き)だな……」

　しゃくにさわるので、手を思いきり握りしめてやる。すると、光夫も反撃に出て、二人はしばし、手を握りあったまま壮絶(そうぜつ)なデッドヒートを繰り広げることになった。

「何やってるんですか」という穂香の一言で、決着がつかないまま二人は手を離した。
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　三人になった『選ばれし者』は、続けてもう一人の仲間に会いに行くことになった。

　穂香が感じる仲間の波動は、ここからさほど遠くない場所から感じられたため、早速出向いてみることにしたのだ。

　そうして仲間がいるらしい家の前へとたどり着いたのだが、そこは、光夫の通う小学校からさらに先に行った、住宅街のど真ん中にある一軒家だった。

　世(せ)間(けん)の風(ふう)潮(ちよう)から取り残されたように二世帯住宅が多い地域ではあるが、この家はそれよりも一回りは大きい、立派な門(もん)構(がま)えの家だった。

「……ひょっとして、お金持ちの人なんでしょうか？」

　穂香が正直な感想を漏(も)らすと、光夫がさらに正直なことを口にする。

「そりゃいい。何をするにも先立つものは金だからな。本当に金持ちなら、大いに活用させてもらおうぜ」

「……お願いだから、もう少し小学生らしいことをしゃべってくれ」

　真吾の訴(うつた)えを無視して、光夫はさっさとインターホンを鳴らした。

　しばらくして、様子を窺うようにゆっくりと、玄関(げんかん)のドアが開けられた。

　姿を現したのは、メガネをかけた二〇歳くらいの男だった。

　スウェットのズボンに、襟(えり)も袖(そで)も裾(すそ)もくたびれたＴシャツ。髪はぼさぼさでまるで手入れをした形跡(けいせき)がなく、顔の表情もどんより曇っていて陰(いん)気(き)な雰囲気を醸(かも)し出(だ)している。野暮(やぼ)ったい、という言葉を体現したような風体(ふうてい)だ。

　男は何かを隠すように左手を背中にしたまま、おどおどとした様子で真吾たちの顔を見回した。

「ど、ど、ど、ど、どちらさまで……？」

　確かに異様な組み合わせの訪問者ではあるが、そこまで取り乱すことはないだろうに。

　そう思いながら、真吾は穂香に目(め)配(くば)せした。それを受け、穂香は頷く。どうやら彼が、四人目のお仲間らしい。

　穂香は一人前に進み出て、ぴょこんと頭を下げた。

「あの、突然おじゃましてすいません。ちょっと確認したいことがあるんですけど」

「な、な、な、な、何かな？」

「えっと、間違ってたらごめんなさい。あなたはもしかして、『選ばれし者』じゃないですか？」

　表情の変化は劇的だった。雲で隠れていたような感情が、風で吹き飛ばされたように、驚きとなって表面に現れた。

「き、き、き、きみたちは……」

「やっぱりそうなんですね。はい、私たちも、『選ばれし者』なんです」

　男は口を金魚のようにぱくぱくさせながら、真吾たちの顔を見回す。

「じゃ、じゃ、じゃあ、な、仲間……？」

「はい」

　穂香が快活(かいかつ)に答えると、男は一層落ち着かなそうに身じろぎし、視線を泳がせ、やがて背中に隠していた左手を顔の前に持ってきた。その手には、人形が握られていた。真吾たちはギョッとなる。

　何かのアニメのキャラクターだろうか。幼い顔立ちの少女が片足を後ろに跳(は)ね上(あ)げ、両手を顔の横に上げながら袖を握っている。可愛らしいことは可愛らしいが、それをいい年だろう男が手に持っているのは恐ろしく異様だった。

　持っているだけでも異様なのに、さらにこの男、人形に向かって話し出したのだ。

「か、薫(かおる)……。来たよ。ほ、本当に、来た……！」

『だから言ったでしょ。ほら、ちゃんと挨拶(あいさつ)しないと失礼だよ』

「う、うん、そうだね」

　しかも、人形に会話までさせている。なにやらやばい人であることが濃厚(のうこう)だ。

「あ、あ、あ、あの、僕は松(まつ)川(かわ)淳(じゆん)っていうんだな。そ、その、よ、よろしくなんだな」

「は、はあ……」

　どう返せばいいのか、まったくわからない。

　こういうとき、物(もの)怖(お)じしない子供の存在はありがたかった。

「なあ、兄ちゃん。その人形は何なんだ？」

　光夫の疑問に、淳はニタリと不気味に笑って答えた。

「こ、この子は、か、薫は、僕の、い、一番、大切な人なんだな」

　絶(ぜつ)句(く)する。

　そんな真吾たちを尻(しり)目(め)に、淳は『やだお兄ちゃん。そんなこと言われると照れちゃう』「ほ、本当のことなんだな」『そう？　だったら……、ありがと』などと、人形との会話を楽しんでいる。

　光夫は頭を抱えた。

「そ、それ、何かのアニメのキャラクターか？」

「と、とんでもないんだな！　こ、これは僕が自分で産んだ、この世にたった一人の妹なんだな！」

「妹かよ！　つーか、産んだって何だ、産んだって！」

　たまらずに突っ込む。

「……な、なあ、兄ちゃん。あんた、歳(とし)はいくつだ？」

「こ、今年で成人なんだな」

「二十歳(はたち)!?」

　全員で叫ぶ。

　二十歳の男が人形遊び……。いや、ここまで来ると遊びという表現は適切でないかもしれないが……。

「じ、じゃあ、大学生かなんかなのか？」

　淳は少しとまどってから答えた。

「ろ、浪(ろう)人(にん)生(せい)、なんだな」

「……予備校通い、とかか？」

「そ、そんなところに通うお金なんかないんだな。ぜ、全部、大学の入学金と授業料に持って行かれるんだな」

　それは本(ほん)末(まつ)転(てん)倒(とう)というヤツではないだろうか。まずはその大学に入らないとお金の心配もいらないだろうに。

「こんな大きな家に住んでるのにか？」

「い、家は大きくても、た、蓄(たくわ)えは少ないんだな」

　なんだかちょっとばかり悲しい現実を垣間見てしまったような気がする。

「じゃあ、どうやって勉強してるんだ？」

「じ、自宅学習に、き、決まってるんだな」

　つまり、二十歳の浪人生で引きこもりで人形を妹と呼んで溺愛(できあい)するオタクなのか。

「……こ、こいつが、仲間かよ……。マジか……？」

　光夫が嘆(なげ)く。真吾も穂香も、まったく同じ気持ちだった。

　そんな心境を知ってか知らずか、淳は三人の顔を見渡して、訊いてくるのだった。

「な、仲間は、こ、これで全員、なのかな」

　これに答えられるのは穂香だけである。視線が集中する中、穂香は言った。

「私が感じられるのは、あと一人だけです」

「一人か……。その人の居場所はここから近い？」

「はい、そんなに離れてないと思いますけど」

「じゃあ、ここまで来たんだ。全員集合といこうぜ」

　光夫の提案に、淳が大げさに頷く。

「い、行くんだな。ひ、ヒーローはやっぱり、ごご、五人一組が基本なんだな！」

「って、ちょっと待て！　おまえ、その格好で行くのか!?」

　淳の格好はどう見ても部屋着である。だが、淳は平然(へいぜん)としていた。

「ぼ、僕はいつも、こ、この格好で、出歩いているんだな」

「おまえは良くても、俺たちが恥ずかしいんだよ！　それに、まさかとは思うが、その人形を連れて行ったりはしないだろうな！」

「つ、連れて行くに決まってるんだな！　ぼ、僕と薫は一心同体なんだな！　そ、それに薫は人形じゃなくてフィギュアなんだな！」

　光夫は涙目になりながら訴えた。

「だあぁぁぁぁ！　もう！　フィギュアだろうが人形だろうが関係ねぇ！　連れて行くなら勝手にしろ！　ただし！　せめてバッグか何かに入れて人目に触れないようにしてくれ！　道行く人に俺たちまで奇(き)人(じん)変(へん)人(じん)扱いされたくない！」

　光夫の懇願(こんがん)が通じたのか、淳は渋々ながら薫をバッグに入れて連れて行くことを承知してくれた。

「ご、ごめんなんだな、薫。少し窮(きゆう)屈(くつ)だけど、が、我(が)慢(まん)して欲しいんだな」

『お兄ちゃんと一緒にお外へ行けるんだもん。これくらい大丈夫っ』

「か、薫はなんていい子なんだなぁ～」

　真吾たちはうんざりした表情で、そのやりとりを見守るのだった。










　最後の一人は淳の家から一〇分ほど歩いたところにあった。ここまで来ると町の外れである。外れではあるが、選ばれし者は全員、同じ町内に住んでいることになるようだ。

　その家は、淳の家とは対照的に、こぢんまりとした平(ひら)屋(や)だった。かなり古い代物(しろもの)らしく、インターホンすらなかった。

「すいませーん、ごめんくださーい」

　ここでも、メンバーを代表して穂香が声をかける。だが、しばらく待っても誰かが出てくる気(け)配(はい)はなかった。

「留守(るす)なんでしょうか？」

「聞こえてないだけかも」

　今度はメンバー全員で呼びかけてみる。それでも、反応はまったくなかった。

「……おかしいなぁ」

「ホントに、ここなの？」

「はい。この家にいるのは間違いないんでしょうけど……」

　そのとき、建物の角から、ひょっこりと犬が姿を現した。

　ピン、と立った耳、クルンと巻いた太いしっぽ、そしてひきしまった体が印象的な日本犬である。

「……この家の飼い犬かな」

「そうじゃないですか？　首輪もしてますし」

　だが、鎖(くさり)などで繋がれている様子はない。飼い犬だとすれば、それだけ飼い主に、そしてこの家に馴染(なじ)んでいるということである。

　犬は真吾たちの目の前までやってくると、なにやら様子を窺うように、ぐるぐると穂香の周囲を回り始めた。

「私たちが悪者かどうか調べてるんでしょうか？」

「まさか」

　と、いきなり犬は姿勢を低くして、穂香のスカートの中に頭を突っ込んだ。

「き、きゃあ！」

「うわ、な、何してんだこの犬！」

　穂香は反射的に膝をつき、スカートを押さえ込んで防(ぼう)御(ぎよ)する。当然、犬の頭も押(お)し潰(つぶ)される格好になるのだが、犬は体を捻(ひね)って転がるようにして難(なん)（？）を逃れるのだった。

「こ、こいつ！　穂香姉ちゃんに何てことしやがる！」

「ま、待ってください！」

　拳を振り上げる光夫を、穂香が止める。

「匂(にお)いをかぐのはワンちゃんの習性です！　しかたがないんです！　なのにぶったりしたら可(か)哀(わい)相(そう)ですよ！」

「に、匂い……？」

　ごくりと唾を呑みこんで、光夫は顔を赤くしながら穂香のスカートに目を向けた。

「って、な、何でそこで顔を赤くして私を見るんですか！」

「あ、ご、ごめん！」

　真吾はにやりと笑った。

「ははーん、さては光夫くん、むっつりスケベだな？」

「だ、誰がむっつりスケベだ！　その称号は淳にでもくれてやれ！」

「ぼ、僕はむっつりじゃなくて、しし、真性のエロなんだな」

　そんなことを堂々と言うな。

　しばらく四人はぎゃあぎゃあと騒いでいたが、ぽかんとした表情で犬が見つめているのに気がついた。

「あ、ご、ごめんなさいねワンちゃん、放っておいて。あの……、おうちの人、どこかへ行ってるんでしょうか？」

　穂香は膝をついたまま、犬と視線を合わせながら問いかける。もちろん、返事はない。

「留守、なのか？」

　光夫は家の様子を窺う。窓は開いていないし、自転車や車も見あたらない。

「どうする、穂香？」

　真吾は穂香に判断を仰(あお)いだが、その穂香は呆然(ぼうぜん)としたように、犬と見つめ合ったまま、動かない。

「ほ、穂香？」

　声をかけると、穂香はおそるおそる、真吾たちに顔を向けてきた。

「し、真吾くん……」

「ど、どうした？」

「さ、最後の一人、見つけました……」

「え!?」

　男三人は驚いて辺りを見回す。だが、どこにも人の姿は見あたらない。

「ど、どこだっ？　どこにいる？」

「……最初から、この家の敷地内にはいたんです。だけど、私たちが気づかなかっただけで……」

「だから、それは誰で、どこにいるんだよ！」

　ぎこちない動作で、穂香は犬を見た。犬はしっかりとその視線を受け止めて、言った。

「そうか……」

「へ？」

「お主(ぬし)たちが、拙(せつ)者(しや)の仲間か」

　真吾たちは愕然(がくぜん)とした。

　しゃべった。いま、確かにしゃべったぞ、この犬は！

　犬はそんな真吾たちを尻目に、穂香の膝の上に前足をのせて、口を開いた。

「拙者の名はタロウ。以後、よろしく頼む」

　真吾たちは唖(あ)然(ぜん)として、このしれっと人(じん)語(ご)を解(かい)す犬から目が離せなかった。

「し、しゃべってるぞ」

「せ、拙者って言ったんだな」

「こ、こいつが仲間かよ」

　突っ込みどころが多すぎる。

「しかし、何で、犬が……」

「神に選ばれたからに決まっておろう」

　低く渋い声で、諭(さと)される。

「それはそうと、そなた」

「は、はいっ？」

　いきなり言葉を向けられ、穂香の声は裏返った。

「そなたの名は、何という」

「あ、えっと、住吉、穂香です」

「穂香殿か。うむ、穂香殿、そなたはたいへん良い匂いをしておるな」

「あうぇ!?」

　ぼっと穂香の顔が真っ赤になる。すかさず、光夫がくってかかった。

「な、なな、何てステキないや違う！　何てことを言うんだこのバカ犬は！」

「本当のことを言ったまでだ。それで非難されるいわれはない」

「お、おまえ、それでスカートの中に頭を突っ込んだのか!?」

「犬の悲しい習性だ」

「習性か!?　本当に習性だったのか!?　ただのスケベ心じゃないのか!?」

「犬が人間に発情するはずないだろう」

　そう言われて、反論に窮(きゆう)する。光夫は悔(くや)しそうに唇を引き結んでいたが、やがて諦(あきら)めたようにため息をつき、全員の顔を見回した。

「よりによって人間ですらなく、人間の言葉をしゃべるエロドッグかよ……」

「……エロドッグ……」

　なんとも斬新(ざんしん)な響きである。

「しかも、穂香姉ちゃんはともかく、残りが冴(さ)えない高校生に、浪人引きこもりオタク……。これで世界が救えるのか？」

「誰が冴えないんだよ！」

　しかし、光夫の言うことはもっともである。

　このメンバーで、いったいどうやって世界を救えというのか。

　それは誰もが感じていることらしい。全員が全員の顔を見回して、光夫同様、重いため息を吐(つ)くのだった。




５




　五人となった『選ばれし者』たちは、人(ひと)気(け)のない、近くにある忘れ去られたような児童公園にやってきた。

　とにかく、ひとまず、じっくり腰を据えて話し合う必要があったのだ。

　まず真吾は、タロウに顔を向けた。

「出てきちゃっていいのか？」

「何のために鎖に繋がれていないと思っている。拙者は行動の自由が許されている。それは必ずご主人のもとへ戻るという信頼感と、また世のため人のために役立っているからこそだ」

「世のため人のため？」

　タロウは自(じ)慢(まん)げに笑った。笑ったように見えた。

「この辺で拙者は有名犬だ。散歩ついでに夜道の警(けい)邏(ら)なんかもしている。何度かご婦人やいたいけな子供の危機を救ったことがあってな。警察にも表彰されたパトロール犬として、拙者の名は知られているのだ」

「何ぃ!?」

　それが本当であれば、このメンバーの中で一番、世界を救うヒーローにふさわしいかもしれない。犬なのに。

「で、その有名なパトロール犬はどんな能力をもらったんだ？」

　光夫は穂香の前でタロウを警戒するように仁(に)王(おう)立(だ)ちになっている。タロウのことを、エロい方面でのみ信用していないらしい。

　タロウはそんは光夫の態度もどこ吹く風で、自慢げに言った。

「分身だ」

「分身？」

「この身をいくつにも分ける力だが……、実際にやってみせた方が早いだろう」

　話し合いの最大の目的は、全員の能力の把(は)握(あく)にあった。だから、望むところだとばかりに真吾たちは能力の発現(はつげん)を促(うなが)した。

「では、行くぞ」

　言うが早いか、タロウが二匹になる。

「なっ!?」

「まだまだ！」

　さらに、三匹、四匹と増えていく。増えていくたびに、真吾たちはタロウの集団によって包囲されていった。

「す、すごい……」

「もちろん、一体一体は実体を持っている。攻撃は可能だが、逆に攻撃を受けても、本体にダメージを受けない限り、拙者が傷を負うことはない」

　それぞれが伏せたり、寝転がったり、お座りしたりと別々の行動をとっているにもかかわらず、すべての分身が同時に口を開き、同時にしゃべりだす。

「ど、どれが本体なんだ？」

「お主らにわかるか？　うまく当ててみせるがいい」

　その挑戦を、真吾たちは受けた。

　光夫などはまさにそのシッポをつかむつもりで躍(やつ)起(き)になっている。

「けど、便利だよなぁ。攻撃はできるのに、相手からの攻撃は効(き)かないなんて」

「拙者は所(しよ)詮(せん)、犬の身だからな。人間と違っていろいろと制約が大きい。だから神様も少しばかり注文を多く聞いてくれたのだろう」

「人間の言葉をしゃべれるようになったのも、タロウの注文なんだ」

「いや、あまりに突然のことでそこまで頭が回らなかった。そこに気を回してくれたのは神様の方でな。いわゆる『サービス』、らしい」

　自分たちの力は、神から授かったありがたい超能力である。それをサービスなどと表現されれば、とたんにありがたみが減ってしまうではないか。それを神自(みずか)ら「サービス」と言ってしまうあたり、どうもあの神様は適当すぎる。

　そんな感想を抱いていると、光夫が「わかったぁ！」と得意げな声で叫んだ。

「ぬ、よくわかったな」

「わかるわ！　てめえ、さっきからずっと、伏せたふりして穂香姉ちゃんのスカートの中を覗いてただろ！」

「ええ!?」

　指摘され、穂香は慌ててスカートを押さえる。

　タロウは余裕しゃくしゃくの態度で起きあがった。

「誤解を招くようなことを言うな。拙者はただ伏せていただけだ。スカートの中を覗いていた証拠でもあるのか？」

「必要以上に穂香姉ちゃんの側(そば)にいた。それにてめえが本体だっていうのが、何よりの証拠じゃないのかよ！」

　まるで証拠になっていないが、妙に説得力はあった。

　タロウが分身を解くと、分身たちはかき消えるようにしていなくなった。

「と、このように、拙者は分身できるのだ」

「さらっと流すな！」

「何か質問は？」

「無視かよ！」

　二人のやりとりに、穂香はくすりと笑って真吾に耳打ちした。

「光夫くんが率先(そつせん)して突っ込んでくれるから、私たちは楽ですね」

「そうだなぁ。いちいち突っ込んでたら血圧上がって体に悪そうだもんなぁ」

　光夫はまだまだ若いから、多少無理をしても大丈夫だろうと勝手に判断する。

「じゃ、じゃあ、質問」

　おずおずと、淳が手を上げた。

「た、タロウは、さ、最大でどれくらいの数まで分身できるんだな？」

「昨日試(ため)してみたところ、一〇〇まではいったな」

「一〇〇!?」

「増やすだけならもう少しできるだろう。だが、数が増えるとそれだけ体力を消(しよう)耗(もう)する。実際に動かすとなると、二、三〇体が限界だろうな」

　それでも、人数が少ない自分たちにしてみれば、大きな戦力増である。ますます、メンバーの中で一番ヒーローにふさわしくなっていく。

「す、すごいんだな……」

「そう言うお主も力を授かっているのだろう？　どのような力か見せてみるがいい」

「ん……、ぼ、僕の力は、た、タロウほど派手じゃないんだな。た、ただ、瞬間移動するだけなんだな」

「瞬間移動!?」

「そ、そうなんだな」

　その言葉が終わるか終わらないかのうちに、淳の姿が消えた。慌てて周囲を見回すと、いつの間にか淳はジャングルジムの上に立っていた。

「うおっ！」

「そ、それが瞬間移動ですか？」

「う、うん」

　また姿が消えたかと思うと、一瞬にして真吾たちの目の前に現れた。

「い、いや、充分凄いですよ」

「う、うむ」

「で、でも、い、いろいろと制限があるんだな」

　淳が言うには、移動距離は無限だが、自分が思い描ける場所にしか行けないらしい。

　例えば、ニューヨークまで瞬間移動したいとする。そのとき、ニューヨークの特定の場所を思い浮かべることができれば、そこまで移動することもできる。淳は特定の場所として自由の女神を思い浮かべ、見事にニューヨークまで行って帰ってきたというのだ。

　逆に、地名がわかっていても、特定の場所が何も思い浮かばない場所へは行くことができない。アフリカに「ガボン」という国があるが、その名前は知っていても、どういうところかまったくわからないから、移動はできないのだ。もしガボンという国に関する写真の一枚でもあれば、それを手がかりに移動することはできるらしいが。

「でも、確かに移動力は重要ですよね」

　世界の危機がどこで、どのように起こるのかわからない現状では、瞬時に対応できるという意味で、淳の能力はありがたかった。

「あ、あと、み、みんなに、こ、これを渡すんだな」

　淳がバッグから取り出したのは、手のひらに収まるような丸い石だった。それが四つ。一人一つずつ手渡される。

「こ、これは『瞬間移動石(せき)』なんだな。こ、これがあれば、だ、誰でも気軽に瞬間移動できるんだな。で、でも、移動できるのは僕がいる場所だけなんだな。は、はぐれたり、べ、別行動をしたときに、す、すぐに集まれるように、か、神様からもらったんだな」

「へ、変態のくせに、なんていい気(き)配(くば)りなんだ……」

　光夫が感心するように、この『瞬間移動石』もありがたかった。

　真吾たちにはそれぞれに、それぞれの生活がある。特に真吾、穂香、光夫は学校があるため、行動に大きな制限が加えられている。急場に瞬時に集まれる方法があるのは、この上なく頼もしかった。

「しかし、どいつもこいつも地味(じみ)な力だなぁ」

　頭の後ろで手を組んで呆れる光夫に、穂香は首をかしげた。

「そうですか？　タロウも松川さんも、凄い能力だと思いますけど」

「でも、相手は世界の危機なんだぜ？　どうせなら『すべてを貫くビーム』とか、『すべてを切り裂く剣(けん)』とか、そういうのをもらえばよかったんじゃないか？」

　この物言いに、タロウは眉根を寄せた。

「では、そう言うお主の力は何なのだ？」

「『何でも防ぐバリア』だ」

「バリア？」

「ああ。そうだな、おい淳、ちょっとそこら辺にある石を俺に向かって投げてみてくれないか？」

「え、で、で、で、でも……」

　光夫は不敵に笑った。

「大丈夫だって。言っただろ？　『何でも防ぐバリア』だって」

　それでも躊(ちゆう)躇(ちよ)する淳に代わり、真吾がその役目を引き受けた。

「んじゃ、行くぞ」

　まずは軽く、投げつける。石は狙(ねら)い違(たが)わず、光夫の顔面に向かう。

　だが、その石は光夫の一メートルほど手前でパシン、という音と共に消え去った。

「え、え？」

　目を剝(む)く淳とタロウにかまわず、真吾は今度は思いきり石を投げつけた。だが、今度もパシン、という乾いた音と同時に、石は跡形もなく消えていた。

「お、おおーっ」

　感嘆(かんたん)の声が上がる。

「目に見えないバリアか」

「いや、見えないこともない」

　言われてよく目をこらしてみると、確かに、透明(とうめい)な半球形のレンズのようなものが、光夫の体を覆(おお)うように展開されている。

「す、凄いんだな……。こ、これ、わ、割れたりしないんだか？」

「さあな。おっと、うかつに近寄らない方がいいぜ」

　思わず近寄ろうとしていた淳とタロウを制する。

「このバリアは文字通り何でも防ぐが、ただ防ぐだけじゃない。バリアに触れた対象物を、破壊することができるんだ」

「は、破壊？」

「石がバリアに触れたとたん粉々に砕(くだ)けたのは見えただろ？　他にも、まあ試したわけじゃないけど、理屈の上ではミサイルでもレーザーでも、このバリアに触れた瞬間に破壊、いや、消滅させる事ができる」

「光夫殿、そのバリアに生物が触れたら……？」

「さすがに生き物が触れても消滅したりはしない。けど、とてつもない衝(しよう)撃(げき)に襲(おそ)われるらしくてな。人間ならちょっと触れただけで気(き)絶(ぜつ)させられるぜ？」

「やけに断定するな。……試したのか？」

「昨日、たちの悪そうな連中に絡まれてみたんだ。それでバリアを張って応戦(おうせん)したら、あっという間に決着がついたよ」

「なるほどな」

　タロウはしきりに感心していた。

　防御と同時に攻撃も可能なバリアは、おそらく唯(ゆい)一(いつ)の決め手となる武器となるだろう。最も攻撃力のある力を持っているのが小学生の光夫というところに問題を感じなくはないが、少ない人数ではそれもしかたないだろう。

「ああ、そうだ」

　思い出したように、光夫は真吾に目を向けた。

「ちなみにこのバリア、男は守らないから」

「はあっ!?」

　声が裏返る。

「ど、どういうことだよ」

「そのまんまの意味さ。このバリアは男を守らない。どうしても守って欲しかったら、俺の背中に逃げ込むことだな」

「な、何でそんな制約をつけるんだよ！」

「男が嫌いだから」

「お、おいおい……」

　困惑する真吾を尻目に、光夫は穂香に目を向ける。

「それで、穂香姉ちゃんの力は？」

「私は、選ばれし者たちを感知する能力です。これはみんな集まったからもう必要ないですけどね。後は、世界の危機を感知する能力ですね」

　それを聞いて、真吾以外の全員がギョッとなる。穂香がやんわりと「今はまだ何も感じませんけどね」と言うと、みんなホッとしたように息をついた。

「それでですね、実は私、それだけじゃないんです」

　え？　と、今度は全員の目が丸くなる。

　神様から授かった力は一人に一つずつである。穂香だけ例外なのはどういうことか。疑問に思う真吾たちだったが、穂香自身も、何やら曖昧(あいまい)な口調で「えっと……」と切り出すのだった。

「私も突然のことでよくわかってないんですけど、何て言うんですか？　その、お目(め)付(つけ)役(やく)、みたいなのがいるんです」

「いる？」

　よくわからない言い方だ。すると、穂香は自分の胸を指さすのだった。

「ここに、その……、私じゃないもう一人がいるんです」

　まったくもってわからない言葉だ。それは穂香も同じらしく、適切な言葉が見つからずに四(し)苦(く)八(はつ)苦(く)している。やがて、説明を諦めたのか、穂香は大きく息をついた。

「すいません、私の口からはうまく言えません。あとはお願いします、グラン」

　誰に向かっての言葉なのだろうと疑問に思う間もなく、穂香の顔つきが変わった。

　いや、変わった、などという生やさしいものではない。それはまったくの別人となっていた。

　あどけない表情はなりを潜(ひそ)め、大きな瞳は硬質なガラスのように輝き、おっとりとした雰囲気は不気味な威(い)圧(あつ)感(かん)を放って、真吾たちを圧倒した。

　その姿を見下すように、穂香は笑った。くつくつと、真吾たちの狼狽を愉(ゆ)悦(えつ)に感じるように、唇の端だけで高慢(こうまん)に笑った。

「ほ、穂香姉ちゃん……？」

「違うな」

　たまらずに光夫が声をかけると、穂香は一言、答えた。まるで男のような、抑(よく)揚(よう)のない低い声に、光夫は絶句した。

「我(われ)は住吉穂香ではない」

「何だと？」

　野性のカンが働いたのだろうか。タロウは警戒心をあらわにして唸った。だが、穂香は、いや、穂香ではない何者かは、タロウの威(い)嚇(かく)など歯牙(しが)にもかけない様子で悠然(ゆうぜん)と名乗りを上げた。

「我はグランディオーソ」

「ぐ、グラ……？」

「住吉穂香は長いから『グラン』と呼んでいる。そなたらも好きなように呼ぶがよい」

「は、はあ……」

　何が起こっているのかさっぱりわからない真吾に替わって、光夫が前に出る。

「おい、てめえは何者だ？」

「神の一部から生み出された独(どく)立(りつ)思(し)念(ねん)体(たい)だ」

「全然わかんねえよ！」

「そうつっかかるな。そなたらが我を完全に理解する必要はない。そなたらが理解すべきは、我の存在理由だけだ」

「存在理由？」

「住吉穂香が言っていたであろう。我はそなたらのお目付役なのだ。そのために、我は住吉穂香と同化した」

「同化だって？」

「彼女の体の中に、住吉穂香と我という魂(たましい)が二つ入っている、と思えばいい。我は神の一部より生み出されたものであるがゆえに、そなたら人間のような矮(わい)小(しよう)な存在と同じ視点に立つことができない。だから人間である住吉穂香と同化し、人間としての価値観を学び、またコミュニケーションを成立させているのだ」

　男三人と一匹は、「わかったか？」「わかったようなわからないような……」という会話を目で交わす。

「なあ、穂香姉ちゃん、こいつは何なんだ？」

「呼びかけても無駄(むだ)だ。住吉穂香の意識は我により封じ込められている。我は自由に意識を浮上させることはできるが、住吉穂香が我に取って代わるということはできない」

「そりゃ同化じゃなくて乗っ取りじゃねぇか！」

「案ずるな。基本的には住吉穂香に意識を渡す。そなたらの間によほどの問題がない限り、我もむやみに出てくることはせぬ」

　ホントかよ、と、光夫は訝しんだが、口では別のことを切り出した。

「穂香姉ちゃんは、今はどうしてるんだ？」

「眠っている、と言えばわかりやすいだろう。今は我が表面に出てきているがゆえ、この体の主導権は我が握っている。だが、体は住吉穂香のものだからな。我がこの体で見たもの、聞いたもの、感じたものはすべて情報として彼女にも伝わっている」

「穂香姉ちゃんに代われるか？」

「代われるとも」

　言うが早いか、穂香の瞳が精(せい)気(き)を取り戻した。

「……穂香姉ちゃん？」

「はい、住吉穂香です」

　にっこり笑って返事をする。いつもの穂香で、真吾たちは安(あん)堵(ど)した。

「穂香姉ちゃん、こいつ、大丈夫なのか？」

「うーん、私もちょっと不安なんですよね。でも、夢の中で、神様から『たぶん役に立つから』って授かったから、酷(ひど)いことをする人じゃないとは思うんですが……」

『たぶん』って何だ、『たぶん』って。

「まあ、あの神様のことだから、そんなにたいした意味はないんじゃないか？」

「たいした意味もないものを、私の中に入れて欲しくなかったです……」

　それはそうだろう。口調や態度から察するに、グランは男のようだ。人間ではないとはいえ、わけのわからない生命体（男）と寝(しん)食(しよく)を共にしなければならないのだから、穂香にはご愁(しゆう)傷(しよう)様(さま)としか言いようがない。

「ま、考えても始まらないことはひとまず置いとこうぜ」

「ん、そうですね」

「で、真吾、おまえはどうなんだ？」

「え？」

　急に話を振られ、真吾はとまどった。

「後はおまえだけだろ？　いったいどんな力をもらったんだ？」

「あう、そ、それは……」

　すっかり忘れていた。

　真吾は助けを求めるように穂香に目を向けたが、穂香は笑いをこらえているような、それでいて気の毒そうな表情で、ついっ、と視線を逸(そ)らした。

「はうっ……」

　孤(こ)立(りつ)無(む)援(えん)となった真吾は、集(しゆう)中(ちゆう)砲(ほう)火(か)を浴びる。

「なあ、どんな力なんだ？　もったいぶるってことは、凄い力なんじゃないか？」

「これで真吾も攻撃系ならば、意外にバランスのいい戦力になるかもしれんな」

「た、た、た、楽しみなんだな」

　すいませんみなさん、期待を激しく裏切ってます。

　それでも、その力の名を伝えたとき、穂香に伝えたときよりは、幾分かは気が楽だったかもしれない。けれど、全員が呆気にとられた顔で凍(こお)りつくに至って、やっぱりいたたまれない気分になるのだった。

「……念のために訊くぞ。……何て言った？」

「だから……」

　半(なか)ば、自(じ)暴(ぼう)自(じ)棄(き)になる。

「『スカートをめくる力』、だよ！」

「……………………」

「……………………」

「……………………」

　沈黙(ちんもく)。

「……おい、真吾」

　光夫が懐(かい)疑(ぎ)的(てき)な目で訴える。

「それ、何の冗(じよう)談(だん)だ？」

「お、俺が知りたいっ」

「ふざけんなぁ！」

　唾を飛ばして、詰め寄ってくる。

「お、おまえ、バカか!?　世界の危機に立ち向かうのに、どうして『スカートをめくる力』なんて貰(もら)うんだよ！」

「だ、だって、本当に世界の危機が来るとは思わないし、そもそも全部夢だと思ったんだよ！　しかたないだろ！」

「だからってどうしてそれで『スカートをめくる力』なんだよ！」

　そこを突っ込まれると痛い。

　返答に窮した真吾だったが、助け船は意外な方向からやってきた。

「ま、まあまあ、お、落ち着くんだな」

　淳が二人の間に割って入る。それだけではない。タロウも二人の仲(ちゆう)裁(さい)に入ってきた。

「貰ってしまったものはしかたないだろう。それを今さらとやかく言っても始まらない」

「け、けどよ……！」

「ぼ、僕たちは、真吾くんを責めるんじゃなくて、そ、その『スカートをめくる力』をどう活用するかを考えるべきじゃ、な、ないのかな？」

「その通りだ。諍(いさか)いをしている場合ではない。ここは仲間として、『スカートをめくる力』を最大限生かす方法を模(も)索(さく)すべきだ」

　肩を持つ、というわけではないが、やけに真吾をかばう一人と一匹に、光夫はおろか、真吾も怪(け)訝(げん)な表情になる。

「そこで、だ！」

　議論は終了！　とでも言うように、タロウは話題を変える。

「真吾の力を活用する方法を考えねばならんのだが、実際、真吾の力がどのようなものか、我々にはよくわからない」

　わからないも何も、そのまんまであるが。

「そ、そうなんだな！　ぼ、僕たちはお互いの力を、よ、よく知っておかなくちゃいけないんだな！」

　どうしてそんなに力むのか。

　真吾には謎(なぞ)だったが、光夫は何か察したらしい。急に、態度を翻(ひるがえ)した。

「ま、まあ、タロウと淳の言う通りかもな。ここで真吾を責めても、しかたないし」

「……ん、あ、え、あ、ありがと、か？」

「礼には及ばん。さあ、真吾、お主の力を使ってみるがいい」

「へっ？」

「ぼ、僕たちに、真吾くんの力がどういうものか、し、しっかり見せて欲しいんだな！」

　ここでようやく、三人の意図が読めた。

「さあ、真吾、遠(えん)慮(りよ)なくババーンと使ってみろ！」

「いや、遠慮なくって言われたって……」

　ゆっくりと、穂香に顔を向ける。

「って、ちょ、ちょっと、そこでどうして私の方を見るんですか!?」

　うろたえる穂香に、タロウが渋い声で諭す。

「穂香殿。これも我らのため、ひいては世界のためなのだ。ここは一つ、真吾の力の餌(え)食(じき)――ではなく、研鑽(けんさん)のためにこらえてやってくれ」

「そ、そんな、だからって……。し、真吾くん!?」

　うってかわって、今度は真吾が助けを求められる番だった。

「真吾、おまえの力を見せてくれ！」

「し、真吾くん。こ、これは僕たち仲間にとって必要な、つ、通(つう)過(か)儀(ぎ)礼(れい)なんだな！」

　気持ちとしては、穂香に助け船を出したい。けれど、場の雰囲気が、それを許さなかった。真吾自身も、少しばかり、周りに流され始めていた。

「ごめん、穂香……」

「あ、謝らなくていいですから、や、やめ――！」

　真吾の手が上がるのを見て、説得を諦めたらしい。

　穂香がスカートを押さえるのと、真吾の手が翻るのは同時だった。

「――めっくれろぉ！」
















　ぶわっ、と、スカートの裾がめくれあがる。だが、一瞬早く手で押さえつけられていたため、太もものきわどい部分まではあらわになったものの、おしくも下着を露(ろ)出(しゆつ)させるには至らなかった。

「ちっ、おしい！」

「もう少しだったな」

「で、でも、充分、き、きわどいシーンだったんだな」

「ちょ、ちょっと！　真吾くんの力をどうにかするって話じゃなかったんですか!?」

　穂香は真っ赤になりながら怒鳴(どな)った。

「いや、真吾、バカにして悪かった。お主の力は実に素晴らしい！」

「ま、まあ、その力だけは認めてやってもいいぞ」

「し、真吾くんはやっぱり、ぼぼ、僕たちの、た、大切な仲間なんだな！」

「あ、えっと、いやいや、どうも」

　なにやら自分の力が認められ、真吾は嬉しいやら恥ずかしいやらである。

「どうしてそこで友情が成立するんですかぁ！」

　タロウはチッチッチ、と舌を鳴らした。

「男というのは、女にはわからない理屈で動いているのだ」

　台詞(せりふ)は恰好(かつこう)いいが、やっていることはただのスカートめくりである。穂香は「むぅー」と唇をへの字に曲げて唸った。

　これが、選ばれし者たちなのか。

　これが、自分の仲間なのか。

　本当に、この人たちで大丈夫なのだろうか。

　期待よりも、不安のほうが大きい。

　それでも、彼らが団結するためならば、一度や二度、スカートをめくられることくらい、目をつむろうと思った。

　……三度も四度もあったら、容(よう)赦(しや)はしないが。




　こうして、神に選ばれた『選ばれし者』たちは集結し、素晴らしい団結（？）を深めていくのだった。
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「よう真(しん)吾(ご)、元気か？　昨日以上にいい写真を撮ってきたぜ」

　登校すると同時に、大(だい)輝(き)が寄ってきてアルバムをヒラヒラと振ってみせる。凄(すご)いと言わしめた昨日の写真よりも上の写真。真吾は一拍(ぱく)の間も置かずに飛びついた。

　大輝の手からアルバムをひったくり、興奮を押し隠しつつも教室の隅(すみ)に移動して、そっと開く。そしてすかさず閉じた。

「だ、大輝……」

「どうだ？　よく撮れてるだろ？」

「撮れてるけど、おまえ……」

　真吾はもう一度、今度はおそるおそるアルバムを開いた。

　確かによく撮れてる。だが問題はそこではない。何でこんなものが写真に収められているのか。

　アルバムの写真には、校門の前で会話をかわす真吾と住(すみ)吉(よし)穂香(ほのか)の姿が写し出されていた。さらには、二人並んで歩く姿や、河原(かわら)での様子が連(れん)綿(めん)と綴(つづ)られている。

「い、いったい、どこでどうやって撮ったんだ？」

　写真に撮られていることなど、まったく気がつかなかった。大輝はチッチッチと指先を振って見せた。

「昨日、美須々(みすず)ヶ丘(おか)の子が来てたって話題になってたんだよ。そこにおまえが関わってるっていうから、張り込んでたら案の定、いい写真が撮れたってわけだ。いや、パンチラゲッターの俺(おれ)なら造(ぞう)作(さ)もないことだったがな」

　そう言われると、本当に造作もないことなんだろうなと納(なつ)得(とく)してしまう。

「それよりもほれ、この子とはどういう関係か説明しろ」

「ど、どういうって……」

　非常に説明しにくい。

　まごまごしていると、大輝はさらにアルバムをもう一冊取り出してきた。

　それを開いた真吾は、一瞬で手が震え、アルバムを落としそうになった。

　そこには、選ばれし者たちの姿が収められていた。それだけではない。最後の方にはその、バッチリと写し出されているのだ。真吾が、穂香のスカートをめくる姿が。これ以上ないくらい、見事なアングルで。

　穂香が懸命にスカートを押さえる一方、その横で真吾はにやけそうになる顔を懸命にこらえて、腕を振り上げている。マヌケな光景だった。自分がスカートをめくるときの姿は、想像以上に恥ずかしい格好だった。

　思わぬ羞(しゆう)恥(ち)プレイに顔を赤くする真吾にかまわず、大輝は詰め寄ってくる。

「変だよな、この写真」

　よく見ろと言わんばかりに、写真を真吾の顔に近づける。

「おまえは明らかにこの子のスカートをめくってる。でも、距離がおかしい。二人の間は少なく見積もっても二メートルは離れてる。これじゃあ、おまえがどんなに腕を振り上げてもスカートがめくれるはずがない。ところがこの写真ではしっかりめくれている。偶然とは言わせないぞ。さあ吐(は)け、何をした。どうすればこんなことが可能になる！」

　真吾は観(かん)念(ねん)した。というより、スカートをめくる力に関しては、いずれ大輝には話そうと思っていたから、戸(と)惑(まど)うようなことはなかった。

　それでも口が重かったのは、そんな力を得るに至った経(けい)緯(い)が荒(こう)唐(とう)無(む)稽(けい)だからに他ならない。神様との遭(そう)遇(ぐう)、力の行使、穂香や選ばれし者たちとの出会い、そして世界の危機。

　大輝は、当然だが最初は半(はん)信(しん)半(はん)疑(ぎ)だった。それでも、真吾が実際にスカートをめくる力を使ってみせると、態度を一変させた。

「おまえは……、何て素晴らしい力を手に入れたんだ！」

「わかってくれるか、大輝！」

「わからいでか！　真吾よ、俺はおまえという友人を持ったことを誇(ほこ)りに思おう」

「俺を誇りに思ってくれるおまえという友人を、俺は誇りに思おう」

　二人で熱い友情を確かめ合い、がっちりと握(あく)手(しゆ)する。

「世界の危機？　それがどうした！　その力は世界平和ではなく普(ふ)遍(へん)的(てき)エロ心を探求する役割にこそふさわしい！」

「そのために、何を為(な)すべきかわかっているよな、大輝？」

「もちろんだ。おまえの力と俺の特技。この二つがあれば『無限のファンタジー』はさらなる高みを目指すことができるだろう！」

　二人で、グフグフと不気味に笑い合う。ここでホームルーム開始のチャイムが鳴り、ほぼ同時に担任の梓(あずさ)川(がわ)柚(ゆず)子(こ)がやってきた。今日もいつものように、膝(ひざ)すら見えないロングスカートだ。

　真吾と大輝は顔を見合わせ、頷(うなず)く。二人の記念すべきターゲット第一号は決まった。

　とりたてて重要でもなければ面白みもない連絡事項を伝えて、ホームルームは早々にお開きとなった。授業の準備のため、国語研究室へと向かう柚子の後を、二人はこっそりつける。そして、廊(ろう)下(か)の角を曲がったところで、真吾と大輝は壁に張り付き、顔だけを覗(のぞ)き込(こ)ませて、作戦を実行に移した。

「めくれろっ」

　手首を返し、小さく呟(つぶや)く。同時に、柚子のスカートがめくれあがり、すかさず大輝がカメラのシャッターを切る。後は、何気ない風(ふう)を装(よそお)って、慌(あわ)てふためく柚子の前に姿を見せればいいだけだった。だがここで予想外のことが起きた。

　柚子はめくれあがったスカートを押さえるのよりも早く、何と真吾たちの方を振り向いたのだ。

　バッチリ目があった。目が合ってしまったものだから、めくれあがったスカートの中をじっくり堪(たん)能(のう)することもできなかった。

　柚子は顔を真っ赤にして立ちつくし、真吾たちを睨(にら)みつけた。

「……見ました？」

　ぶるんぶるんと首を振る。残念だが、本当に見ていないのだ。

　それでも、真吾たちには大輝のカメラがある。後でゆっくりと堪能すればいい。

　だが真吾の考えは甘かった。柚子は二人に近づくと、大輝に向かって手を差し出した。

「フィルム、没(ぼつ)収(しゆう)します」

「え？　な、何でですか？」

「没収します」

「べ、別に、やましいものは何も撮ってませんよ？」

「没収します」

　さすがの大輝も観念したらしい。おとなしくフィルムを取りだし、柚子に渡す。

「よろしい」

　満足げな笑みを浮かべて、柚子はスカートの裾(すそ)を払い、悠(ゆう)然(ぜん)と歩き去っていった。

　柚子の姿が見えなくなってから、真吾と大輝は「ぐはっ」と大きく息を吐いた。

「ば、バレたのかな？」

「いや、完全にバレたわけじゃないと思う。ただ、妙に勘(かん)がいい人だからな。おまえが何かして、俺が写真を撮った。それくらいのことは考えたんだと思う」

「そ、そうか……」

「少し調子に乗りすぎたな。今日のところはおとなしくしておくか」

「ああ、今後はバレないようなコンビネーションを練るべきだな」

　ということで、二人の意見は一致した。




２




　放課後、選ばれし者たちは、県(あがた)ヶ丘(おか)高校近くの河原で待ち合わせをすることになっていた。

　前日はすでに遅い時間になっていたため、今日またしきり直すことにしたのだ。

「俺のことは気にしなくていいんだぜ？　どうせ、帰っても誰もいないんだから」

「ダメです。初日から夜遊びじゃ、世界を救う者として胸を張れませんよ？」

　しきり直す最大の理由は、小学生である光(みつ)夫(お)を家に帰すことにあった。遅くまで、それもずっと年上の人間と一緒にいるのはまずいだろうという、穂香の判断だった。

「夜遊びでもないし、別にまずいことしてるわけじゃないだろ」

　と言って光夫は食い下がったが、結局、押し切られる形で穂香の言い分を飲んだのだった。光夫としては世界の危機が迫っているのに悠(ゆう)長(ちよう)にしていられない、といったところなのだろうが、その世界の危機を感知できる穂香がまだ大丈夫だというのだから、従(したが)わざるをえなかったのだ。

　こうして、その日の放課後、真吾たちは再び顔を合わせることになった。だが、穂香の姿はまだない。事前に「遅れる」という報告は受けていたが、当初の待ち合わせ時間からすでに一時間が過ぎている。電話をしても出ないし、メールも返事がない。どうしたものかと、三人と一匹は額(ひたい)を寄せ合うのだった。

「連絡がつかないってことは、まだ授業を受けてたりするのかな？」

「し、し、進学校でもない限り、ごご、五時過ぎまで授業はしたりしないんだな」

「じゃあ、何か良くないことに巻き込まれてるとか？」

「それもないな。たとえ凶悪犯に押し込まれ、人(ひと)質(じち)にされても、穂香殿には『瞬間移動石(せき)』があるのだ。逃げ出すことは容(よう)易(い)だろう」

「ここでうだうだいってても仕方がねぇだろ。穂香姉ちゃんの学校まで行ってみればいいじゃねぇか」

「学校の前で待つのか？」

「それは……、やめたほうがいいな」

「ごめんなさい！」

　わいわいやっていると、ようやく穂香がやってきた。不安に思う部分もあったので、ほっとする面々だったが、穂香の姿に異常を認めて目を丸くした。

　異常と言っては失礼か。穂香は白のランニングシャツに青のジョギングパンツでやってきたのだ。しかも、息は切れ、汗も大量にかいている。

「ど、どうしたんだよ穂香、その恰(かつ)好(こう)は」

「は、はい、ちょっと、部活が、長引いちゃって……」

「部活？　陸上部か？」

「い、いえ、演劇部、です」

「演劇部!?　ちょっと待て！　演劇部が何でそんな格好してるんだよ！」

「た、体力強化のため、だそうです。あと、役作りの意味も、あるとか」

「役作り？」

「は、はい。今度、陸上部の、女の子の、役を、やるので……」

　それで、この格好でランニングしてこいと言われたらしい。

　真吾はまじまじと穂香の姿を眺(なが)めた。

　髪は一つにまとめてポニーテールにしている。そのため、耳元からうなじ、肩にかけてのラインが丸見えになっており、妙な色っぽさがあふれている。

「ふむ……」

　おとなしい清純派の女の子がいつもと違う活発な髪型にすることで、無垢(むく)な色(いろ)気(け)が発生している。おまけに汗に濡(ぬ)れ、息づかいは荒く、無理してしゃべるからどこか喘(あえ)ぐような切ない声色で、しかも、上は袖(そで)のないランニングシャツで鎖(さ)骨(こつ)のあ「たりも丸見え、下もジョギングパンツだから太ももは大胆に露(ろ)出(しゆつ)！　柔(やわ)らかそうな全身を覆(おお)い隠(かく)すには不向き故(ゆえ)に、通常の陸上選手ではありえない色(いろ)香(か)がこれでもかとあふれている！　この姿を見て萌(も)えない男がいるだろうか、いやいまい！　これは人類への挑戦、理性を保つための試(し)練(れん)！　おお神よ！　我に自制の精神を与えたまへぇ！」

「さっきから何ぶつぶつ言ってるんだよ」

　光夫に脇腹をどつかれ、真吾は我に返った。

　危ない。またトリップしていたようだ。

　気を取り直すために咳(せき)払(ばら)いを一つして、真吾は穂香に声をかけた。

「大変だな。発表会か何かが近いのか？」

「は、はい。昨日、一昨日(おととい)と、休んじゃったから……、さ、さすがに、今日は、見逃して、もらえなくて……」

「そ、そっか……」

　少なくとも、昨日休んだのは真吾のせいだろう。

「こ、これで、学校に帰れば、終わり、ですから……。すいません、もうちょっと、待ってて、ください」

「あ、うん、いいよ、それくらい。なあ？」

　真吾は同意を求めたが、仲間からの反応はなかった。どうしたのかと見てみると、タロウと淳(じゆん)はなにやら真剣に、そして光夫は顔を赤くして、体をやや背(そむ)けるようにしながら、穂香を凝視していた。

「うあ、な、何？　みんな、ど、どう、したん、ですか……」

　息も切れ切れながら、穂香も異変に気がついたようだ。

「穂香殿、つかぬ事を訊(き)くが……」

「は、はい……？」

「どれくらいの距離を走ってこられたのかな？」

「えっと……、ご、五キロくらい、です」

「なるほど、それはかなりの距離だな。では一つ、拙(せつ)者(しや)が疲れを癒(いや)すおまじないをしてやろう」

「お、おまじない、ですか？」

「そうだ。ほれ、ちょっと屈(かが)んでみろ」

　言われるがままに、穂香は屈んでタロウと視線を合わせる。何故(なぜ)か淳と光夫が、タロウの背後に忍び寄ってごくりと喉(のど)を鳴らす。真吾はハッとなった。

　このポジションは、穂香の胸をのぞき込む絶好のアングルではないか！

　慌てて真吾もタロウの後ろに回るが、それより早く、タロウがペロン、と、穂香の頰(ほお)を舐(な)めた。

「あぅ、え、え……？」

「どうだ、少しは楽になったか？」

「ん、あの、えっと、ごめんなさい、よくわかりません……」

「そうか、どうやら失敗したみたいだな。すまん」

「あ、で、でも、気持ちはもらっておきます。あ、ありがとうございます」

　立ち上がり、シャツの胸元で顎(あご)に伝い流れる汗をぬぐう。当然、そんなことをしたらシャツの裾は引き上げられるわけで、男四人はしっかりと、白いお腹と、形のよいへそを目に焼きつけるのだった。

「……どうしたんですか？」

「な、何でもないぞ」

「ああ、何でもない」

「気のせいだ」

「き、気のせいなんだな」

　ちょっと訝(いぶか)しむ目になったが、時間がないのか、穂香はすぐに「じゃあ、また後で！」と言って去っていった。

　穂香の姿が見えなくなると、光夫と淳、そしてタロウは顔を見合わせた。

「……見たか？」

「見た。凄かった」

「た、たまらないんだなぁ」

「意外に、ボリュームがあったな」

「色の白さも特(とく)筆(ひつ)ものだ」

「む、胸だけじゃないんだな。おしりのラインも綺(き)麗(れい)だったんだな」

「お、おい」

　一人取り残され気味の真吾は、たまらずにガシっとタロウの首根っこをつかんだ。

「さっきのおまじないは……、わざとか？」

「何のことだ？」

「とぼけるな。穂香の、その……、胸を、覗き込もうとしたんだろ」

「それに気づいたということは、お主(ぬし)も同罪だな？」

「俺は、見ていない！」

「見てないわけがないだろう」

「み、見えなかったんだよ！」

　とたんに、三人の目がいやらしく垂(た)れ下(さ)がった。

「何だ、見てないのか、もったいない」

「す、素晴らしい絶(ぜつ)景(けい)だったんだな」

「汗の匂(にお)いも気にならない。むしろさらなる魅力となるくらいだ。それで思わず顔を舐めてしまったが……、いやはや、理性を働かせるのが難しかった。危(あや)うく野性に返るところだった」

　そんな自(じ)慢(まん)げに言われると、とてつもないものを見逃したようで、ものすごく悔しい。

「けど、穂香姉ちゃんものんきだよなぁ」

「何でさ」

「世界の危機が迫(せま)ってるんだぜ？　それなのに、部活なんか出てる場合じゃないだろ」

「光夫殿、それは本人に言ってやるべきではないのか？」

「……うっさいなぁ。とにかく、いつ世界の危機が訪(おとず)れてもおかしくないんだ。今日はその対策のために集まったんだろ？　こんなのんびりしてていいのかよ」

　光夫の言うことには一理ある。だが、本当に、世界に危機が訪れれば、の話ではある。真吾などはまだ世界の危機に対して懐(かい)疑(ぎ)的(てき)であるから、光夫ほど危機感を抱いていないし、逆に、光夫の切(せつ)迫(ぱく)する気持ちがわからなかった。

　ぷりぷり怒る光夫の足に、タロウはそっと身を寄せた。

「穂香殿は世界の危機を感知する力を持っている。その彼女が平気で部活に出ているのだ。その間はまだ安心だということだ。それにな」

　光夫だけでなく、真吾と淳にも目を向ける。

「いつものように生活できるのなら、できるだけいつも通りにしていた方がいい。変に構えすぎると、身が保(も)たんからな。光夫殿も、穂香殿を見習って、もう少し肩の力を抜いてみたらどうだ」

「穂香姉ちゃんの？」

「穂香殿も、世界の危機に対して気を揉(も)んでいるだろう。しかし、ずっと気にしていては身も心も保たない。だから彼女は、できるだけ普段通りに学校に行って、部活にも出て、気持ちを切り替えているのだろう」

　タロウの言葉に、光夫は神(しん)妙(みよう)な表情になった。

「さ、さすが、年長者なんだな。こ、言葉に重みがあるんだな」

「そうだな。ん？　そういえば、タロウって何歳なんだ？」

　訊いてみると、七歳だという。

「七歳って、人間でいうとどれくらいだ？」

「た、確か、四〇歳から五〇歳くらいだったんだな」

「げ、本当にオヤジじゃねぇか」

　光夫の憎まれ口にも、タロウはにやりと笑って受け流した。

「そうだ、いい年のオヤジだ。だから拙者に、あまり無理をさせるなよ？」

「……エロいことは率(そつ)先(せん)してやるくせに」

　真吾の言葉は、完全に黙(もく)殺(さつ)された。
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「ご、ごめんなさいっ」

　それから四〇分が過ぎてようやく、穂香は戻ってきた。戻ってきたはいいが、その服装が先ほどよりも異常だった。

　一言で言うなら、それはメイド姿だった。二言で言うならば、とても可(か)愛(わい)らしいが、やけに露出の多いメイド姿だった。

　首周りをざっくりと切り取った黒のワンピースに、装(そう)飾(しよく)過(か)剰(じよう)な白のエプロンを身につけているが、袖は二(に)の腕(うで)より上までしかなく、スカートも大胆に太ももを露出するような位置である。白のハイソックスをはいているため、実際の露出自体は少ないのだが、パニエでほどよくふくらんだスカートはいかにもきわどい。さすがに胸元がはだけているようなことはないが、刺激が強いことには代わりがなかった。

「ほ、ほ、ほ、ほ、穂香、何だよその格好は！」

「え？　あの、演劇部の衣装ですけど」

「何でそんなものを着てくるんだよ！」

「えっと、これも役作りのためらしいです」

「陸上部の女の子役じゃなかったのか!?」

「いえ、学校では陸上部で、家ではメイドの女の子なんです」

　どんな女の子だ。

「や、役作りったって、メイド服を外で着ることはないだろ！」

「私、人前で演技するのが苦(にが)手(て)なんです」

「は？」

「だから部長から、慣れるためにも人前でメイドの格好でいろ、登下校もメイドでいろって言われてるんです。私、みんなの足を引っ張りたくないから、頑(がん)張(ば)らなくちゃって」

　それで、この格好か。

　涙(なみだ)ぐましい努力は立派だが、何かが果てしなく間違っているような気がする。部長の言葉に感化される穂香も穂香だが、そんなことを提案する部長も部長である。ステキすぎるではないか。

　男連中は目を皿のようにして、穂香に見入った。

　穂香の首には、周りが寂(さび)しいからだろうか、白いレースのチョーカーが巻かれている。靴は黒の革靴なのだろうが、何故か真っ白な羽が生(は)えていた。これで背中にも大きな羽が生えていたりしたら、魔法少女が使うようなステッキを持たせてみたいものだ。

　なにより、丁(てい)寧(ねい)な口調、柔らかな物腰、そして頼りなさげな性格。メイドとしての性能をこれほどまでに初期装備しているのだからあなどれない。これでドジッ子属「性と奉(ほう)仕(し)精(せい)神(しん)が完備されていたら、人間はこの世の理(り)想(そう)郷(きよう)を見いだすことができるだろう。ぬおおお、知りたい！　穂香にドジッ子属性があるのか！　奉仕精神にあふれているのか！　そしてもし完備しているのならば、なんとしてもお持ち帰りしたい！　いやいや、この際贅(ぜい)沢(たく)は言わない！　今このままの穂香でも充分だ！　そうだろう、なあ、そうだろう同志諸君よ！」

「し、真吾くん？　どうしたんですか？」

「はっ、いや、なな、何でもない。気にしないでくれ」

　危ない。またやらかしていたようだ。

　自分を抑(おさ)えるのと同時に、真吾はこの場に大輝を連れてこなかったことを悔(く)やんだ。

　大輝は真吾の力に興味を示したが、選ばれし者たちや世界の危機についてはさほど食指が動かなかったらしい。「そういうのはおまえに任せるわ」と真吾の肩を叩(たた)いて送り出し、自分はさっさと帰宅してしまったのだ。

「しっかし、穂香姉ちゃん、よく似合ってるよなぁ」

「そ、そうですか？　ありがとうございます」

「ちょっとクルン、って回って見せてよ」

「こうですか？」

　言われるがままに、クルリと片足で一回転してみせる。男連中は「おおっ」と歓声を上げたが、それはスカートがひるがえってさらにきわどいところまでめくれあがったからに過ぎないということを、真吾はよく知っていた。

「穂香殿、ちと気になっているのだが」

「はい、何ですか？」

　タロウは鼻先をひくひくさせながら言った。

「穂香殿は何か、香料をつけているのかな？」

　真吾たちはきょとんとなった。

「香料？」

「これは……、柑(かん)橘(きつ)系(けい)の香料か？　拙者には少々きついが、いい匂いではないか」

「ふあぁ！　ち、ちょっと、そういうことは口に出さないでください！」

「何故だ？　年頃の女性が香りに気を遣うのは当然だろう。それに匂いは異性の気を惹(ひ)くのにも重要だからな。もっとしっかりアピールした方がいいぞ」

　ピクリと、光夫が反応した。

「穂香姉ちゃん、匂いに気を遣うほど気になる男がいるんだ」

「あう、だ、だから、そんなんじゃないんですぅ！」

　そこに淳も加わる。

「か、香りは、強烈すぎるとかえって毒なんだな。ほ、仄(ほの)かに、さ、さりげなく、かすかに匂うくらいがいいんだな。か、薫(かおる)は、い、いつも、そうなんだな。ふ、ふんはふんは。こ、この絶(ぜつ)妙(みよう)なさじ加減が、た、たまらないんだなぁ」

「いやー！　に、人形と一緒にしないでくださいー！」

　今日も持(じ)参(さん)してきた人形（薫ちゃん）の匂いをかいでご満(まん)悦(えつ)の淳に、穂香はたまらず悲鳴を上げた。

　そんな光景を目の前にして、ああ、大変だなぁ、と、真吾は思った。

　思(し)春(しゆん)期(き)爆(ばく)走(そう)中の小学生に、変(へん)態(たい)スケベオタク、そして意外に侮(あなど)れないエロドッグ。

　ひとまず自分のことは棚に上げておいて、こんな連中の中に放り込まれた紅(こう)一(いつ)点(てん)としては、穂香は今後も様々なサービスを提供しなければならないだろう。可(か)哀(わい)相(そう)だがそれも運命。真吾としては、温かく見守ることしかできないのだった。

　いや、そんな穂香を見て楽しみたいなどということでは決してない。断じてない。







　辺りは暗くなり始めていたので、真吾たちは早速、買い込んでおいたお菓子やジュースを広げ、輪になって腰を下ろした。

「こうしてると、ピクニックしてるみたいですね」

　穂香の感想は、しかし誰(だれ)にも受け入れられなかった。

「この面(メン)子(ツ)でピクニック？　端(はた)から見たら変な組み合わせだと思うんじゃないか？」

「確かに」

「小学生に、高校生、女子高生メイド、浪(ろう)人(にん)生(せい)、そして犬、か」

「な、なるべく人に見られない方がいいんだな」

「んー、でも、家族になら見えるんじゃないですか？」

「家族っ!?」

　全員、それぞれの顔を見回す。

「はい。松(まつ)川(かわ)さんが長男で、私と真吾くんが双(ふた)子(ご)の兄(きよう)妹(だい)、末っ子が光夫くんで、タロウさんはペット」

　真吾は唸(うな)った。

　なるほど。そう言われればそう見えなくもないか。

　だが、光夫はフン、と鼻で笑ってあしらった。

「穂香姉ちゃんはともかく、俺は淳や真吾の弟になんかなりたくないぞ」

「な、なにっ。それならこっちだって願い下げた！」

「拙者も、真吾のペットだけは勘(かん)弁(べん)だな」

「うわ、タロウ、おまえもか！」

「あ、あの……、たとえばの話でそんなムキにならなくても……」

　言い争いが一段落したのを見はからって、淳がぽつりと呟いた。

「で、でも、い、いい年した兄弟がピクニックなんて、や、やっぱりちょっと、ふ、不思議な光景なんだな……」

　おまけに、そのうちの一人はメイド服姿である。

「しかも、会話の内容が『世界の危機』についてだからな」

　タロウの言葉に、全員の顔が引(ひ)き締(し)まる。

　今日集まった目的は、そこにあった。世界の危機とは何か、ということである。

　神様からは世界の危機を伝えられた。その危機を乗り切るための力も授(さず)かった。だが、世界の危機がどのような形で訪れるのかが、まったくわからないのだ。これではいくら力を授かっても、対処のしようがないように思えるのだ。

「そもそも、仲間が全員、同じ町内に集まってることがすでにおかしいんじゃないか？」

　島(しま)国(ぐに)の中の、それも大都市とは言えない小さな町に、世界を救うべきメンバーが全員集まっているのだ。これではどうやっても、世界規模の危機に対応できないではないか。

「あの神様とやらは、ずいぶんいいかげんな性格のようだったからな……」

「みんな、神様から電話をもらったんだよな？　だったら、ランダムに市外局番を選んで、そこでまたランダムに俺たちの番号を押したんじゃないか？」

「まさかそんな適当なこと……、するかもしれないな、あの神様なら」

　全員が納得顔で頷く。

「それ以前に、本当に世界の危機なんてやってくるのか？」

　真吾の問いには誰も答えない。答えられない。光夫は雑(ざつ)草(そう)を引き抜いて放り投げた。

「こんな力をもらったり、みんなと出会わなけりゃ、笑い飛ばせるんだけどな」

「や、やっぱり、何か起こるんだな？」

「問題は何が起こるか、だ」

「一番ありそうなのは、巨大隕(いん)石(せき)の落下、か？」

　大昔、恐竜を絶(ぜつ)滅(めつ)させたとされるのが、隕石の衝(しよう)突(とつ)である。同じ規(き)模(ぼ)の隕石が衝突すれば、地球上の生物全体に甚(じん)大(だい)な被害が及ぶのは確実だろう。

　これに、光夫が鼻で笑った。

「だったら楽だな。俺がバリアで防げばそれで終わりだ。どうせなら本当にそれが世界の危機であってほしいくらいだぜ」

　光夫の豪(ごう)語(ご)をたしなめる者はいなかった。世界を危機から救えるのなら、簡単なことに越したことはない。だが、簡単なだけに、隕石の衝突が世界の危機であるということが違うように思えてくるのだ。

　かといって、他に思いつく世界の危機というのはまったく想像がつかないのであるが。

「ヒーローものだと、世界の危機ってのは怪獣やら宇宙人の出現だよな……」

　何(なに)気(げ)なく呟いた真吾の言葉に、光夫はバカにしたような視線を送った。

「おまえ、高校生にもなってそんなこと言うのかよ」

「だ、だって、他に何が起こるかさっぱりわからないじゃないか。世界の危機なんて、基本的に空想世界の出来事だろ？」

「だからって、怪獣とか宇宙人とか言い出すか？」

「……でも、可能性はありますよね」

　思わぬ肯(こう)定(てい)に、全員の視線が穂香に集まった。光夫などは唖(あ)然(ぜん)とした表情である。

　一気に集まった視線に臆(おく)することなく、穂香は先を続けた。

「宇宙人や怪獣だけじゃなくて、それこそ、地底人でも、妖(よう)怪(かい)でも、幽霊でも、何が出てきても、私は驚かないと思います。いえ、びっくりはすると思いますけど、ああ、やっぱりいたんだ、くらいにしか思わないような気がするんです」

　何だ、それは。

　どうしてそう思えるのかがわからなかった。穂香の神経が、まったくわからなかった。

　それが表情にでていたのか、穂香は苦笑した。

「私たち、すでに神様なんてものと話してるんですよ？」

「あ……」

　そうだった。

　力がどうとかいう以前に、そんな現実的でない存在と、自分たちは話しているではないか。おまけに、穂香の中にはグランディオーソという、わけのわからない存在が同居しているのだ。だから、穂香の言うことには、妙な説得力があった。

　いるかどうかは定かではない。けれど、いてもおかしくはない。

「ね？」

「あ、ああ……」

「とにかく、何が起こるかわからない現状では、どんな事(じ)態(たい)にでも対処できるように対策を練(ね)っておいた方がいいと思います」

「ふむ」と、タロウが息を吐く。

「隕石の衝突なら、淳殿の瞬間移動と光夫殿のバリアで充分だからな。対策を練るなら、まず外敵との戦いを想定しておくべきか。仮に別の事態が発生したとしても、何もないところから戦略を組み立てるよりはマシだろうからな」

　少なくとも、その案に反論はなかった。
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　翌日、朝のホームルームが終了すると、真吾はいきなり担任の梓川柚子に呼び出された。昨日のことがあったのでおっかなびっくり国語研究室に連れて行かれたが、柚子から「美須々ヶ丘の生徒」という言葉が出てきて、真吾は目を見開いて驚いた。

「で、宮(みや)田(た)くん、その子とはどういうお知り合いなんですか？」

「ど、どういうって……」

　言葉に詰まる。どう答えればいいのかわからないということと、どうしてそんなことを教師である柚子に聞かれなければならないのかということで、頭がごっちゃになる。

　柚子は腕を組み、じっと真吾の顔を見据えた。

「宮田くん、美須々ヶ丘の校則は知ってます？　特に男女交際について」

「は、はあ、まあ……」

「では、男女交際を禁止しているということも、知っているわけですね？」

「え、ええ……」

　鋭(するど)い視線に、真吾は理由もなくたじろぐ。

「にもかかわらず、彼女と交際している？」

「い、いや、それは……」

「私たちにバレることもわかっていながら、彼女を校門の前で待たせていた？」

「だ、だから、俺は……」

「いいえ、何も言わなくても大丈夫。私には全部わかっているから」

「は……？」

　いきなり、訳のわからないことを言い出す。

「禁じられた恋。常につきまとう背(はい)徳(とく)感(かん)。けれど、出会ってしまったものはしかたがないわよね。惹かれてしまったものは止めようがない。禁じられているからこそ燃え上がる。大人たちにせめてもの抵抗を試みる」

「あ、あの、先生……？」

　柚子は目をキラキラ輝かせながら、真吾の手をギュッと握りしめた。

「わかる、わかるわ！　人間は恋し、愛に生きる生き物なのよ！　それは誰にも止められない！　ただひたすらまっすぐに突っ走るだけ！　愛は尊(とうと)く、愛は素晴らしい！　愛こそが人類に与えられた至(し)上(じよう)にして至(し)高(こう)の存在！　そんな愛に目覚め、己(おのれ)の感情を貫(つらぬ)き通そうとするあなたを、先生は応援するわ！」

「え……？　は……、え……？」

「頑張りなさい、宮田くん！　先生は立場上、表立って協力することはできないけど、君たちの愛が成(じよう)就(じゆ)するのを、陰(かげ)ながら見守っているわ！」

「は、はあ、その、ありがとうございます……」

　なにやら盛大に勘(かん)違(ちが)いしているが、言い訳するのも面倒だし、何より面白いからそのままにしておくことにした。

「でね、宮田くん」

　キラキラした瞳(ひとみ)が、急に、怜(れい)悧(り)な教師のものに変わる。

「その子と付きあうのはかまわないですけど、絶対にバレないようにしなさい」

「…………」

「特に美須々ヶ丘の方には注意しなさい。このことがバレたら、たとえ宮田くんと彼女が恋人同士でなかったとしても、問題になるんですから」

「は、はい……」

「私たちとしては、宮田くんへの忠告程度で済ませられるんですど、向こうからクレームが来たら、何らかの処分を下さないといけないんで……」

　真吾はごくりと唾(つば)を呑みこんで、頷いた。

「わかればよろしい」

　満足げに、柚子は微笑(ほほえ)む。

　それで話は終わりだったが、最後に一つ、柚子は付け加えるのを忘れなかった。

「あ、そうそう。美須々ヶ丘の校則なんですけどね、校則違反は、退学もあり得(う)るらしいですよ？」

　そこをきちんと踏(ふ)まえて、よく考えて行動しなさい。

　振り返りざまの突き刺すような目が、そう言っていた。細められた目の奥に宿るのは、忠告などではなく、明確な脅(おど)しだった。

　真吾は背中に冷や汗が流れるのを感じながら、神(しん)妙(みよう)に頷いた。

　国語研究室を出た真吾は、しばらく動けなかった。

　まったく、彼女は真吾を応援しに来たのか脅しに来たのか。

　どちらにせよ、忠告を受けたことは確かだろう。

　真吾はただの一教師に圧倒されたことに苦笑しようとし、失敗した。

　柚子は先ほどのように、愛について語り出すととたんに雄(ゆう)弁(べん)になる。語るだけでなく、実際に愛の布教活動も行っており、校内には彼女が関わって成立したカップルが多数存在するのだ。

　そんな柚子は普段のキャラと大きく変わるため、生徒たちは親しみを込めて「柚子先生」や「柚子ちゃん」と呼んでいるのだが、今の真吾はとても「柚子先生」などと気軽に呼ぶことはできなかった。

　みんなは、知っているのだろうか。目は口ほどにものを語ると言うが、柚子の目はまさにそれだった。口で言うよりも遙(はる)かに真吾の臓(ぞう)腑(ふ)をえぐって、柚子は伝えるべきことを真吾に刻み込んだ。

「よう、どうした真吾？　柚子先生、何だって？」

　大輝がやってくる。真吾はようやく、まともに息をつくことができた。

「いや、たいしたことじゃないよ」

「男女交際は控(ひか)えろ、とか言われたんじゃないか？」

　ギクッとなる。

「あ、そりゃないか。柚子先生なら応援するはずだもんなぁ」

　応援されはしたが、脅されもしたのだ。その辺をうまく伝えることができず、もどかしくなる。

　そのとき、ズボンのポケットに突っ込んである携帯電話が震えた。

　これから授業が始まるというときに誰だと思いながらディスプレイを見ると、なんと穂香からだった。慌てて電話にでる。

「もしもし、どうし……」

「真吾くん、すぐ来てください！」

　言葉を遮(さえぎ)って、つんのめるような穂香の声が聞こえてくる。

「ちょ、落ち着けって！　何があった……」

「来るんです！」

「はっ？」

「『世界の危機』が、来るんです！」
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　…………

　……………………

　何だって？

　何が、来るって？

「さっき、感じたんです。何かよくないものが来るって。これはたぶん、間違いなく『世界の危機』だと思います」

「ま、マジか……？」

「本当です。ですから、瞬間移動石ですぐに松川さんの所へ行ってください！」

　真吾は思わず窓の外を眺めた。

　天気は快晴である。夏の息(い)吹(ぶき)を感じさせつつ、それでも窓から吹き込んでくる風は涼しく気持ちいい。河原の土手に寝ころんで、日向(ひなた)ぼっこでもしたい気候だ。

「……こんな、いい天気なのに？」

「天気なんて関係ないです！　いいから早くしてください！　詳(くわ)しいことはみんなが集合したら話しますんで！　松川さんにはタロウを迎えに行ってもらってます。私は光夫くんに連絡していきますから、真吾くんは先に松川さんたちと合流しててください！」

「う、あ、わかったよ……」

「それじゃあ、また後で。急いでくださいね」

「わ、わかってる」

　どこまでわかっているかははなはだ怪しかったが、真吾はそう答えて電話を切った。すかさず、大輝が顔を寄せてくる。

「おい、真吾、誰からだ？」

「ん、ああ、美須々ヶ丘の子から」

「へえ、何だって？　もしかしてラブラブ電話？」

「世界の危機が来るんだってさ」

「はっ？」

「というわけで俺、早退するわ」

「早退って、ちょ、おい!?」

　大輝の呼びかけを振り切って、真吾は走り出した。廊下を駆け、階段を下り、下(げ)駄(た)箱(ばこ)で靴を履き替え、校舎を出て人目がなくなったところで、瞬間移動石を取り出す。

　そして真吾は念じるのだ。

　淳の姿を思い浮かべ、一言だけ、呟く。

　跳(と)べ、と。







　次の瞬間、真吾はどこかの部屋にいた。

「うわぁ！　び、びっくりしたんだな！」

　声を上げたのは淳だった。

「あ、危うく真吾に潰(つぶ)されるところだったわ」

　タロウはベッドの上で身構えていた。

　どうやら無事に、それもあっけないほど簡単に瞬間移動に成功したらしい。

　続いて、光夫と穂香がやってきた。

「うわ、何だこの部屋は！」

　開口一番、光夫は部屋を眺めてそう叫(さけ)んだ。

　淳の部屋はかなり、いや、相当特(とく)殊(しゆ)だった。

　出入り口であるドアの前と、窓際にあるベッド、そして勉強机の周り以外、すべての壁(へき)面(めん)が、本棚で埋(う)め尽(つ)くされていたのだ。

　その本棚には漫画本の他、ゲーム、アニメのビデオやＣＤ、ＤＶＤがぎっしり詰め込まれ、さらにはプラモデルや女の子のフィギュアが所(ところ)狭(せま)しと陳(ちん)列(れつ)されている。よく見ればベッドの下には、なにやらいかがわしげなタイトルのゲームが押し込まれているではないか。

「こ、これが浪人生の部屋かよ！」

「む、昔に買ったものがほとんどなんだな。だ、だから、ろ、浪人生とかはあんまり関係ないんだな」

　見る限りでは、受験に必要な参考書の類(たぐ)いは机の上にちょこんと載っているものしか見あたらないが。

「これを全部売り払えば、予備校代くらいにはなるんじゃないか？」

「そ、そんなことできないんだな！　こ、これは僕の培(つちか)ってきた人生そのものなんだな！　そ、それを捨てるということは、ぼ、僕のこれまでの人生を否定することなんだな！」

「そんな人生、捨ててしまえ！」

「あの、みなさん、それどころではないんじゃ……」

　穂香が口を挟む。

「って、待て待て！　それどころじゃないのはおまえもだ！」

「え、どうしてですか？」

　きょとんとする穂香は、何故か体操着姿だった。しかも、下は絶滅危(き)惧(ぐ)種(しゆ)に指定されているブルマである。ここに突っ込まない奴(やつ)は、少なくとも日本人ではないだろう。

「まさか、これも役作りの一(いつ)環(かん)か？」

「はい」

　目にまぶしい真っ白なシャツと、目にも鮮やかな真っ赤なブルマの絶妙なコントラスト。昨日の陸上部仕様よりも体の線がはっきりと出るその姿に、一同は生唾を呑みこまずにはいられなかった。

「あ、あの、そんなに見つめないでください。さすがに、恥ずかしいです……」

　恥ずかしいと思うならせめて、家か学校を出る前に気づいてくれ。

「だからおい、それどころじゃないだろ」

　光夫が最初に我に返り、ハッとなって全員の顔が引き締まる。

「穂香姉ちゃん、本当に、世界の危機が来るのか？」

　くどいようだが、まずはそこを確認しなければならなかった。

　穂香は頷いた。

「はい、間違いありません」

　また、断言だった。

「みなさんに感じたものとはまったく違うものが、もうすぐそこまで、来てるんです」

　全員、余計な口は挟まなかった。

「穂香殿、それは、どこへやってくるかわかるか？」

「たぶん……、中央公園辺りだと思います」

「町内かい！」

　真吾は思わず突っ込んだ。

「世界の危機だろ!?　何でそんなところに来るんだよ！」

「わ、私に訊かないでください……」

　確かにその通りである。

「しかし、東京でもなければ大阪でもない。ましてやニューヨークでもロンドンでもパリでもない、こんな地方に、どんな危機が訪れるっていうんだ？」

「わかりません。でも、私たちは行くしかないんです」

　そうだとばかりに、タロウと光夫の目が輝く。二人はすでに臨(りん)戦(せん)態(たい)勢(せい)に入っているようだ。

　淳は、手にしていた薫ちゃんに話しかける。

「か、薫、ぼ、僕は行くんだな。が、頑張るから、お、応援しててほしいんだな」

「それじゃあみなさん……」

　穂香は全員の顔を見回す。

「行きましょう」

　それぞれに決意を秘(ひ)め、表情も引き締める。

「じ、じゃあ、最初は僕の番なんだな。ちゅ、中央公園までひとっ飛びなんだな」

「頼むぜ、淳」

「ま、任(まか)せるんだな」

　淳は大きく息を吸い込み、意識を集中した。

　中央公園の様子を思い描き、仲間たちの存在をその中に投影する。

　そして一言だけ、念じるのだ。

　跳べ、と。







　瞬(まばた)きする間もなく、真吾たちは中央公園にやってきていた。

　真吾たちが降り立ったのは、道路から外れた茂(しげ)みの中だった。

　一同は姿勢を低くして周囲を見回し、首を捻(ひね)る。

「本当に、ここなのか？」

　見たところ、特に変わったことはない。

　公園内の人通りは少なく、時折通りかかるのは、近所の主婦らしい女性と、散歩に来ている老人くらいである。

　真吾たちから二〇メートルほど離れたところには学ラン姿の男が三人、額を寄せ合うようにして座り込み、たばこを吸っている。学校を抜け出すかさぼるかしてちょっと一服している不良学生だろう。

　おかしな所は何もない。夏を目前に控え、日差しは少し強いが、こんなのどかな雰(ふん)囲(い)気(き)のどこに、世界の危機が入り込む余地があるというのか。

　気の抜けた真吾は、もっとよく様子を窺(うかが)うために首を伸ばそうとして、何かに視界を遮られた。正確には、何かが真吾の頭から顔にかけて覆い被(かぶ)さってきたのだ。

　何だと思いながらそれをつかんでみると、それは――下着だった。

　それも、赤い小さなリボンが施(ほどこ)された真っ白なパンツと、淡(あわ)い水色の、ブラジャー。

　真吾はそれを手にしたまま、硬(こう)直(ちよく)した。

　……何で、こんなものが自分の手の中に？

　しかもこの下着、ほんのりと温かいような……。

　どうしたものかと仲間たちを振り返る。振り返った瞬間、穂香が叫んだ。

「うきゃー！　うきゃー！　うきゃー!!　かか、返して、返してくださいー!!」
















　叫びながら、真吾の手から下着をひったくり、その場にへたり込む。

「ど、どどどどうして、しし、真吾くんが私の、そ、その――を、持ってるんですかぁ!?」

「は？」

　私の？

　真吾は必(ひつ)死(し)に隠そうと胸に抱くそれをまじまじと見つめる。

　ということは何だ。その下着は穂香のものということか。

　そしてほんのり温かかったということは、それまで身につけていたということで。

　そんなものがどうして、真吾の頭の上に落ちてくるのか。

「って、ええ!?」

　今さらながらに驚いた。

「そ、それ、穂香の……」

「言わないで、言わないでくださいぃぃぃぃ！」

「なな、何で脱いでるんだよ！」

「し、知りません！　知りませんよぉ！　そんなの、私の方が訊きたいくらいなんですからぁ！」

　もはや半べそである。

　真っ赤になって今にも泣き出しそうな穂香に、真吾はうろたえることしかできない。

　そんな真吾の脇腹を、光夫がつつく。

「おい真吾、どんな力を使ったんだ？」

「は？」

「とぼけるな。瞬間移動のどさくさに紛(まぎ)れて、穂香姉ちゃんの下着を脱がしたんだろ。そんなの普通じゃできない。これはもう、何か力を使ったとしか思えない」

「ま、待てぃ！　何でそんな断定口(く)調(ちよう)なんだ！　俺は何もしてないぞ！」

「見苦しいぞ、真吾」

　タロウも前足で、真吾の膝を叩く。

「潔(いさぎよ)く罪を認めるがいい。拙者たちは、そんな真吾を許す用意がある」

「だから、俺は関係ないって！」

「では、どうしたら穂香殿の下着が宙(ちゆう)を舞うのだ？」

「そんなの知るか！　だいたい何で俺が真っ先に疑われるんだよ！」

「一番やりそうだからさ」

「スカートをめくる力なんか手に入れるからだ」

　真吾はがっくりと項(うな)垂(だ)れた。

「お、おまえら……」

「し、真吾くん、まさか……」

「穂香まで疑うのかよ！　ま、松川さん、俺はあなただけは信じている！　いかに変人だろうと、正しく公正な目を持っていると信じているぞ！」

　その淳は、何故か笑っているだけだった。

「……松川さん？」

「……っく、く、く……」

「ま、松川さん？」

「くく、くく、く。はは、あはは、はははは」

「うげ、まさか、こ、壊れた？」

「あはは、あーはっはっはっはっはっっはっはっはっはっはっはっは！」

　高らかに笑い転げる。

「成功だ、成功なんだなぁーっはっはっはっはっはっはっは！」

　狂熱的な表情で、天を仰(あお)ぐ。

「どど、どうしたんですか、松川さん！」

「わ、わからないのかな？　今のは僕の力のせいなんだな！」

「何ぃ!?」

　全員、呆(あつ)気(け)にとられる。

　淳は充血した目を爛々(らんらん)と輝かせて、とくとくと語り始めた。

「僕の力は実は瞬間移動だけじゃないんだな！　女の子が瞬間移動すると、下着が脱げて宙を舞うように神様にお願いしたんだな！」

「なな、何でそんなことをお願いするんですか！」

「それが、ヒーローの世界における女の子の必然だからなんだな！」

　何がなんやらわからない。

「特殊能力に女の子のお色気はもはや必然！　それは遙か昔から決まっている覆(くつがえ)すことのできない絶対の黄(おう)金(ごん)律(りつ)！　美少女戦士や魔法少女の変身シーンはぼかしてあるけど必ず全裸！　しかも変身後はちょっぴりセクシー！　それを踏(とう)襲(しゆう)してこそ、穂香さんも立派なヒロインなんだな！　あ、詳しいことは、松川淳著、『二次元世界における特殊能力発(はつ)現(げん)時(じ)の女性への影響』という論文を参(さん)照(しよう)するんだな。いつでも貸し出してあげるんだな」

　饒(じよう)舌(ぜつ)でいつになく滑(なめ)らかな口調に、真吾たちは唖然とすることしかできなかった。

「あれ？　みんなはそう思わないのかな？」

「い、いや……」

「そう言われても……」

　淳はチッチッチと指を振った。

「みんな、彼女をよく見てみるんだな」

　言われるがままに穂香に目を向ける。

　視線を集中され、穂香はビクリとして体を縮(ちぢ)こまらせた。

「女子高生が体操服姿（しかもブルマ）で恥ずかしそうに下着を抱え込む。こんな光景、他にどんなシチュエーションで見ることができるんだな？」

　た、確かに。

　真吾の額に、じっとりとした汗が浮かんだ。

　裸エプロンや裸靴下もありえない光景だ。しかし知名度の高さからもはや一般化したと言ってもいいだろう。けれど、今目の前にしている光景は、初めて見るものだ。現役女子高生が、下着を抱え込んで、恥ずかしがっている。当然、体操服とブルマの下には、何も身につけていない。おまけにここは、屋(おく)外(がい)である。どうすればこんな姿になってしまうのか。どうすればこんな姿を拝(おが)むことができるのか。これほどおいしいシチュエーション、現実には奇跡に等しい。いや、奇跡がいくつも重なり合わなくては実現不可能な『超奇跡』と言っても過(か)言(ごん)ではないだろう。まさに空(くう)前(ぜん)絶(ぜつ)後(ご)！　我々は、前(ぜん)人(じん)未(み)踏(とう)の領(りよう)域(いき)に達することに成功したのかもしれない！

「ちょ、ちょっと、何でみんな真剣な表情で見てるんですかぁ！」

　超のつく奇跡だからさ。

　光夫はたまらず、淳の手を取って両手でがっちりと握りしめた。

「淳、あんたは最高だ！　あんたのこと変態だと思ってたけど、本当に変態だったんだな！　見直したぜ！」

　タロウまでが、しきりに感心していた。

「拙者は犬であることを利用して強引に下着を覗き込んでいたが……、いやはやお恥ずかしい。淳殿の卓(たく)越(えつ)した見(けん)識(しき)、まことにあっぱれである。今後は拙者も淳殿を規(き)範(はん)に、さらなる高みを目指すことにいたします！」

「なな、何でそこで清(すが)々(すが)しい友情が成立するんですかぁ！　し、真吾くん、この人たちに何か言ってやってください！」

　真吾は「ふっ」とニヒルに笑った。

「穂香。男は女以上に夢とロマンで生きているのさ」

「ふぇ？」

「男の夢とロマンが今、眼の前で結実している。これに感謝しない愚(おろ)か者はいない。松川さん、あなたは神です。今後ともよろしくお願いします」

「し、信じられません！　みんなエッチです！　変態です！　あ、あぅぅぅ、ば、ばかぁ……、み、みんなの、バカァァァァァァァァ――――!!」

　さすがに怒られる。男たちは穂香の金(かな)切(き)り声を耳を塞(ふさ)いでやり過ごした。

「は、はぅぅぅぅ、こんなときに、こんなときなのにぃ……」

　涙目でぶつくさ文句を言っていた穂香が、不意に顔を上げた。

「ど、どうした？」

「来ます……」

「え？」

　下着を手にしたまま、告げる。

「世界の危機が、来ます！」




６




　穂香の声とそれが始まったのは同時だった。

　道路の一部が、円形に光り始めた。

　いや、道路だけではない。芝(しば)生(ふ)の上や茂みの中、不良たちが投げ捨てたたばこの吸(す)い殻(がら)の上、さらには真吾たちの周辺にも、円形の光が湧(わ)き起(お)こる。

「な、何だ!? 」

　突然のことに、真吾たちは立ち上がり、穂香は下着を握りしめたまま、互いの背中を守るよう輪になって固まった。

　驚いたのは真吾たちだけではない。道行く人も、不良たちも、この奇怪な光景に度(ど)肝(ぎも)を抜かれ、動けないでいる。

　やがて、光の輪の中から、一本の腕が這(は)い出(で)てきた。

「うおっ！」

　腕は大地を確かめるかのように地面をまさぐり、支点を定めると、もう一方の腕を出現させる。二本となった腕は、まるで水の中から這い上がるかのように、それを出現させた。

　最初は頭、次に顔、首、肩、胸……。

　光の輪の中から現れたのは、少なくとも、外見上は人間と変わらない生物だった。だが、人間でないことは明らかだった。地面から湧き出てくるような人間など、この世には存在しない。

　その証(しよう)拠(こ)に、その生物の目は、凶(きよう)暴(ぼう)性(せい)を主張するかのように、真っ赤に染まっていた。

　そんな生物が、至る所から、ずるり、ずるりと這い出してくるのだ。

「う、うあ……」

「な、何だ、こいつら……！」

　真吾たちも声をうわずらせ、息をするのも忘れてこの異様な光景を見守った。

　その生物は、それぞれ筋(きん)骨(こつ)たくましい体になめし革の鎧(よろい)を着込み、手には物(ぶつ)騒(そう)な得(え)物(もの)を握りしめていた。

　真吾たちの目の前に現れた男は、ギラリと輝く抜き身の刀(とう)剣(けん)を持ち、またある者は長大な槍(やり)を、またある者は見ただけで残(ざん)虐(ぎやく)な破壊力を想像させる斧(おの)を手にしている。

　そんな物騒な連中が数十人、厳(いか)めしい顔で真吾たちを睨みつけているのだ。

　いつの間にか、近くにいた老人や主婦が追い立てられるように真吾たちの側(そば)まで来ていた。異様な生物たちは真吾たちを完全に包(ほう)囲(い)し、圧倒している。

　そんな中、男の一人が口を開いた。

「地球人共よ、貴様らに訊きたいことがある！」

　ぐっと身構える真吾たちを威圧するように見据(みす)え、リーダー格らしい男は告げた。




「ラメントはどこだ！」




「……………………………………………………はっ？」

　その威圧感とは裏腹に、言葉の意味するところが理解できず、真吾たちは一瞬、呆気にとられた。

「な、何だって？」

「ラメント？」

「みんな、知っているか？」

「し、知らないんだな」

「この世界にいることはわかっているのだ！　隠し立てする意味はない！　へたに抵抗するようなら、痛い目を見てもらうぞ！」

　そう言われても、答えようがなかった。

　その代わりに、光夫が口を開いた。

「それはそうと、いきなりやってきて物騒な話じゃねぇか。挨拶(あいさつ)もなしかい」

　思わぬ指摘に男は少し眉(まゆ)を上げ、ややあってフッと苦笑した。

「これはこれは失礼した。確かに、名乗りも上げずに一方的に要求を通すのは礼(れい)儀(ぎ)に適(かな)わぬ」

　そして、威圧的で無(ぶ)骨(こつ)な風(ふう)貌(ぼう)に似合わず、男はいっそ優(ゆう)雅(が)なほどの仕(し)草(ぐさ)で礼をとった。

「我らはオクターヴァ。この地とは異なる世界より参った、惑(わく)星(せい)オクターヴァの民(たみ)にして偉大なる神、トランクィロの子なり」

「お、オクターヴァ？　トランクィロ？」

　ますます訳がわからなくなる。

「おい、全然わからないぞ。そもそも異なる世界ってのは何だ？」

「この世界とは別の世界。本来なら交(まじ)わることのない別次元の世界だ」

「交わらない世界なら、どうしておまえたちがここにいるんだよ」

「神の思(おぼ)し召(め)し、としか言いようがないな。我らがトランクィロ様でさえも、偶然が作用したとおっしゃっていたくらいだ」

　偶然イコールうさんくさい神様の手違い。そんな図式が真吾たちの脳裏に浮かんだ。

「その異世界から、てめえらは何をしに来たんだ？」

「言ったはずだ。我らはラメントを捜(さが)している」

「ラメント？　そんな奴、知らねぇな」

　オクターヴァの男は、今度は声を立てて笑った。だが、ちっとも愉(ゆ)快(かい)そうではなかった。その口元から、犬(けん)歯(し)と言うには大きく鋭すぎる、牙(きば)のようなものが垣間見える。手にしている刀剣と相まって、ゾッとしない。

「くくく、知らぬと言うか？　この世界を創造し、この世界を守護する神の存在を、神に造られし貴様らが知らぬわけがなかろう」

「神？」

　真吾は思わず口にしていた。

「そんなもの、この世界にはいない……」

　言いかけて、絶(ぜつ)句(く)した。

　神などいない。いないはずだった。

　つい、三日前までは。

　真吾たちは素早く視線を交わした。

　もしかして。あの軽(けい)薄(はく)なノリの女神が、彼らの言う「ラメント」なのか。

　そんな真吾たちの反応を、男は見逃さなかった。

「ほう、心当たりがあるようだな」

　確かに心当たりはある。だが、どこにいるかなどはまったくわからない。

　そもそも、これはどういう状況なのだろう。

　神様は「世界の危機が訪れる」と言っていた。それがこのオクターヴァとかいう連中なのか。その連中がどうして神様を捜しているのか。

　自分たちが知っていることを話すべきなのか。それとも、何もかも秘密にした上で、彼らを撃退すべきなのか。

　この場に自分たちとオクターヴァ以外の一般人がいるのも、真吾たちの判断を迷わせた。彼らに自分たちのことが知られてもいいのか。知られてでもオクターヴァの連中を倒すべきなのか。

　意外な状況に判断が追いつかなかった。迷いが決断を遅らせた。

「うわぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！」

　遠くで絶(ぜつ)叫(きよう)が響き渡る。

　見れば三人組の学生が、武装した男たちに取り押さえられていた。

「は、放せ、放せよ！」

　学生たちは懸命の抵抗を試みるが、男たちはびくともしない。

　すると、学生たちが押さえ込まれている地面が光り出した。恐怖に引きつる学生たちを飲みこむように光は広がり、収(しゆう)束(そく)するとそこに学生たちの姿はなかった。

「お、おい！　何をした！」

「我らの世界に連れて行っただけだ」

「連れて行って、どうしようってんだ？」

「客人として我らのために働いてもらうのさ」

「それは、奴(ど)隷(れい)って言うんじゃないのか」

「そうとも言うな」

　男はちっとも面白くなさそうに笑うと、周囲を仰ぎ見るように視線を走らせた。

「もう一度言う！　無駄(むだ)な抵抗は止(や)めろ！　貴様らでは我々に勝つことは不可能！　おとなしくラメントの居場所を教えれば、貴様らの身の安全は保証してやろう！」

　遠くから、パトカーのサイレンが聞こえる。誰かが警察に通報したのだろう。

　しかし、真吾たちには助かったとは思えなかった。こいつらなら簡単に、警察官くらい打ち倒してしまうだろうということが予想できたのだ。

　どうすればいい。どうすれば、どうすれば！

　迷う真吾を尻(しり)目(め)に、最初に動いたのは光夫だった。

　光夫も、真吾同様に警察は当てにしていなかったが、突破口の一つにはなるだろうと考えた。少なくともこの連中の武装には、銃(じゆう)のような飛び道具が含まれていないからだ。

　だから光夫は迷わなかった。思いきり、目の前にいる槍を持った男に飛びかかる。

　男は一番小さな光夫が立ち向かってくるとは思わなかった。だが、男からしてみれば光夫の動きなど赤子も同然、簡単によけることもできたし、一撃で喉笛を掻(か)き斬(き)ることもできた。その余(よ)裕(ゆう)があったから、あえて光夫の攻撃を体で受け止めようとした。だが。

　猛烈な衝(しよう)撃(げき)と共に男は弾(はじ)き飛(と)ばされた。

　何が起こったのかわからない男たちは我が目を疑い、次いで、怒りをあらわに光夫へと武器の矛(ほこ)先(さき)を向けた。

「小僧！」

　リーダー格の男の剣が、容(よう)赦(しや)なく振り下ろされる。切っ先は、間違いなく光夫の肩口を捕らえていた。だが、その刃は光夫の体を切り裂くことはなかった。まさに肩口に触れるという寸前、いきなり、剣の刀身が跡形もなく砕(くだ)け散(ち)ったのだ。

「なっ!?」

　愕(がく)然(ぜん)とした表情で、男は柄(え)だけになった剣を目にする。

　その機を逃さず、タロウも動いた。

「分身！」

　たちまち、二〇体近くに分身する。

「ぬおっ!?」

　駆けつけようとした男たちを、タロウの群れが足止めする。だが、所(しよ)詮(せん)は足止めだ。リーダー格の男が鼻で笑って叫んだ。

「この程度のまやかしなぞ！」

　言うやいなや、両手を前にかざす。すると手の先から、何と炎が逬(ほとばし)った！

「うおっ！」

　掃(そう)射(しや)される炎に、タロウは逃げまどい、淳は瞬間移動で距離を置くことしかできない。光夫は、意外な攻撃にバリアを張るのも忘れて横に飛(と)び退(の)き、その先で、穂香と真吾にぶつかった。

「お、おい！　何で二人ともまだこんな所にいるんだよ！」

「な、何でって……！」

「避難しとけよ！　穂香姉ちゃんたちがいたら足手まといだろ！」

　足手まといという言葉が、グサリと真吾の胸をえぐった。

「ちょこまかと逃げおって！」

　再び、炎が光夫を襲(おそ)う。

　光夫は舌打ちして、真吾たちを背にかばってバリアを展開した。

「おい、真吾！　俺の背中から出るなよ！　出た瞬間にバリアはおまえを守らなくなるからな！」

「ほ、本当に男は守らないのかよ！」

「文句なら後で聞く！　気が散るから今は黙ってろ！」

　バリアのおかげか、間近に炎を浴びせられていても、熱さは感じなかった。だが、真吾たちをかばっている以上、光夫の動きは封じられることになるのだ。

　攻撃の要(かなめ)は光夫である。タロウも攻撃の手数は多いが、決定力に欠ける。だから、光夫が戦力にならないのはとてつもなくまずかった。

　そこへ、けたたましいサイレンの音と共に、パトカーが二台、戦いの場になだれ込んできた。

　パトカーから降り立った警官は、異様な風(ふう)体(てい)の男たちを前に顔を強(こわ)ばらせた。

「お、おまえたち、何をしている！」

「しゃらくせぇ！」

　一際(ひときわ)体格のいい男が、丸太のような棍(こん)棒(ぼう)を投げつける。警官は飛び退いてそれをかわすが、一台のパトカーは直撃を受けてフロント部分がぐしゃぐしゃになった。

「な、何だよ、こいつら！」

「むちゃくちゃだ！」

「気をつけろ！　奴らが所持している武器は本物だ！」

「何ぃ!?」

「くそっ、こいつらを公園から出すな！　かまわんから撃(う)てぇ！」

　警官の銃撃が始まる。

　ところが、男たちはその銃弾を、いたって冷静に各々(おのおの)の武器で受け止め、跳(は)ね返(かえ)す。

「う、噓(うそ)だろ!?」

「あいつら、化け物か!?」

　しかし、男たちも銃弾を防ぐので手一杯で、なかなか反撃に転じられない。いや、正確には、警察の銃撃と光夫たちの攻撃、両方に注意を払い、牽(けん)制(せい)しなければならなくなったため、うかつに動くことができなくなっていたのだ。ただ、身動きが取れないのは光夫たちも同じだった。

「光夫殿、この隙(すき)に……」

「俺が動いたら、誰がおまえらを守るんだ？」

　膠(こう)着(ちやく)状態が続くが、不利なのは光夫たちの方だった。

　警官の銃弾には限りがある。それが途絶えたとき、男たちの一大攻勢が開始されることは明らかだった。

「くそっ、どうすりゃいいんだ！」

　思い切って攻めるべきか、それとも今のうちに逃げ出すべきか。

　決めあぐねているそのときだった。

　警官たちの目の前に、一際輝く光の円が出現したのは。

「うわ！」

「な、何だ、これは！」

　警官たちの狼狽(ろうばい)にかまわず、円の光はさらに威力を増していく。そして、真吾たちの視界を奪うほどの光がその場に満ちたとき、一人の少女が円の中から猛烈な勢いで飛び出してきた。

「リ、リーナ様！」

「お、女の子!?」

　歓声のような男の声と、驚(きよう)愕(がく)する真吾たちの声が重なる。

　光の円から飛び出してきた少女は、身に纏(まと)った豪(ごう)奢(しや)なドレスをひらめかせて着地を決めると、鋭い視線で周囲を一(いち)瞥(べつ)した。

　歳(とし)は十代の前半くらいだろうか。可愛らしい容(よう)貌(ぼう)ではあるが、顔つきも体つきもまだまだ幼さを色濃く残し、ドレス姿もあって、どこかの可(か)憐(れん)なお姫様のようだった。だが、手には自分の体よりも遙かに大きい物騒な剣を持ち、大きな瞳から放たれる眼(がん)光(こう)は見るものをひれ伏させるような威(い)厳(げん)を湛(たた)えていた。

「この程度の戦力に、何を手間取っている」

　その声は鈴を鳴らしたように可愛らしく、幼かったが、人を小馬鹿にしたような、鋭いトゲが含(ふく)まれていた。

「しかたがない、少し手伝ってやろう」

　さらに、次に及んだ行為に至っては最悪なまでに暴力的だった。

　無(む)造(ぞう)作(さ)に振るった剣が、一撃でパトカーを真っ二つにしたのだ。

「うげぇ!?」

　驚く間もなく、さらに、返す刀でもう一撃。今度は、猛烈な衝撃波となって警官たちの脇をかすめ、真吾たちを襲った。

「うあっ……！」

　かわす必要はなかった。いや、かわす余裕などなかった。幸いにも衝撃波は、真吾たちの目の前の地面を大きくえぐり取っていくのみにとどまったが、圧倒的な破壊力の前に、真吾たちは呆然(ぼうぜん)と立ちすくむことしかできなかった。

「今日の所はこれまでだ！」

　少女が一(いつ)喝(かつ)すると、オクターヴァの男たちは一斉に、波が引くように武器を収め、警官たちから距離をとる。

　豪奢なドレスを翻(ひるがえ)し、少女は高らかに宣言した。

「我が名はリーナ！　オクターヴァの第一王女、リーナ・シェン・フィス・オクターヴァなり！　地球人よ、貴様らに一日の猶(ゆう)予(よ)を与えよう！　翌朝、我らは再びこの地にやってくる。だがそのときの対応次(し)第(だい)では、我らオクターヴァは総力を結集し、五億六〇〇〇万の戦士によって地球は焦(しよう)土(ど)と化すであろう！」
















　光が、少女を、男たちを包み出す。

「明日、我らはオクターヴァの大王と共に再びこの星に降り立つ！　我らオクターヴァは戦いの民！　いかなる武力にも屈することはない！　だが願わくば、我らは誠意ある対応を望むものなり！」

　それは事実上の最後通告だった。

　こんな世界、いつでも滅ぼせるのだという自信が、ありありと浮かんでいる。

「くそ、好き勝手言ってんじゃねえぇ！」

　激(げつ)昂(こう)した光夫が王女に向かってとびかかる。だが、王女はまるで蠅(はえ)でも追い払うかのように剣を振るうだけで、光夫の動きを完全に封(ふう)じ込(こ)めた。発生した衝撃波を光夫はバリアで防いだが、ビリビリと大気を振るわせる圧倒的な力を感じずにはいられなかった。

「早まるな」

　何事もなかったかのように剣を引き、王女は言う。

「貴様らの相手は明日、我らが大王がたっぷりしてくださるだろう」

　高(こう)慢(まん)な物言いは、絶対の自信に裏打ちされて真吾たちを押さえ込んだ。

「では、さらばだ。明日という日を楽しみにしているがいい」

　光が、王女を包む。王女だけではない。男たちを、そして、男たちに捕まった老人が、主婦が、光の中ですがるような目を真吾たちに向けている。

「あ……」

　真吾は咄(とつ)嗟(さ)に手を伸ばそうとした。助けなくてはという思いが、体を突き動かそうとした。だが。

　目の前にいる少女の眼光に射すくめられ、真吾は動けなかった。それどころか、背筋を震わせ、今にもへたり込みそうだった。

　光が、少女たちの姿をかき消していく。老人や、主婦の姿を飲みこんでいく。

　そして――

　すべてが、光の中に消えていった。
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　憔(しよう)悴(すい)しきって淳(じゆん)の家に戻ってきた真(しん)吾(ご)たちだったが、とにかくまずは、今後の対策を考えなければならなかった。

　しかし、誰(だれ)も口を開かない。開けない。

　それぞれがそれぞれに思うところがあって、しばらく無言の時が続く。

　それでも、沈(ちん)黙(もく)に耐えられなくなったのか、淳は何気なくテレビをつけた。少しでも雰(ふん)囲(い)気(き)を和(やわ)らげようとしたのだろうが、それは果たせなかった。

　テレビはニュースを流していた。それも、どうやら緊(きん)急(きゆう)速(そく)報(ほう)のようだった。

「お、おい、これ……」

　光(みつ)夫(お)がかじりつくようにテレビに食い入る。他の面々も、つられて画面に見入った。

　ニュースの内容は次のようなものだった。

　今日の午前、日本の各地で新(しん)興(こう)宗(しゆう)教(きよう)の狂(きよう)信(しん)者(しや)と見られる武装集団が一(いつ)斉(せい)蜂(ほう)起(き)。彼らは「ラメントを渡せ」「ラメントの居場所を教えろ」など、意味不明の要求を一般市民に対して行い、たまたま居合わせた人々を次々と襲(しゆう)撃(げき)。全国で三〇〇人近い負傷者と行方(ゆくえ)不(ふ)明(めい)者(しや)が出た模様。さらにこの集団は、翌朝に一大攻勢をかけると予告。事(じ)態(たい)を憂(ゆう)慮(りよ)した警察と政府は自衛隊を出動させて警戒に当たらせる可能性を示(し)唆(さ)した。

　また、未確認の情報ながら、日本だけでなく、世界各国で同様の事件が発生しているとの情報が入っている。

「これって……」

　間違いない。つい先ほどまで、自分たちが関わっていた件である。それが、全国、いや、全世界規模で行われていたというのだ。

「おいおい、何かすげえ大事になってるぞ」

「世界の危機がすでに大事だろう」

「ん、んなこと、わかってるけどさ……」

　光夫とタロウのやりとりを尻(しり)目(め)に、真吾はぽつりと呟(つぶや)いた。

「五億六〇〇〇万、か……」

「どうした真吾、まさか怖(お)じ気(け)づいたのか？」

　からかい半分の口(く)調(ちよう)だったが、何も返答がないと悟(さと)ると、光夫の表情はみるみる険(けわ)しいものになっていった。

「おい、本当に、怖じ気づいたって言うんじゃないだろうな？」

　返事はない。だがそれが、雄(ゆう)弁(べん)に真吾の心境を表していた。

「まさか、みんなも怖じ気づいたりはしてないよな」

　この問いかけに、淳は視線を逸(そ)らし、タロウは大きくため息をつき、穂香(ほのか)は、瞑(めい)目(もく)したままピクリとも動かなかった。

「な、何だよ！　戦う前からどうしてそんなんなんだよ！」

　誰も、答えない。

「お、俺(おれ)のバリアを見ただろ！　あの王女の攻撃も、俺のバリアには通用しなかったじゃないか！」

　確かに通用はしなかった。しかし、王女の力は防いでなおあまりある力の違いというものを真吾たちに見せつけたのだ。それは光夫自身も自覚していることだった。だからこそ、ここで挫(くじ)けるわけにはいかなかった。一度挫けてしまえば、立ち向かう意志を奪われてしまうことが明白だったからだ。

「いいのかよ。おまえら、このままやられっぱなしで、本当にいいのかよ！」

「じゃあ、訊(き)くぞ」

　たまらずに、真吾は反論した。

「俺たちは、勝てるのか？」

「うっ……」

「敵は今日の比じゃない数で攻めてくるんだ。数は段違い。おまけに、連中の大ボスまでやってくるらしい。今日の戦いですら手こずった、いや、勝つこともできなかった俺たちが、まともに戦えると思ってるのか？」

「……………………」

　答えられなかった。勝てるさ！　と言わなくてはいけないのに、光夫は何も言えなかった。

「……ちくしょう」

　光夫の声が震える。

「この程度かよ……。俺たちはこの程度なのかよ！」

　怒りに握りしめた拳(こぶし)のやり場がなく、無力感に涙(なみだ)がこみ上げてくる。

「くそっ……、くそっ！　ちくしょぉぉぉぉぉ!!」

　泣き出しそうな声で叫(さけ)んで、光夫は部屋を飛び出した。穂香は慌(あわ)てて後を追おうとするが、誰も動こうとしないのを見て、立ち止まった。

「無(ぶ)様(ざま)だな」

　ギョッとなって、真吾たちは顔を上げた。

　そこには穂香が、いや、穂香の姿をした別なものが仁(に)王(おう)立(だ)ちしていた。

「何が選ばれし者だ。何が世界を救うだ」

　口調が違う。瞳(ひとみ)もガラスのように無(む)機(き)質(しつ)だ。そのくせ、見下すような視線の圧(あつ)迫(ぱく)感(かん)だけは凄(すさ)まじかった。これは……。

「ぐ、グランか……？」

　押しつぶすような威圧感に飲まれ、真吾たちは喉(のど)を干(ひ)上(あ)がらせた。グランは答えず、吐(は)き捨(す)てるようにして言った。

「所(しよ)詮(せん)、そなたらのような人間など、この程度の存在か……！」

　言い捨て、穂香は、いや、グランディオーソは踵(きびす)を返した。

「……『選ばれし者』が一人ではなく、何(な)故(ぜ)、五人なのか」

「え？」

「よく考えるがいい。これは最後の賭(かけ)だ。そなたらが住(すみ)吉(よし)穂香が見込むような戦士であるならば、自(おの)ずと進むべき道が見えてくるはずだ。穂香は、その道にたどり着くことを願っている。さもなくば――待つのは滅(ほろ)び、だけだからな」

　足音も高らかに、穂香の姿をしたグランディオーソは、部屋を出て行った。

　穂香がいなくなると、一気に緊張の息が切れた。二人と一匹は息をつき、顔を見合わせる。

　グランの言葉がやけに重くわだかまって――

　三人はしばらく、穂香の出て行ったドアを見つめることしかできなかった。







　光夫はむしゃくしゃしたような、それでもどこか寂(さび)しいような気分で歩いていると、後ろから穂香に呼び止められた。

「何しに、来たんだよ」

「光夫くんのことが、心配だったんですよ」

　穂香は光夫の隣(となり)に並んで、歩く。

　二人はしばらく無言で歩いていたが、沈黙に耐えられず、光夫は切り出した。

「なあ、穂香姉ちゃん、明日は、俺の家に来ないか？」

「どうして、ですか？」

「俺の力があれば、穂香姉ちゃんを守ってやれる」

「…………」

「家族とか、穂香姉ちゃんが守ってやりたいって思う人も連れてこいよ。それくらいなら、どうにかなるから」

「ごめんなさい、それはたぶん、できません」

「な、何でだよ！」

「私が守りたい人は、とても大勢いるんですよ」

「だ、だったら、そいつら全員連れてくればいい！　ちょっとくらい多くても、どうにかしてやるさ！」

「本当に、ですか？」

「ああ！」

「男に二言はありません？」

「もちろんだ！」

「じゃあ、お願いしますね」

　穂香はにっこり笑って、告げた。

「地球にいる人々、すべてを守ってください」

　光夫は呆(あつ)気(け)にとられ、次いで、大いに憤(ふん)慨(がい)した。

「ちょ、ちょっと、穂香姉ちゃん、何だよそりゃ！」

「やっぱり、できないんですか？」

「できるか！」

「男に二言はないはずじゃ……」

「守りたくても、できないものはできないんだよ！」

　穂香は再び笑った。今度は、柔(やわ)らかい表情で、まるで弟か小さな子供を見るような目で、微笑(ほほえ)んだ。

「やっぱり、光夫くんも守りたいんですね、この世界を」

　何やら引っかけられたような気もするが、光夫は黙(だま)って頷(うなず)いた。守れるものなら守りたい。けれど、守りたいと思うだけではどうにもならないこともあるのだ。

「俺一人じゃ、どうにもならないよ」

「一人じゃないですよ」

　算数の数式の間違いを指摘するように、穂香は言う。

「光夫くんには、仲間がいるじゃないですか」

「あいつらに、何を期待するんだよ」

「みんな、選ばれし者たちで、正義のヒーローじゃないですか」

「一度も世界を救ったこともないのに、世界を救えるかもわからないのに、ヒーローって名乗るのはおこがましくないか？」

「違いますよ、光夫くん」

「な、何がだよ」

「世界を救うだけが、ヒーローじゃありませんよ？　そこをよく考えてみてください。私から言えるのは、それだけです」

　謎(なぞ)かけのような言葉に、光夫は何も答えられなかった。

「……穂香姉ちゃんは、何のために戦うんだ？」

「簡単です」

　人差し指を唇(くちびる)に当て、片目を瞑(つぶ)って見せた。

「大好きなこの世界を守るため、です」

「大好きな、世界……」

「ねえ、光夫くん」

「え？」

「選ばれし者が光夫くん一人じゃないのは、どうしてだと思います？」

　答えられない。答えはわかっていても、今の光夫には、その答えが信じられなかった。

　そのことを見越したように、穂香もそれ以上は何も言わなかった。

　ただただ、沈黙が流れてゆくだけだった。
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　――女の子がいじめられていた。

　人通りの少ない空き地で、一〇歳くらいの男の子たちが、やはり一〇歳くらいの女の子をいじめている場面に、小学生の真吾は遭(そう)遇(ぐう)したのだ。

　男の子たちは女の子を小突き回し、はやし立て、からかい、石を投げつける。そんな場面に思いもかけず直面し、真吾は動けなくなった。

　どうしよう。

　真吾の心はざわめいた。

　へたに関われば、自分にも危(き)害(がい)が及ぶだろう。相手は多人数だ。勝ち目はない。

　見て見ぬふりをすれば、自分に害は及ばない。けど、それが正しいことではないということはわかっていた。

　だから迷う。どうする、どうする？

　まだ誰も、真吾に気がついていない。逃げるなら今のうちだった。だけど、逃げ出したいという気持ちと、見捨ててはいけないという良心とがせめぎ合った。

　そうこうしているうちに、男の子たちが真吾に気付いた。気付かれたと思った瞬間、心臓がひっくり返りそうになり、真吾は反射的に踵を返した。だが。

　彼らに背中を向ける一瞬に、真吾は女の子と目が合った。

　泣きはらした目で、助けを求めるように、すがりつくような悲しい瞳で、真吾の姿を捉(とら)えていた。

　けれど、足は止まらなかった。男の子たちの体が、真吾の方へ向くのもわかった。だから真吾は逃げ出した。目が合ったことは気のせいだったと思いこんで。今の光景は何も見なかったのだと、自分に言い聞かせて。

　全力で逃げて、家に飛び込んで、真吾は激しく後(こう)悔(かい)した。

　どうして逃げ出してしまったのか。どうしてあの女の子を見捨ててきてしまったのか。

　一瞬だけ合った女の子の瞳が、真吾を責めるようにして脳(のう)裏(り)から離れない。

　弱い自分が情けなかった。弱い自分が悔(くや)しかった。あまりに情けなくて、あまりに悔しくて、涙があふれてきた。けれど、どんなに泣いても、どれだけ後悔しても、もう遅かった。

　涙をぬぐい、意を決してあの現場に戻ってみたが、すでに彼らの姿はなかった。

　姿がないことに、わずかながらも安(あん)堵(ど)を覚える自分が、とことんイヤだった。

　もし、次があるのなら。

　呆(ぼう)然(ぜん)と立ちつくす真吾は、やがて拳を握りしめ、誓(ちか)うのだった。

　そのときは、絶対に、助けよう、と。今度は逃げ出さずに、立ち向かおうと。

　そう決意した。だけど。

　だけど……。




　――そう、か……。




　目を覚ました真吾は、ゆっくりとベッドから身を起こした。




　――俺はまた、あの子を救うことができなかったんだ……。




　決意してからすぐだった。

　場所はどこだったか覚えていない。けれど、あのときの女の子がいじめられている場面に、真吾は再び遭遇したのだ。

　結果だけを言うと、真吾はまた、女の子を助けることができなかった。

　勇気を持って男の子たちの中に割って入ったが、あっさりと返り討ちにあったのだ。

　女の子を助けることができなかった。いじめっ子たちを懲(こ)らしめることもできなかった。ただ、現実の厳しさを突きつけられただけだった。

　そして、現在。

　あれから五年の月日が流れ、名(めい)誉(よ)を挽(ばん)回(かい)するチャンスがやってきた。やってきたはず、だったのに。世界を救うことで、あの女の子を救うことができるはずだったのに。

　また、ダメだった。

　敵に、勝つことができなかった。

　いや、それよりも何よりも……。

　自分が情けなかった。

　何でよりによって、スカートをめくる力なんか授(さず)かってしまったのか。

　これはチャンスだったのに。あのとき助けられなかった女の子を、もう一度助けるチャンスだったのに。そのチャンスを、真吾は自ら手放したのだ。

　真吾は喉の奥で笑った。悔しくて、悲しくて、自分がどうしようもなくて、自分を笑うことでしか自分で蔑(さげす)むことができなくて、真吾は一人、笑った。

　自(じ)業(ごう)自(じ)得(とく)だ。これ以上ない、自業自得だ。

　絶対に助けるだって？　どの口がそんなことを言うんだ。

　誰かに、いや、あの女の子に責めて欲しかった。何をやっているんだ、と。おまえの決意はその程度だったのか、と。とにかく、情けない自分をどうにかして欲しかった。

　そんな願いが通じたわけではないだろうが、来客を告げるチャイムが鳴った。

　両親はまだ帰っていない。無視したいところだったがそうもいかず、渋(しぶ)々(しぶ)ながら真吾は起きだし、一階へと下りた。

　チャイムは一定の間(かん)隔(かく)を置いて鳴らされ続ける。しつこいなと思いつつドアを開けると、そこには予想外の顔があった。

「こんばんは」

　住吉穂香が、先ほどとはうってかわって穏やかな表情で、玄(げん)関(かん)に立っていた。

「ど、どうしたんだよ、いきなり」

「一つだけ、どうしても確認しておきたいことがあって」

「確認したいこと？」

「はい。あの、どうして、ですか？」

「……何が」

「どうして、真吾くんは、簡単に諦(あきら)めちゃうんですか？」

　真吾は苛(いら)立(だ)った。自分で内省したばかりだったからなおさらだ。

「そんなの、言わなくてもわかるだろ。俺の力は何の役にも立たない。その力を選んだのは俺。俺が自分で自分の首を絞(し)めたんだ。諦めるというより、どうしようもないだろ」

「違います！」

　激しく反論され、真吾は驚いて上体を反(そ)らした。

　穂香は真剣な表情で、大きな瞳に涙を溜(た)めて、まっすぐ、真吾を見つめてきた。

「どうしようもないことなんてありません！　諦めることもないんです！　だって、だって……！」

　今にも泣き出しそうになりながら、それをこらえるかのように鼻をすすって、告げた。

「何の力もない真吾くんは、それでも、私を救ってくれたんですから！」

「………………は？」

「本当に覚えてないんですか？　あの河原(かわら)で、私は真吾くんに助けられたんです！」

「河原……？」

「男の子たちにいじめられていた私を、真吾くんが助けてくれたんです！」

　助けた？

　俺が、穂香を？

　何かの間違いじゃないか。

　そう言いかけたとき、いつもの河原のイメージが、真吾の脳内で閃(ひらめ)くように再現された。そこに、穂香が、泣いている小さな穂香が、立っている。

「助けて！」

　その穂香は叫んだ。ぐしゃぐしゃになった顔で、懸命に声を張り上げて。

　その声を聞いて、俺は、俺は……？

　何かがはじけた。

　ずっと封(ふう)じ込(こ)めていたものが、一気に解き放たれたように。何もかもが、一直線に繋(つな)がって……！

「穂香……？」

　真吾は穂香を見る。当時の面(おも)影(かげ)はない。けれど、その目は、瞳は……。

「あれが、穂香だったのか……!?」

　思い出す。あのときのことを。

　学校からの帰り道、真吾はいつもと違う道を通っていた。無(む)性(しよう)に外を歩きたくて、むやみに歩き回っていたら、いつの間にかあの河(か)川(せん)敷(しき)の方まで出てきていた。

　そこで、女の子の声を聞いたのだ。

　助けて！　と。

　その声に、真吾の体は反射的に動いた。声のしたほうへ向かい、視線を巡らせると、橋の下の陰(かげ)で、一人の女の子がいじめられていた。

　あのときの、女の子だった。

　何も考えられなかった。反射的に、足が動いていた。無(む)我(が)夢(む)中(ちゆう)で、女の子をいじめる集団に突っ込んでいった。

　あとはよく覚えていない。気がついたら、地面に大の字で寝ころんでいた。

　体中が傷だらけで、泥(どろ)だらけで、そこら中が痛んだ。

　負けたことがわかった。

　痛くて、悔しくて、悲しくて、涙があふれ出た。

　そのとき、女の子の姿が目に入った。相変わらずぐしゃぐしゃのひどい顔だったが、もう泣いてはいなかった。

　その女の子は気(き)遣(づか)わしげに、そっと真吾の顔を覗(のぞ)き込(こ)んできた。

　猛烈に恥ずかしかった。消えてなくなりたいとさえ思った。無(む)謀(ぼう)な戦いを挑んで、負けて、その上、助けに入ったはずの女の子に気を遣われているのだ。

　だから真吾は、何か言いかけた女の子の口を遮(さえぎ)るように立ち上がった。そしてそのまま、走った。走って、逃げた。

　女の子から。負けたという事実から。

　自分は無力だから。

　自分は何もできない、ただの人間だから。

　そう思った。そう思っていた。なのに、なのに……！

「ありがとうございます、真吾くん」

　穂香は真吾の手を取り、大きな瞳を優しげに細めて、言うのだ。

「ケンカには負けちゃいましたけど、助けに来てくれたことが嬉(うれ)しかった。それだけでもう、嬉しかったんです」

「……嬉しかった？」

「はい」

「俺が、来てくれたことが？」

「はいっ」

　呆然としつつも、真吾はその言葉の意味を反(はん)芻(すう)していた。

　嬉しかった？

　ケンカには負けたのに？　結局、穂香を助けられなかったのに？

「助けてくれたんです、真吾くんは。真吾くんが助けに入ってくれたから、真吾くんが懸命に戦ってくれたから、男の子たちは疲れちゃって、もう私をいじめる気力をなくしちゃって、そのまま帰っちゃったんです。だからその時点で、真吾くんはもう、勝ってたんです」

　それは、意外な見解だった。

　真吾は負けたはずだった。こてんぱんに、完(かん)膚(ぷ)無(な)きまでに。

　だけど、穂香は勝ったのだと言う。自分を、助けてくれたのだと言う。

「だから、真吾くん。真吾くんには諦めて欲しくないんです。真吾くんは無力なんかじゃありません。力はないし、敵にも勝てないかもしれません。だけど、真吾くんが立ち向かうことで、ただそれだけで、誰かを救ったり、誰かのヒーローになったりすることは、できるんですよ」

「……ひ、ヒー、ロー……？」

　そうなのか。いや、本当に、そうならば。

　真吾が立ち向かうことで誰かを救え、誰かのヒーローになれるのなら。こんな無力な自分でも、役に立てるのだろうか。世界の危機に対しても、自分が立ち向かうことで、何か役に立てるのか。

「真吾くん、一つだけ、お願いがあります」

「……お願い？」

「今度の戦い、世界のためでなくてもいいです。もう一度だけ……、もう一度だけ、私のために戦ってください」

　体が震える。歯の根が合わない。

　あのとき、脳裏に焼き付いた瞳が懇(こん)願(がん)しているのだ。

　戦ってください、と。私のために、戦ってください、と。

「私が言いたいのは、それだけです」

　穂香は照(て)れたように頰(ほお)を染めて、はにかんだ笑みを浮かべて見せた。

「ですから、明日、待ってます」

「…………」

「私、ずっと待ってますから！」

　そうして、穂香は駆け出した。真吾が止める間もなかった。

　穂香の背中を見送り、その姿が見えなくなってからもしばらく、真吾は開け放たれたドアを前に、呆然と立ちつくしていた。

「そんな、バカな……」

　役に立てるのか？　何の力もない、この自分が。

　信じられない。信じられないがしかし、確かなことがある。

　ここで立ち向かわなければ、真吾はまた、同じ過(あやま)ちを繰り返すということだ。何もしなければ穂香の、あの女の子が向けた救いを求める瞳を、再び見捨ててしまうということになる。

　そんなこと、できない。できるはずがない。

　ならばどうする？　決まっているじゃないか。

　立ち向かうべきだ。

　勝てるかどうかわからない。役に立つかどうかもわからない。いや、はっきりと、何の役にも立たない可能性の方が大きいだろう。それでも、だ。

　それでも、自分は立ち向かうべきではないのか。世界の危機に。

　自分をヒーローだと言ってくれた、穂香のために。

「『選ばれし者』が一人ではなく、何故、五人なのか」

　不意に、グランの言葉がよみがえる。

　そうだ。俺が世界を救う必要はない。仲間が救ってくれればそれでいい。その仲間のために、何か一つでもできることがあれば、それこそ、盾(たて)になることでもできれば充分ではないか。

　立ち上がれ、宮(みや)田(た)真吾。選ばれし者として戦うんだ！

　そして今度こそ、自分も納(なつ)得(とく)できる形で、あのときの女の子を救うんだ！

「ありがとう、穂香」

　声に出し、自分を勇気づけてくれた少女の名を呼ぶ。

「俺、やってみるよ」

　真吾は、内心の興奮を押し隠し、ゆっくりと、玄関のドアを閉じた。




３




　運命の日。

　住吉穂香はいつもの時間に目を覚まし、いつものように朝食をとり、いつものように着替え、いつものように家を出た。まったく変わらない日常。だが、家を出た瞬間から、穂香の日常は終わりを告げた。

　いつもの通学路を途中で逸(そ)れ、向かったのは、昨日の中央公園だった。

　別段、理由はなかったが、何となく、予感があった。

　集まるならそこだろうと。

　これといった取り決めをしたわけではないが、選ばれし者が集うのはそこであろうと。

　通勤通学のために、公園へと続く通りは賑(にぎ)わっている。

　天気は快晴。これから戦いに赴(おもむ)くことが信じられないような、澄み渡った青空だった。

　やるべきことはやった。光夫を説得し、真吾に訴えかけ、その後にはタロウのところにも行ったし、淳にも電話をして奮(ふん)起(き)を促(うなが)した。最善はつくしたはずだ。

　あとはもう、なるようにしかならない。これでダメなら、申し訳ないが、世界は滅ぶしかない。

　そんな中、人混みに紛(まぎ)れ、最初に姿を現したのはタロウだった。

　いつものように飄(ひよう)々(ひよう)とした足取りで、穂香の脇に寄り添う。

「遅れて申し訳ない」

「いいえ、来てくれたことで充分です」

「拙(せつ)者(しや)には守らねばならぬ主(あるじ)がいる。それを思い出させてくれたのは、穂香殿だ」

「私は何も、していませんよ」

「……ならば、そういうことにしておこう」

　続いてやってきたのは、淳だった。

「や、やっぱり、こ、ここだったんだな」

「淳殿、どういう風の吹き回しだ？」

「う、うん、ちょっと、か、薫(かおる)に、おお、怒られたんだな」

「か、薫ちゃんに、ですか？」

「『私のために戦ってくれないの？』って。そ、そんなことを言われたら、ぼ、僕としてはもう、や、やるしかないんだな」

「……そうですね」

　穂香の説得より人形の言葉に耳を傾(かたむ)ける辺りが、ちょっと悔しいがいかにも淳らしい。

　さらに少し遅れて、光夫もやってくる。

「げ、何でみんないるんだよ」

「何だ、その言いぐさは」

「し、失礼なんだな」

　光夫は悪(あく)態(たい)をつきながらも、その表情はどこか晴れ晴れとしている。

　穂香は胸がいっぱいになった。

　昨日の状態では、誰が欠けてもおかしくはなかった。いや、誰も来ないのではないかとさえ、穂香は思っていた。

　だけど、彼らは来た。来てくれた。

　それも、いつもと変わらない素振りで来てくれたのだ。

　絶望的な戦いに。絶望的な戦いなのに。

　初めて思う。この人たちは、選ばれし者たちは、何てステキな人たちなんだろう、と。

　ただ、一番いて欲しい人が、まだいなかった。

　最後の一人は、未(いま)だ姿を見せなかった。

「真吾の奴(やつ)、やはりこないか」

「あいつなら、いてもいなくても関係ないだろ」

「で、でも、や、やっぱり全員揃(そろ)った方が心強いんだな」

　そうこうしているうちに公園に着いた。どこか見通しのいい場所はないかと探し歩き、公園の中程にある池の前にたどり着く。そしてそこで、穂香たちは出会った。

　彼らの仲間に。

　最後の、一人に。

「……………………」

「……………………」

　真吾と光夫はまず、無言で顔を合わせた。次いで首を傾げ、お互いに指を差し、ポカンと口を開け、最後に、愕(がく)然(ぜん)として、叫んだ。

「し、真吾!?」

「み、みんな!?」

「なな、何でおまえがいるんだよ！」

「そ、それはこっちの台詞(せりふ)だ！」

「し、信じられないんだな。ど、どうやって立ち直ったんだな？」

「どど、どうやってって……」

　真吾はそっと、穂香に目を向けた。穂香はくすぐったそうに笑い返すだけだった。

「む、お主(ぬし)、穂香殿と何かあったな？」

「何!?　てめえ、どんな色(いろ)仕(じ)掛(か)けで落とされたぁ！」

「ば、バカ野郎！　色仕掛けなんてされてねぇ！」

「ほ、穂香ちゃん。ふ、二人の間に何があったんだな？」

「え？　あの、その、えへへ」

「ぐぁぁぁ、そこで顔を赤らめて変にごまかすな！　凄まじい誤解を呼ぶだろぉぉぉ!!」

　大騒ぎである。そう、いつもの、大騒ぎだ。

　穂香はこみ上げてくる笑いをこらえながら、頼もしい仲間たちを見回した。

　選ばれし者は五人。五人揃っていれば、怖いものなど何もない！

　五人は円(えん)陣(じん)を組むように向き合い、今後の対策を練(ね)った。自分たちが持つ力で、どうすれば五億六〇〇〇万もの敵と渡り合えるのか。それぞれが最初の戦いの反省を生かし、いくつかの作戦を用意してきていた。それらを組み合わせ、吟(ぎん)味(み)している最中に、穂香が敵の接近を感知した。

「き、来ます！」

　同時に、辺りの地面が一斉に光を放った。

　直径一メートルほどの光の円が、まるで地面を埋(う)め尽(つ)くすように輝く。そしてそこから、ずるり、と腕が這(は)い上(あ)がり、やがて、オクターヴァ人がその姿を現し始めた。

「ぐはっ、もう来たのか！」

　時間がなかった。五人は急いで意見をまとめ、充分に練り上げることができないままの作戦で戦いに挑(いど)まなくてはならなかった。

「ま、どうにかなるだろ」

　光夫の強がりは、全員の代弁だった。

　仲間たちの頼もしさが、楽観的なまでに自信となって五人にあふれていた。

「穂香殿！」

　タロウの叫びに、穂香は視線を巡らす。すると、目の前の池が輝いていた。だが、他とは明らかに違うのは、その輝く円が、とてつもなく巨大だったのだ。池のほぼ全周を覆(おお)い尽(つ)くす巨大な円。間違いなかった。ここから、来る！

「松(まつ)川(かわ)さん！」

「わ、わかってるんだな！」

　周辺から湧(わ)き出(で)てきたオクターヴァ人は、穂香たちを襲うでもなく、じっと池を見つめている。待っているのだ。自分たちの主を。

　それは穂香たちにとっては好(こう)都(つ)合(ごう)だった。自分たちが持ち寄った作戦に、変更はない。

　光が輝きを増した。と同時に、光の中から腕が突き出る。

　それはもったいぶるようなことはしなかった。

　巨大な存在を誇(こ)示(じ)するかのように、勢いよく、池の水を盛大に跳(は)ね上(あ)げ、高らかな哄(こう)笑(しよう)と共に、そいつは現れた。

　それはまさに大王という名にふさわしい容(よう)貌(ぼう)だった。

　太く無(ぶ)骨(こつ)な体に、荒々しく日に焼けた肌(はだ)。

　猛(もう)禽(きん)を想(そう)起(き)させる吊(つ)り上(あ)がった目尻に厳(いか)めしい鼻面。

　顎(あご)髭(ひげ)をたっぷりたくわえた口元は凶悪に歪(ゆが)み、瞳は見る者を凍(こお)りつかせるほどの迫力を湛(たた)えている。

　ただでさえ戦いのために生まれたような外見をしているのに、それが雲を突くほどの巨体なのだ。さすがの穂香たちも、しばし圧倒されて声も出なかった。

「地球人共よ！」

　大王が一喝(いつかつ)する。太いとか低いとか、そういう表現では追いつかない、地鳴りのような声だった。

「約束通りやってきたぞ！　さあ、ラメントを渡せぃ！」

「……残念だけど、渡せないんだな」

　淳の呟きと同時だった。

　その場にいたオクターヴァ人は呆気にとられて、身動きが取れなくなっていた。

　何事が起こったのかわからず、お互いの顔を見合わせて、ざわめくだけだった。

　今の今まで、つい一瞬前まで、すぐ目の前に、我らが大王がいたはずなのに。

　だが、その目の前に、大王の姿はなかった。

　忽(こつ)然(ぜん)と、その姿を消していた。







「強(きよう)制(せい)移動か……。やるな、地球人共よ」

　さすがに戦いの民を自認するオクターヴァ人の王である。突然の瞬間移動、そして孤立にも動じる様子がなかった。

　ここは県内にある空港だった。発着便の少ない地方空港なため、人(ひと)気(け)も少ない。滑走路にも飛行機の姿はない。山に囲まれているため、周囲には人家も少ない。被害の少なそうな戦いの場としては、最適な場所であった。

「よ、よぉーし」

　穂香は毅(き)然(ぜん)とした態度で、大王の前に進み出た。

「あなたが、オクターヴァの大王ですか？」

　大王はぎろりと穂香を見下ろして、睨(にら)みつけた。

「いかにも、我はオクターヴァ。惑(わく)星(せい)オクターヴァの王にして支配者、ガルヴァン・ディー・デス・オクターヴァなり！」

　声の一つ一つが大気を震わせ、激しい振動となって穂香たちの耳を打つ。たじろぎそうになる心を、穂香は必(ひつ)死(し)に押さえ込んだ。

「貴様らか？　儂(わし)をこのような場所へ誘い込んだのは」

「ええ、そうです。街中で暴れられたら、困りますから」

「ふむ、それで儂一人を孤立させ、大元を叩(たた)く。なるほど、悪くはないな」

「ありがとう、と言うべきですか？」

「ふふふ、なかなか言うではないか。しかし、たったの五人、いや、一匹は獣(けもの)か。それだけの戦力で勝てると思っているのか？」

「わかりません。でも、やるしかないんです」

「儂も舐(な)められたものだな」

　オクターヴァの大王ガルヴァンは、喉の奥でくつくつと笑った。

「よかろう、ならばせいぜい楽しませてもらおうか」

　大王の姿が突然、消えた。いや、消えたわけではない。ガルヴァンは相変わらず穂香たちのすぐ目の前にいた。だが、サイズが通常の人間のサイズに縮(しゆく)小(しよう)されたのだ。

　縮小といっても、身長は二メートルを優に超えるだろう。感覚が麻(ま)痺(ひ)するほどの巨体ではなく現実的なサイズになったことで、逆に圧倒的な偉(い)容(よう)を感じさせ、びりびりと伝わる殺気が皮(ひ)膚(ふ)を貫(つらぬ)くかのように突き刺さる。

「これなら、まともな勝負になるだろう」

　ガルヴァンが手をかざす。すると、突(とつ)如(じよ)現れた青(せい)龍(りゆう)刀(とう)のような刀がその手の中に収まる。幅広の刀(とう)身(しん)もあって、使い手であるガルヴァンを凌(りよう)駕(が)するほどの巨大さだった。

「我らオクターヴァは戦(いくさ)の民！　戦うことで己(おのれ)を磨(みが)き、血を守り、繁(はん)栄(えい)を築いてきた！　戦いこそが我らの誇り！　強敵と相まみえることこそが宿(しゆく)願(がん)！　我と雌(し)雄(ゆう)を決しようと挑んできた貴様らに敬意を表し、全力で相手をしてやろう！」

「言ってることは恰(かつ)好(こう)いいが、こっちとしては迷惑極まりないぜ」

　光夫のぼやきと共に、全員、戦闘態勢に入る。

　ガルヴァンは最高のおもちゃを前にした子供のように爛(らん)々(らん)と目を輝かせ、刀を天に向かって突き上げた。

「行くぞ！　――夜空に瞬(またた)く星々よ、その身に炎を纏(まと)い、大地を焼き尽くせ」

　キッと穂香たちを視界に捉え、刀を振り下ろす。

「その身を破壊の化身とし、すべてを打(う)ち砕(くだ)け！」

　空にいくつか、いや、無数と言ってもかまわないほどの光点が生じる。

「ま、まさか……！」

　光夫は咄(とつ)嗟(さ)にバリアを展開した。自分たちの周囲だけにではない。空港全体を覆うほどの、巨大なバリアを張り巡らす。と……。

　炎の尾を引いた隕(いん)石(せき)群(ぐん)が、穂香たちの頭上を襲う！

　予(あらかじ)め展開してあったバリアによりそれは防がれるが、後から後から隕石は降り注ぐ。

「こ、これは、奴の仕(し)業(わざ)か？」

「そ、そうなんだな、きっと！」

「冗(じよう)談(だん)じゃねぇぞ……」

　光夫は歯を食いしばり、大量の汗を流しながらバリアを展開し続ける。

「こんな反則技、ありかよ！」

　その叫びは自らを奮い立たせようとするものだった。予想外の強力な攻撃は、光夫のバリアをもってしても容易に防げるものではなかった。両手をかざし、足を開いて踏(ふ)ん張(ば)らなければ、今にもバリアを破られかねなかった。

　隕石は、バリアに触れると同時に消滅する。だが、次から次へと降り注ぐ隕石は豪雨のようにバリアを叩き、耳をつんざく爆音が大地を揺るがして光夫の足下を脅(おびや)かす。

「ほう、この攻撃を防ぐか」

　隕石群の落下が収まると、ガルヴァンは感心したように呟いた。光夫は不敵に笑ってみせたが、がくりと膝(ひざ)をついた。

「光夫くん!?」

「く、くそっ、やべえぞ、あんなのを何度も喰らったら、保(も)たない！」

　今ので相当な体力を消(しよう)耗(もう)したのだろう。光夫の足は疲労に震えて立ち上がることができず、荒い呼吸を繰り返す。

「ならば、これはどうだ！」

　大王の攻撃が、容赦(ようしや)なく繰り出される。

「――炎よ、逆(さか)巻(ま)き、逬(ほとばし)り、すべてを焼き尽くせ！」

　炎が、竜(たつ)巻(まき)のように渦巻いて地上すれすれを駆け抜ける。

「ちぃ！」

　再び、バリアの展開。炎による攻撃を防ぎきると同時に、光夫は地面に両手をついた。

「き、きついぜ……！」

　大王はさらに、追い打ちをかける。

「――風よ、その身を刃(やいば)と変えて、すべてを切り裂け！」

「う、うおおおおおおおおおお！」

　無数の真(しん)空(くう)の刃が、四(し)方(ほう)八(はつ)方(ぽう)から襲いかかる。光夫は気力を振り絞ってバリアを展開した。かろうじて、防ぐ。

　だが、光夫の体力は限界に近かった。酸素を求める体に呼吸が追いつかず、胸が詰まり、頭がガンガン痛む。

「ち、ちくしょう……！　これ以上は、厳しいぞ！」

　ガルヴァンは刀を下ろして語りかける。

「すべて防いだか……。目には見えぬが素晴らしい防御能力を有する障(しよう)壁(へき)を展開しているようだな。それだけでも、称(しよう)賛(さん)に値(あたい)しよう」

　その声には、本当に光夫を讃(たた)える響きが含まれていた。

「しかし、守るだけでは勝てまい」

　ゆっくりと、刀を中段に構える。

「さあ、次は貴様たちの番だ。儂を楽しませてくれよ？」

　それは明らかな挑(ちよう)発(はつ)だった。穂香たちに攻撃させ、回避または受け止めた上で、反撃しようとしているのだろう。ただ、その口調から察するに、純粋な好奇心からこちら側の攻撃を見てみたいというのもあるようだ。

　穂香たちとしては願ってもないことだった。防御の要(かなめ)であり、同時に攻撃の要でもある光夫の消耗が激しすぎる。このまま攻撃を受け続ければ、いつかは倒れてしまうだろう。そうなれば、穂香たちにガルヴァンの攻撃を防ぐ術(すべ)はない。

「……て、てめぇら、一回だけだからな。それ以上は、無理だぞ」

「どのみち、一度しか通用せぬ戦法なのだ。この一撃にすべてをかけよう」

「や、やるしかないんだな」

　男たちは決意する。泣いても笑っても、勝っても負けても、これが最初で最後の攻撃だ。

　真吾と穂香は、そんな三人から音も立てずに数歩下がった。

「みんな！」

　呼びかけるが、誰も振り返らない。

「頑張ってください！」

　それでも、三人は、大きく頷いた。

「ようし……」

　呼吸を整え、光夫は叫ぶ。

「フォーメーション・Ｚ！」

　それが、攻撃開始の合(あい)図(ず)だった。

　まずは淳が、タロウをいきなりの瞬間移動でガルヴァンの前に出現させる。

　それだけではない。タロウは十数体に分身し、ガルヴァンの機(き)先(せん)を制(せい)する。正面と、頭上、左右から一気に襲いかかる！

「小(こ)癪(しやく)な！」

　大王の一(いつ)閃(せん)は、しかし分身ばかりをなぎ払い、タロウの本体を捕らえられない。本体は、大王の後ろにいた。

「ガオォォォォォォォ!!」

　壮(そう)絶(ぜつ)な咆(ほう)哮(こう)と共に、躍りかかる。だがガルヴァンは、超人的な反射神経で振り返り、刀を振り上げた。

「その程度の奇(き)襲(しゆう)が、通用すると思ったか！」

「通用してるじゃねぇか」

　背後から声がする。愕然としたガルヴァンが見たのは、淳の瞬間移動で互いの体が触れあうぎりぎりの位置まで移動してきた、光夫の姿だった。

「な、何だと……！」

「いいから、喰らえ……！」

　全精力を傾けて、バリアを展開！　

「う、うお、うごおおおおおおおおおおおおおおおおお!!」

　隕石をも受け止め、消滅させる力が、ガルヴァンを直撃する。それだけではない。分身したタロウが両手両足に二匹ずつ食らいつき、動きを封じると同時にタロウ本体も捨て身の覚悟で背中にのしかかった。

「き、貴様らぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!!」

　並みの人間であれば、触れた瞬間に気絶するほどの衝撃である。それに大王は耐えていた。大王の体を伝って衝撃がタロウにも襲いかかる。だが、タロウはこらえた。少しでも大王の重荷となり、少しでもバリアに押しつける重(おも)石(し)となるため、全身を駆けめぐる衝撃を、懸命にこらえた。それがわかっているから、光夫も躊(ちゆう)躇(ちょ)しなかった。力を振り絞ることに精一杯で、躊躇している余裕もなかった。

「お、おのれぇぇぇぇぇぇぇぇ……！」

　ガルヴァンは最後の力を振り絞った。タロウをその手に食らいつかせたまま刀を振り上げる。

「さ、させないんだなぁぁぁぁぁぁ！」

　咄嗟に、淳が瞬間移動でガルヴァンの腕に体全体を使って絡(から)みつく。さらに、断りも無しに強制移動させられた真吾が大王の頭上に降ってくる。

「ばっ！　いきなりは……！」

　だが、腕の一振りで真吾は振り払われ、淳も呆気なく振り落とされてしまった。

「こ、こやつ……！」

「まだ、倒れないのかよ……！」

　だが、そこまでだった。

　再び振り上げた刀の切っ先が天を指したまま静止する。やがて、ゆっくりと、刀が力無く、手の中からこぼれ落ちていく。バリアにぶつかった瞬間に、刀は跡形もなく砕け散った。

「み、見事、だ……」

　そしてガルヴァンもまた、口元にうっすらと笑みを浮かべながら地面に倒れこんだ。

　選ばれし者たちはその光景を、固(かた)唾(ず)を呑(の)んでじっと見守っていた。

「…………か、勝った……？」

　やがて、誰ともなしに言葉が漏(も)れる。

「勝った、のか……？」

　実感がなかった。勝ったのかどうかさえもわからなかった。

　それがわかったから、穂香は言った。叫んだ。

「勝ちました……。私たちは勝った、勝ったんですよ！」

　その言葉を聞いて、ようやく、許されたように空気が弛(し)緩(かん)した。

　タロウは脱力してその場に伏せ、光夫はぜいぜい喘(あえ)ぎながらへたり込んだ。

　そんな二人の元へ、真吾に穂香、淳は駆け寄った。

「みんな、本当に……、本当に、よく頑張りました！　格好良かった、みんな格好良かったですよ！　みんなは本当に、最高のヒーローです！」

「はは……」

「何と……」

「ぼ、僕たちが……」

　光夫たちは苦笑した。

「ヒーロー、か……」

　どこかこそばゆい響きだった。けれど、そう呼ばれることが、他の何物にも代え難い最高の褒(ほ)め言葉であるような気がした。

「って、ちょっと待て！　真吾は何もしてないだろうが！」

「な、何だよ。最後に大王に向かっていっただろ！」

「あれは淳の機(き)転(てん)だろ！　てめえはやっぱり何もしてねぇじゃねぇか！」

　そんなやりとりに、笑みがこぼれる。戦いを終えた充実感と、ヒーローと呼ばれたことへの照れ隠しと。様々な感情が入り交じりながらも、彼らが最終的に到達するのは、笑顔だった。

「あ、あの……」

　歓喜の輪の中、穂香がおずおずと手を上げた。

「どうした、穂香殿」

「えっと、仲良くはしゃいでるところ申し訳ないんですけど……」

「「仲良くない！」」という真吾と光夫の叫びを無視して、穂香は続けた。

「まだ、終わらないみたいです」

「何!?」

「まだ、来ます」

　言うと同時だった。

　大王のすぐ側(そば)に、光の円が輝く。それがオクターヴァ人が登場する前触れであることがすでにわかっている真吾たちは、一様に緊張を示した。

　そして……。

　光の中から、一人の少女が飛び出してきた。
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「あ、あいつは!?」

　それはリーナだった。オクターヴァの王女、リーナ・シェン・フィス・オクターヴァだった。

　少女は軽(かろ)やかに着地を決めると、優(ゆう)雅(が)な仕(し)草(ぐさ)で膝を折り、倒れ伏すガルヴァンの体を抱き起こした。

「しっかり、しっかりしてください、お父様！」

　リーナの呼びかけに応え、うめき声を上げながら、ガルヴァンはうっすらと目を開けた。

「お、おお……、リーナか……。どうして、ここに……」

「お父様が消息不明になったと聞いて飛んで参りました。けど、まさか……、まさかお父様がやられてしまうなんて……！」

「ふっ、正々堂々たる戦いで敗れたのだ。悔いは、ない……」

「お父様に悔いはなくとも、わたくしは悔しいです」

　少女はそっとガルヴァンを横たえると、キッと真吾たちを睨みつけてきた。

「おまえたちが、お父様をやったのか……！」

　幼い顔立ちに目一杯の険(けん)を込める。

「許さない。お父様の仇(かたき)は、私が討つ！　このリーナが、オクターヴァの第一王女、リーナ・シェン・フィス・オクターヴァがなぁ！」

　壮絶な殺気が真吾たちを襲う。タロウなどはその迫力を敏(びん)感(かん)に察知し、思わず数歩後退していた。

「来たれ、魔(ま)剣(けん)ブルレスケ！」

　王女の声に呼(こ)応(おう)し、一振りの剣が中空より現れる。それはリーナの体よりも遙(はる)かに巨大な剣だったが、リーナはその剣を手のひらに収め、いとも簡単に振り上げるのだった。

「容赦はしない、行くぞ！」

　剣を振り上げたまま、猛烈な勢いで突っ込んでくる。一瞬にして肉(にく)迫(はく)された真吾たちには為(な)す術(すべ)がなかった。

「ふ、伏せろ！」

　咄嗟に叫んだ光夫の声に、真吾たちはその場に伏せる。その頭上を、リーナの剣が捕らえた。だが、寸前で壁にでもぶち当たったかのように動きを止める。光夫のバリアが、かろうじて間に合ったのだ。

「み、光夫！」

「ち、ちくしょう、人をこき使いやがって！」　

　憎まれ口をたたく光夫だったが、表情には一分の余裕もなかった。

「や、やべぇ……。みんな、逃げろ……！」

　言い切る前に、何でも防ぐはずのバリアが、ついに、打ち砕かれた！

　勢いあまって地面に打ち付けられた剣の衝撃で、真吾たちは吹き飛ばされた。

　精も根も使い果たした光夫は、起きあがることもできず、仰向けで倒れたままだった。そんな光夫を見下ろすように、オクターヴァの王女が立ちはだかる。

「わたくしの一撃を受け止めたのは褒めてやる。だからせめて、苦しませずに死なせてやろう」

「へっ……、いらねえよ」

　精一杯強がって鼻で笑うが、王女の表情は変わらなかった。

「……さらばだ」

　いっそ無(む)慈(じ)悲(ひ)に、剣を振り下ろす。

　だが、それをむりやり引き止めるように、真吾が振り下ろそうとする腕に組み付いた。

「何!?」

「光夫、今のうちに逃げろ！」

「し、真吾!?　何やってんだよ！」

　真吾は正(しよう)真(しん)正(しよう)銘(めい)の丸腰である。攻撃性の力を持っているわけでもないし、身を守る術もない。光夫の力が底をついた今、その身に降りかかる刃は、確実に真吾の命で受け止めることになる。そんなことはわかっているだろうに、真吾は、不格好ながらも光夫を助けようと、懸命に王女の腕にしがみついていた。

「ええい、鬱(うつ)陶(とう)しい！」

　屈(かが)み込(こ)み、振り払う勢いを利用して、真吾を背中から地面に叩きつける。

　受け身の取れなかった真吾は息が詰まり、痛みよりも息苦しさに激しく喘いだ。だが、それでも王女の腕は放さなかった。

「貴様！」

　王女は剣を左手に持ち替える。だが、こう自分と密着していては剣は振るえない。しかたなく王女は柄(つか)の部分で、真吾の頭と顔面を殴(なぐ)りつけた。

「それだけか!?　貴様はこうしてわたくしの腕に組み付くしかできないのか!?　それでどうやって、このわたくしを倒せる!?」

「……倒せないだろうな」

　殴(おう)打(だ)された顔面は、すっかり腫(は)れ上(あ)がっていた。額(ひたい)からは出血し、目に入って視界を奪う。けれど、真吾は離れなかった。食らいついたまま、離そうとしなかった。

「けど、俺のやっていることは無意味じゃない。仲間を助けるための時間稼(かせ)ぎになるなら、それで充分、役目は果たしている」

「自らの命を盾に、仲間の命を救おうというのか!?」

「ああ、そうだ。仲間の危機を黙って見過ごすようじゃ、ヒーローにはなれない……！　そんなんじゃ、ヒーローなんて口にする資格なんかないんだぁ！」

　王女は絶(ぜつ)句(く)し、一瞬だが動きを止めた。だが、すぐに哀(あわ)れんだ目になり、真吾の喉元に、剣の柄をたたき込んだ。

「ごぁっ!?」

　これにはさすがの真吾もこらえきれなかった。息が止まり、咳(せ)き込(こ)もうとしてしかし呼吸ができず、しかも激しい痛みが全身を駆け抜け嘔(おう)吐(と)感(かん)を誘う。たまらずに真吾は喉を押さえ、地面に転がってのたうち回った。その機を逃さず、王女は剣を構える。

「心(こころ)意(い)気(き)だけは、立派だったな」

　のたうち回りながら、真吾はまずい、と思った。これはもう、冗談ではなく、本気で死ぬな、と感じた。

　だが、きっと、自分の行為は無駄(むだ)にはならない。きっと、この行為が、このわずかに稼いだ時間が、仲間たちに何らかの影響を及ぼすに違いない。

　不思議と恐怖は感じなかった。すんなりと死を受け入れている自分に気がついた。いや、そうではない。きっと、わかっていたのだ。

　自分は死なないと。

　自分が仲間のために体を張るのなら、仲間もまた、自分のために体を張るのだから。

「死ね！」

　王女の剣が振り下ろされる。だが、それは、真吾の元にはたどり着かなかった。

「バリアァァァァァァァァ！」

　光夫のバリアが、王女の一撃を防ぐ。

「何ぃ!?」

「み、光夫！」

「くっそぉ！　いいか、これが本当に最後の最後だからな！　バリアが破られる前に、どうにかしやがれぇ！」

　王女の剣がバリアに触れているにもかかわらず、剣は砕け散ることなく存在している。もはや物体を破壊するだけの力はなく、ただ単純に攻撃を受け止めることしか出来なくなっているようだった。

　真吾は淳と穂香に引きずられて王女から距離をとった。喉の痛みをこらえ、仲間たちの顔を見回す。

「くそ！　ど、どうすればいいんだ！」

「拙者たちがどうにかするしかあるまい！」

「どうにかって……、攻撃の要だった光夫の力はもう使えないんだぞ！」

「拙者がやる」

　何気ない言葉だったが、「やる」に込められた意味に気づいて、真吾は息を呑んだ。

「幸いにも、あの王女は大王と比べて華(きや)奢(しや)だ。皮膚も柔らかかろう。ならば、食いつくことさえできれば、拙者でも喉笛を食い破ることはできる」

「タロウ……」

　残(ざん)酷(こく)な物言いだったが、しかし、それしか方法はなかった。

「基本的な作戦は変わらん。だが、拙者の分身も限界が近い。そこで真吾、お主の力が重要になる」

「お、俺の!?」

　ただでさえ驚いたのに、その作戦内容を聞いて、真吾はさらに驚いた。

「そ、そんなうまくいくかよ」

「他に方法はない！」

「け、けど……」

「てめぇら、早くしろぉぉぉぉぉ！」

　光夫が限界を訴える。もはや迷っている暇も、躊躇する余裕もない。

「よぉし、行くぞ！」

　まず、淳がタロウを瞬間移動させる。

　いきなり眼前にタロウが出現し、リーナはギョッとなった。

「――ちぃっ！」

　反射的にかわそうとし、しかしリーナは背後に別の殺気を感じる。

　違う！　こちらは囮(おとり)、本命は後ろ！

　リーナは腕の一振りでタロウの分身をなぎ払うと、その勢いのまま振り返る。だが、真吾はその瞬間を待っていた。最初で最後の、一度きりのチャンス。手加減は必要ない。

　真吾は思いきり腕を振り上げ、力の限り叫んだ。

「めくれろぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉ!!」

　神から授けられた力が、発動する。風もないのに王女のドレスの裾(すそ)がざわめき、そして、一気に、めくれあがる！

「なっ……！」

　傘(かさ)のように広がり、めくれあがる裾を、王女は慌てて押さえる。素足が丸見えになるが、めくれあがるのに時間がかかった分、押さえつけられてしまい、王女の視界を奪うには至らない。

「ま、まずいんだな！」

「いや、大丈夫だ！」　

　王女の両手は塞(ふさ)がっている。しかもめくれあがった裾が邪(じや)魔(ま)をして、素早い対応は不可能だ。この機会を逃す手はない。

　タロウは飛び込んだ。まっすぐに、王女の首をめがけて。

　タロウの牙(きば)が、王女の喉を捕らえる。捕らえた、はずだった。

　だが、何と、王女はこの攻撃を、身をかがめることでかわしたのだ。

「ば、バカな！」

　信じられない思いで着地するタロウ。しかし、まだ王女の態勢が不利なことに変わりはない。

　それは真吾も同じように感じていた。まだいける。もう一度だけ、チャンスはある。だから、タロウが飛びかかったとき、真吾は勝利を確信した。だがその確信はすぐに霧(む)散(さん)した。

　タロウは王女に食いつくことなく、再び、地面に降り立ってしまったのだ。

「た、タロウ!?　何やってんだよ！」

　真吾は怒鳴るが、タロウは動こうとしなかった。変わりに、困ったような目で、真吾を見るのだった。

「し、真吾……」

「ど、どうしたんだよ！　何で……」

　そこまで言って、タロウがとまどう理由がわかった。

　王女はぺったりと地面に座り込んでいた。しかも、まったくの隙(すき)だらけの格好で、泣いていた。

　顔をぐしゃぐしゃにし、小さな子供のようにしゃくり上げながら、ぼろぼろと涙をこぼしている。その姿はもはやオクターヴァの王女ではなかった。死闘を演じた敵でもなかった。それはただの、少女の泣き顔だった。

「そ、そんな……、どうして、こんなこと……、ひどいよ……」

　時(とき)折(おり)口にする断片的な言葉も、たがが外れたように上ずり、目元を真っ赤にしながら何度も何度も手の甲で涙をぬぐう。

「お、おい、どうしたんだ？」

「わからん」

「な、何だよ。これじゃまるで、俺たちがいじめてるみたいじゃないか」

　泣きじゃくるリーナを取り囲むようにしているのだ。端(はた)から見れば、いじめている以外のなにものにも見えないだろう。

　どうしたものかと困り果てる真吾たちの中で、穂香がゆっくりと近づき、膝をついて視線の高さを合わせ、話しかけた。

「あ、あの、どうしたんですか？　大丈夫ですか？」

　たった今まで殺す殺さないの真剣勝負をしていた相手にかける言葉としては適切ではなかったが、他に言いようがなかった。

「その……、そんなに泣くほど、私たち、ひどいことしました？」

　命を奪おうとしていたが、そんなことでこの王女は泣いたりしないだろう。
















　しばらく泣き続けていた王女だったが、やがて涙が出尽くしたのか、鼻をすすり上げながらも顔を上げ、ぐるりと自分を取り囲む人間たちを見回し、その視線が真吾の上で止まった。

「お、おまえか？」

「え？」

　泣きはらした以上に王女は顔を真っ赤にして、言った。

「お、おまえが、その……、わ、私のドレスの裾を……、め、めくったのか？」

　そう直接的に言われると返答に窮(きゆう)するが、ごまかしを許さないような表情で睨みつけられたので、真吾は頷いた。すると王女は「そうか……」と観念したように項(うな)垂(だ)れた。

「何ということだ……」

　オクターヴァの王女リーナは、諦めたように、ため息混じりに呟くのだった。

「貴様のようなハレンチな男が、わたくしの、夫となるのか……」
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　あれから一週間が過ぎた。

　世界は多少の傷を抱えたものの、今までとさほど変わらずに日々は流れていった。

　オクターヴァ人の出現に、世界中はパニックに陥(おちい)る寸前だった。だが、大王であるガルヴァンが撤退(てつたい)命令を下(くだ)したため、地球人とオクターヴァ人との間で、本格的な戦闘(せんとう)が発生することは未然に防がれたのである。

　その最大の功(こう)労(ろう)者(しや)はもちろん真(しん)吾(ご)たちである。真吾たちがガルヴァンを倒し、その実力を認めさせたため、ガルヴァンは真吾たちの要望を受け入れたのである。

　さらに、真吾たちが大王を連れ去ったことでオクターヴァ人の間に動揺(どうよう)が走り、彼らが大王の捜索(そうさく)に時間を割(さ)いたこともあって、偶発的な戦い以外は引き起こされることなく、双(そう)方(ほう)共(とも)にわずかな軽傷者を出しただけですんだ。また、最初の戦いでオクターヴァに連れ去られた人たちも帰ってきたようで、大規模な異世界人の侵攻(しんこう)があったにもかかわらず、犠(ぎ)牲(せい)者(しや)はおろか被害らしい被害もなかったのは奇跡に近かったかもしれない。

　とはいえ、オクターヴァ人の存在は、しばらくマスコミをにぎわせた。一週間経(た)った今でも、オクターヴァ人という謎(なぞ)の存在について、加熱した報道を続けている。公式には新(しん)興(こう)宗(しゆう)教(きよう)の狂(きよう)信(しん)者(しや)の集団ということになっているが、何もない所から急に現れたとか、怪(あや)しげな術(じゆつ)を使っていたとかの情報もあり、一部では宇宙人説まで流れているほどだ。

　ただ、おそらくもう二度と今回のような襲(しゆう)撃(げき)はないだろうから、日が経つにつれて異世界人のことも忘れ去られていくだろうと思われた。

　真吾たちもまた、できることならば彼らのことは忘れたかった。疲れが消え、傷が癒(い)えていくように、彼らの記憶も消えていって欲しかった。きれいさっぱり、なかったことにしたかった。

　そう、ただ勝利して、今ある平和を守っただけならば、こんなことは思わなかったに違いない。

　オクターヴァ人の撤退と引き替えに払った代(だい)償(しょう)は、とてつもなく大きかったのだ。







　真吾たちの中で一番の重傷を負ったのは、実は真吾だった。光(みつ)夫(お)は一番辛(つら)そうにしていたが、二日も経つとすっかり元通りの元気を取り戻していたし、タロウと淳(じゆん)も目に見えないダメージはあったものの、こちらももう元通りである。

　穂香(ほのか)は最初から無傷だったので、リーナによって直接ぶん殴(なぐ)られて出血まで強(し)いられた真吾が、一番の重傷者となったのだ。

　怪我(けが)のことは、両親には階段から落ちた、ということにした。それを伝えたときの母親は、疑うことはしなかったが、バカにしたように言うのだった。

「これでやっと男らしくなったわね」

「どういうことだよ」

「怪我は男の勲(くん)章(しよう)って言うじゃない。ま、階段から落ちてできた傷だから、マヌケっちゃあマヌケだけど」

　母親とのそんなやりとりが、半(なか)ば毎朝の習慣となっていた。

　そうして一週間が過ぎ、余計な詮索(せんさく)をされることもなく、真吾の傷は、宮(みや)田(た)家の話のネタとして重(ちよう)宝(ほう)されることになったのだ。

　今日も今日とて、朝食を摂(と)っている間、母親に散々からかわれた。いい加減にしてくれと思ったとき、まるで助け船のように玄関(げんかん)のチャイムが鳴った。母親は「こんな朝早くに誰(だれ)かしら？」と、玄関に向かう。

　それを横目に見ながら真吾はさっさと朝食を終え、部屋に戻ろうとしたところで玄関に行ったはずの母親に呼び止められた。何でも、真吾に来客なのだという。

「お、俺(おれ)に？」

「うん。だから、ほら、早く行きなさい」

　妙にニヤニヤした気持ちの悪い笑顔で、送り出す。しかたなく真吾は玄関へ向かったが、そこで待っていたのは信じられない人物だった。

「遅いぞ、愚(おろ)か者(もの)」

　それは、可(か)愛(わい)らしい女の子だった。

　その彼女が何者なのか、真吾は一瞬、わからなかった。彼女とは二度しか会っていないし、何よりそのときの服装と現在の服装にギャップがありすぎた。

　あのときは、豪奢(ごうしや)なドレスを着ていた。それが今は、真吾が通う県(あがた)ヶ丘(おか)高校の制服を身に纏(まと)っているのである。味気ない県ヶ丘の制服が、綺(き)麗(れい)な髪にとてもよく似合う。いや、そうではなくて。

「どうした？　バカ面をさらして」

　サイズがやや大きいのか、少女が両腕を広げて見せても、袖(そで)は指先辺りまで隠してしまう。そんな姿が実に微笑(ほほえ)ましいが、相手が相手なだけに、真吾は笑えなかった。

「早く着替えてこい。学校へ行くぞ」

　オクターヴァの王女、リーナ・シェン・フィス・オクターヴァは、そう言って真吾を急(せ)かすのだった。







　真吾のクラスは怒(ど)濤(とう)のざわめきに揺れていた。

　リーナが転校生として紹介されたのだが、その触れ込みが異常だった。

　まずは、転校生として普通に紹介された。可愛い女の子なので、男連中は盛り上がる。次に、リーナは某国(ぼうこく)の王女様なのだと紹介された。これには男女問わず盛り上がった。さらに、ある目的のためにお忍びで日本に滞在(たいざい)しているので、クラスのみんなもあまり彼女のことは口外しないようにと口止めされる。お忍びの王女様という部分に一層ボルテージが上がり、おまけに彼女は一三歳で本当はまだ中学生なのだが、特別な配慮(はいりよ)によりこのクラスへ転入したとあって、この少女への興味は最高潮に達した。

　そうなると、当然のように疑問が湧(わ)いてくるわけだ。この王女様は何の目的で日本に滞在し、どんな理由でこのクラスへ転入してきたのか。

　それについて、担任の梓(あずさ)川(がわ)柚(ゆず)子(こ)は頭痛を押さえるかのようにこめかみに手を当て、言うのだった。
















「彼女は、そこの宮田真吾くんの、婚約者なのです」

　地獄のような沈黙(ちんもく)が流れた。

　クラス中の視線が、一斉に真吾に注(そそ)がれる。

「というわけで、リーナさんは宮田くんとの学生生活の思い出を作るために、わざわざ日本にやってきました。一(いち)途(ず)な少女の健(けな)気(げ)な想いを、皆さんで応援してあげましょう」

　返事はなかった。そのことを予想していたのか、柚子は動揺することなく続けた。

「それから宮田くん。――あとで職員室に来なさい。拒否権はありません」

「……はい」

　突然の事態に、驚くこともできない。

　真吾は素(す)直(なお)に頷(うなず)くことしかできなかった。







　職員室で真吾は、柚子にたっぷりと絞(しぼ)られた。いろいろ聞き出された、の方が正しいか。無理もない。いきなりどこかの国のお姫様がやってきて、担当するクラスの男の子が婚約者だと言われた日には、誰だって驚くだろう。詮索するな、と言う方が不可能だ。

　半ば興味本位も入り交じったような質問をいくつも浴びせられたが、しかし真吾には答えられるようなものはあまりなかった。当然だ。真吾だってついさっきまで、リーナが地球に来ていることすら知らなかったのだから。

　一週間前、リーナはオクターヴァへ戻っていった。しかし去り際に、地球のことをいろいろ勉強して真吾の元へ戻ってくると宣言していた。その宣言通りに、リーナはやってきたわけである。なにやらとんでもない設定を従(したが)えて。

　質問に終始していた柚子だったが、最後にはしっかり忠告もしてくれた。

「二(ふた)股(また)はやめなさい、二股は」

「ふ、二股なんかしてませんよ！」

「あら？　では、あの美須々(みすず)ヶ丘(おか)の子はどうしたんですか？」

「どうしたも何も、俺とあの子はそんな関係じゃないですよ」

「でも、校則を破ってまで宮田くんに会いに来たんですよね？　そんな彼女の気持ちを邪(じや)険(けん)に扱うの、先生はあまり感心しませんよ」

　そんなことを言われても、困るものは困るのだ。

「まあ、美須々ヶ丘の子と何でもないならそれでもいいんですけどね。間違いを起こして問題にさえならなければ」

「ま、間違いって……」

「言っておきますけど、絶対にリーナさんを泣かせるような真似(まね)だけはしないでください。へたをすれば国際問題になりかねないんですから。先生、テレビで『宮田くんはそんな酷(ひど)いことをするような子じゃなかったんです』なんて言いたくありませんからね」

　どんな酷いことをした結果なんだ、それは。

　しかし、言いたいことはわかる。柚子が言っていることと真吾が認識していることに若(じやつ)干(かん)の差異はあるが、結果としては同じことだ。

　リーナと真吾の問題は即(そく)、国際問題になる。国際問題どころか、実はもっと巨大な問題になるのだが、この際、どちらでもいい。真吾が困り果てる根底にあるものは、結局は同じものなのだから。







　廊(ろう)下(か)に出ると、大(だい)輝(き)が待ちかまえていた。教室までの道中、並んで歩く。

「大変だな、真吾」

「大変の度合いを、おまえは正確に認識していないっ」

「そんなことないって。おまえの婚約者は世界を滅(ほろ)ぼそうとした異世界のお姫様だろ？」

　真吾は思わず歩みを止めて、大輝の顔を注(ちゆう)視(し)した。

「どうして、知ってるんだ？」

「愚(ぐ)問(もん)だな。俺は楢(なら)川(かわ)大輝だぜ？」

　不敵に笑って、大輝は一枚の写真を懐(ふところ)から取りだした。そこには、リーナと戦う真吾たちの姿が写されていた。

「んなっ!?　い、いつの間に！　どうやって撮ったんだ!?」

「おまえの制服のボタンを見てみろ」

「ボタン？　……こ、これは!?　――何だ？」

「小型カメラだ」

「何ぃ!?」

　よく調べてみると、確かに、ボタンの一つがカメラのレンズを持っていた。

「俺のいないところでおまえがスカートめくりをしてもリアルタイムで見逃さないために取り付けたんだが……、フッフッフ、面白いものを見せてもらったよ」

「おまえは、凄(すご)いというか、何て恐ろしい奴(やつ)なんだ……」

「今頃気付いたか」

　教室に戻ると、リーナの周囲には女生徒が群がり、その周りを少し間隔(かんかく)を置いて男子生徒が取り囲んでいた。美少女転校生という肩書きだけでなく、他国の王女様で、しかも一般人の真吾と婚約関係だというのだから、気にならない方がおかしいだろう。

　だが、そんな関係を強制的に結ばされた真吾にしてみればたまったものではない。

「おい」

　リーナに声をかけると、クラス中の注目が真吾に集まった。

「お、旦那様の登場だ」

「ひゅーひゅー、熱いねぇ！　二人でこれからラブラブランデブーですかぁ？」

「ぶっ殺す！」

　はやし立てるクラスメイトを無視して、真吾は人の輪をかき分け、リーナの前に立つ。

「ちょっと、来いよ」

　再び教室内がざわめく。

「きゃっ、『来いよ』だってぇ！」

「うわぁ、亭(てい)主(しゆ)関(かん)白(ぱく)気取りだよ、こいつ！」

「少し意外な関係だ……」

「ちくしょー！　死んでしまえ！」

　張(ちよう)本(ほん)人(にん)だというのに、周囲の浮(うわ)ついた空気から隔絶(かくぜつ)されたような仏(ぶつ)頂(ちよう)面(づら)で、リーナは真吾の顔を見上げてきた。

「……何だ？」

「ちゃんと説明してくれよ」

　目で教室を出ようと合(あい)図(ず)したが、リーナは自分の席からちっとも動こうとしなかった。ただひたすら、ムスッとした表情で、だが目に宿る輝きだけは力強く、真吾を見つめている。

「何で俺がおまえの婚約者になってるんだ？」

「…………」

「黙(だま)ってちゃわかんないだろ？」

「…………」

「おい」

「…………」

　成り立たない会話に、三度、周囲がざわめき始める。

「あれ？　もう倦(けん)怠(たい)期(き)？」

「違うよ、きっと人前で旦那と話すのが恥ずかしいんだよ」

「可愛い……」

「初々(ういうい)しいなぁ」

「う、羨(うらや)ましくなんかないからな！」

「永遠に呪(のろ)われろぉ！」

「だぁぁぁぁぁ！　うるせぇぇぇぇぇ！　つーか、おまえらの目は節穴(ふしあな)かぁぁぁ！」

　結局、何も聞き出せないまま授業が始まってしまった。
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　その後も、真吾は休み時間のたびにリーナに事情の説明を求めたが、リーナはじろりと真吾を睨(にら)むばかりで、一向に口をきいてくれる素振りを見せなかった。

　嫌われているのだろうか。

　元々は敵対していたのだから、その可能性はあったが、ではそうなると、わざわざ家まで迎えにきた理由がわからない。それに、口はきかないくせに、ずっと真吾の側(そば)から離れようとしないのだ。

　お昼には、席を移動していきなり真吾と向かい合って弁当を広げ出した。

「……何やってんだよ」

「食事だ」

「だから、何で俺の向かいにわざわざ座るんだよ」

「…………」

　相変わらずのふくれっ面で、リーナは黙々(もくもく)と食事に取りかかる。真吾もしかたなく弁当に手をつけるが、このちっとも楽しくない空気の中では、味なんかわかったものではなかった。

　ふと目を上げると、リーナの視線と正面からぶつかった。

「くっ」と、なぜか舌打ちされて視線を逸(そ)らされ、真吾は憤(いきどお)るよりも悲しくなってきた。

　そうして気まずい昼食を終え、真吾は午後の授業に備えてトイレに立ったのだが、ここでもリーナは真吾の後をついてくるのだった。

　異界の王女様だってトイレくらいは行くだろうと気にしないようにしていたが、真吾と一緒に男子トイレに入ろうとするに至っては、さすがに気にせずにはいられなかった。

「こっちは男子トイレだぞ」

「……うむ」

「女子はそっち」

「……ああ」

「……もしかして、おまえのとこの世界は男女の区別がないのか？」

　ズドゴォ！

　リーナの拳(こぶし)が真吾の腹にめり込んだ。

「そんなわけがあるか、バカ者が！」

「ぐおぉぉぉぉ、しょ、食後に腹はまずいって……」

「バカなことを言うからだ」

「だ、だからって、いきなり殴るなよ……」

　腹を押さえてうずくまる真吾を、リーナは冷たく見下ろしている。

「と、とにかく、ほら、こ、ここでお別れだ」

　酸っぱいものを強引に飲みこみながら女子トイレを指さしてやると、リーナはトイレと真吾の顔を見比べてから、ため息をついて女子トイレに入っていった。

「な、何なんだよ、いったい……」

　ため息をつきたいのは、真吾の方だった。

　トイレから戻り、次の授業の準備をしていると、リーナがやってきた。飽きもせずに真吾を睨みつけているが、何か言いたげに、じっと真吾の顔を凝(ぎよう)視(し)している。

「何か用か？」

「…………」

　だが、やはり無言。

　いい加減にしてくれと、真吾は思うのだった。







　放課後、下校しようとする真吾の後を、リーナは当たり前のようにくっついてきた。

「まさか、ずっとついてくる気か？」

「…………」

「まいったな……」

　今日は、五日ぶりに「選ばれし者たち」が全員集まる日だった。

　今まで穂香が部活の方に精を出してしまい、なかなか集まることができなかったのだ。

　ただ、集まったからといって何かをするわけでもない。いつもの河(か)川(せん)敷(しき)でおやつを広げて、のんびり日向(ひなた)ぼっこを楽しみながら、気楽におしゃべりをする予定だった。

　その予定が大幅に変更されたのは、もちろん、真吾がリーナを連れてきたからである。

「え、ええええええええええ!?」

「し、し、し、し、し、真吾!?」

「そ、そそそそそそその子は!?」

「ど、どどどどういうことだ!?」

　仲間たちと合流したとたん、案(あん)の定(じよう)の大騒ぎである。

「し、真吾！　これはどういうことだ！」

　光夫が早速、食ってかかる。真吾は今日の出来事を包み隠さず、全部話した。

「だ、だ、だ、だからって、連れてくるか!?　ここに！　こいつは俺たちの敵だったんだぞ!?　一歩間違ってれば、殺されてたかもしれない相手なんだぞ!?」

「こいつが勝手についてくるんだよ！」

「だったら追い返せよ！」

「あ、ぼ、僕はかまわないんだな。む、むしろ、ウェルカムなんだな。よ、よく見れば薫(かおる)に似てるし、か、可愛い子は歓迎なんだな」

「ぐあー！　こ、この裏切り者がーっ！」

　光夫は顔を真っ赤にして憤慨(ふんがい)した。タロウも首を振って、呆(あき)れたように言う。

「どういうことだ、王女。いったい、どんな理由があって我々の前に顔を出した」

「…………」

　やはり答えない。じっと黙ったまま、興味深そうに光夫たちの顔を眺(なが)めているだけだ。

「おい、おまえに訊(き)いてるんだよ」

「…………」

「て、てめえ、シカトかよ！　真吾！」

「何で俺に振るんだよ！」

「ま、まあまあ」

　慌(あわ)てて、穂香が取りなす。

「ひとまず、座ってください。今日はお菓子を作ってきたんですよ」

　誰かが持ってきたらしいブルーシートの上には、甘い匂(にお)いを漂(ただよ)わせたお菓子がズラリと並んでいた。女の子の手作りとなれば、意地でも口にしないわけにはいかないだろう。

　真吾が腰を下ろすと、その隣(となり)にリーナも座り込んだ。

「さあ、まずは召し上がってください」

　穂香に勧められるがままに、近くにあったクッキーを手に取り、口に運んだ。

「どうですか？」

「うお、おいしいよ。市販品だって言われてもわからない」

「えへ、ありがとうございます」

　はにかむ穂香の顔を見ながらだと、三〇パーセント増しでおいしく感じる。

「えっと、リーナさんも、どうぞ？」

　だが、リーナはお菓子を凝視したまま動かない。

「あの、リーナ、さん？」

「もしかして、おまえんとこにはお菓子とかないのか？」

「……それくらい、ある」

　まるで危険物でも扱うかのようにクッキーを手に取ると、リーナはゆっくりとそれをかじった。

「……ど、どうですか？」

「…………甘い」

「あ、甘すぎましたか!?」

「…………」

「そ、そうですか……」

　何が。

「おい、真吾」

　光夫が脇腹をつついてくる。

「どうしてクッキー一つ食べるのに、こんなに張りつめた雰(ふん)囲(い)気(き)になるんだ」

「だから、俺に言うな」

「それにしても、これでは会話が成り立たんぞ」

「き、きっと、恥ずかしがりやなんだな。な、慣れない環境に、と、戸(と)惑(まど)ってるんだな」

「戦ってるときはバリバリしゃべってたじゃないか」

「しかも、高(たか)飛(び)車(しや)そうな物言いだったよな」

　リーナの接待(せつたい)を穂香に任(まか)せ（押しつけ？）、男たちはあれこれと想像を巡らせた。

「真吾のこと、『婚約者』って言ってたな」

「そ、そういえば、た、戦いの時に、お、『夫』とかなんとか言ってたんだな」

「言葉通りに捉えるなら、真吾と結婚するためにやってきたということになるな」

「じょ、冗(じよう)談(だん)じゃない！　どうしてそうなるんだよ！」

「じゃあ、どうするんだ？」

「追い返す！　訳もわからないまま結婚させられてたまるかよ！」

「で、でも、内心は、う、嬉(うれ)しいんじゃないのかな？　こ、こんな可愛い子に言い寄られるなんて……」

「言い寄られた記憶なんてない！　事情も説明しない、すぐに暴力に訴える！　しかもがきんちょで無(ぶ)愛(あい)想(そう)でかわいげのかけらもないタカビーな女、どんなに頼まれたってお断りだ！」

　ズガァァァァァン！　と、真吾のすぐ目の前にリーナの剣が振り下ろされた。地面は抉(えぐ)れ、風圧が硬(こう)直(ちよく)する真吾の体を揺さぶる。

　呆(あつ)気(け)にとられる五人の中、リーナは片(かた)膝(ひざ)立(だ)ちになって真吾を睨みつけていた。

「……言いたい放題、言ってくれるな」

　リーナは今にも飛びかかりそうな獣(けもの)のように、低く唸(うな)った。

「何もかも、貴様のせいだというのに」

「な……、どういうことだよ。俺が何をした？」

「口に出すのも汚(けが)らわしいが……、わたくしのスカートをめくったではないか」

「んご……。そ、それがどうしたよ」

「おかげで貴様の婚約者にされてしまったのだ！」

「だ、だから、意味わかんねえよ！　どうしてそうなるんだよ！」

　リーナは額(ひたい)に青筋を浮かべ、唇(くちびる)を嚙(か)んで真吾に剣を突きつけた。

「オクターヴァの王族に連なる女性は、家族以外の男性に顔以外の肌(はだ)を見せてはならない！　そういう因(いん)習(しゆう)があるのだ！　なのに貴様は！」

　唾(つば)を飛ばして言葉を吐(は)きだすたびに、剣の切っ先が揺れて、真吾の顔の前をうろうろする。

「ま、待て、落ち着け」

　冷や汗をかきながら、真吾は上体を逸らして剣から少しでも距離を置こうとした。

「いいか、肌を見せちゃいけないってのはわかる。でもな、それがどうして婚約者とかいう話になるんだ？」

「言ったはずだ、『家族以外の男性に見せてはいけない』とな」

「？　それがどうした」

「げっ」

　光夫は気付いたらしい。

「も、もしかして、家族ならいい。つまり、家族にしてしまえば問題ない、ってことか？」

　リーナは眉(み)間(けん)にしわを寄せ、「問題大ありだがな」と吐き捨てつつも肯定(こうてい)した。

「そ、それで……？」

「…………」

「そ、そんな理由で、俺とおまえが、婚約者に？」

「…………」

「ふ、ふざけんなぁ！」

「ふざけてるのは貴様の方だ！　貴様があんなことをしなければ、何の問題もなかったのだ！」

「それは俺のせいじゃないだろ？　そもそもは、そんな因習があるのに、ドレス姿なんかで戦いに来るおまえが悪いんだろうが」

「あれはオクターヴァの戦(いくさ)装(しよう)束(ぞく)なのだ！」

「どんな世界だ、おまえのとこは！　頭悪すぎだろ！」

　剣が突き出される。真吾は上体を無(む)造(ぞう)作(さ)に後ろへ倒して、間(かん)一(いつ)髪(ぱつ)でそれをやり過ごした。

「あ、危、危、危ねぇな！」

「わたくしたちを侮(ぶ)辱(じよく)するからだ！」

「だ、だって、本当に頭が悪いじゃないか！　なんでそんな因習があるんだよ！」

「ならば聞け。今から三〇〇〇年ほど前の話だ。オクターヴァ人の祖先は、外宇宙からやってきた謎の生物たちと死闘を繰り広げていた」

　いきなり、壮大(そうだい)な展開である。

「しかし、謎の生物はあまりに多く、あまりに強かった。祖先たちは次(し)第(だい)に押され、滅亡寸前まで追い込まれた。そんなときだ、奇跡が起こった」

　信心深い一人の少女が、神に救いを求め、三(みつ)日(か)三(み)晩(ばん)不(ふ)眠(みん)不(ふ)休(きゆう)で祈り続けた。その敬虔(けいけん)な祈りは神の胸を打ち、神を動かした。

　神の力を宿した少女は、驚異的な力を発揮するようになり、自(みずか)ら先陣を切って戦いに赴(おもむ)いた。そこからは連戦連勝。ついに祖先たちは、謎の生物たちを退(しりぞ)け、自らの星を守り抜いたのだった。

　勝利の最大の功(こう)績(せき)者(しや)である少女は、指導者としても非(ひ)凡(ぼん)な才能を発揮し、いくつもの部族に別れていた祖先たちを一つにまとめ上げた。そして、初代女王としてオクターヴァ王国を樹立(じゆりつ)。ここから、オクターヴァの歴史が始まったのだ。

「その少女が戦いに赴いたとき、身につけていたのは普通の娘と変わらない服装だったそうだ。つまり、足首まで隠すようなスカートをはいていたのだ。だが、戦場でそのスカートは一度も翻(ひるがえ)ることがなかった。少女は素足をさらすことなく、敵を屠(ほふ)り、撃退していった。そこから、オクターヴァの王族は、これはもちろん女性限定だが、戦場へはスカートで赴くという因習ができあがったのだ」

「な、なるほど……」

　戦いの民(たみ)と自称するだけあって、いかにもな伝説である。その伝説が巡り巡って、真吾を直撃したわけだ。

「ちょっと待て、じゃ、今のその格好はいいのかよ」

　県ヶ丘の制服は当然スカートであるが、リーナは因習など蹴(け)飛(と)ばすかのように膝上まで肌を露(ろ)出(しゆつ)しているのだ。

　リーナはようやく剣を収め、スカートの裾(すそ)をつまんでみせた。

「よくはない。だが、これはトランクィロ様のご指示なのだ」

「トランクィロ？　何だ、それ？」

「わたくしたちの祖先に助力してくださった、オクターヴァ人が信仰している神の名だ。その神がたまにありがたい助言を授(さず)けてくださるのだが、これもその一つだ。異界であるこちらの世界で生活するにあたって、トランクィロ様は多くの助言を与えてくださったのだ」

「…………」

「それに、オクターヴァの諜(ちよう)報(ほう)部隊が調達してきた書物には、いろいろと参考になるものがあるようでな。『みるく一二〇％！』という書物をもとに、トランクィロ様の指示でいくつか実行してみたのだ」

「はぁ!?」

「何だそりゃ！」

「ふざけんな！」

「それ、日本の漫画じゃねぇか！」

　全員が口々に、呆れた声で叫(さけ)ぶ。

「真吾、『みるく一二〇％』とは何だ？」

　一匹だけ意味のわからないタロウが疑問を投げかける。真吾は額に手を当てながら答えた。

「一部の青少年に大人気の、甘ったるいラブコメ漫画だよ」

　しかも地球の、日本の漫画である。どうしてそんなものを異世界人が知っているのか。

「ま、まさか、俺の学校へ転校してきたのも、朝迎えに来たり、昼食を一緒に取ったりしたのも……？」

「無論、その書物を参考にした」

　それを参考にするのも問題だが、男女の機微(きび)を理解せず、ただ実践(じつせん)するだけというのも問題である。

「とまあ、このように、トランクィロ様はオクターヴァの守り神として度々、私たちに道筋を指し示してくださる」

「それで、地球を襲(おそ)いに来たわけか。いい迷惑だな」

　嫌味全開で光夫は言ったが、リーナは気にした素振りも見せなかった。その態度が、光夫には気にくわなかった。

「だいたい、いいのかよ。おまえのとこの神様はこっちの神様を捜(さが)せと言ってるんだろ？　なのにのほほんと男といちゃついたりしててよ」

「それも、トランクィロ様は了承済みだ」

「はあっ？」

「地球と繋(つな)がりを持つことは悪いことではない。繋がってさえいれば、いずれこちらの神であるラメントを引きずり出すこともできるだろうと仰(おつしや)っていた。迷惑な話だが、これで晴れて、わたくしと貴様は神様公認となったわけだ」

「そんな公認はいらん！」

「わたくしだっていらん！」

　ラメントとトランクィロという神様の間に何があったのかはわからないが、頼むから人様に迷惑をかけないでくれと言いたかった。

　頭が痛み出したのか、光夫は頭に手を当てながら言った。

「一つ訊くぞ？　真吾はこいつのこと、何とも思ってないんだよな？」

「当然だ！」

「じゃあ、王女は真吾のことどう思ってるんだ？　さっきから見てると、とても結婚相手に対する態度じゃないが……」

「もちろん、好きなわけがない。それどころか、最低だとすら思っている」

「だったら何で！」

「最後まで聞け。確かに、わたくしは貴様のことが好きではない。はっきり言えば、嫌いだ。だがな、どうやらわたくしは、どんなに不本意でも、貴様と結婚しなくてはならないらしい」

「だから何で！」

　リーナはスッと目を伏せた。

「世界が滅びる」

　ぐほぉぁ！

　お茶や食べ物を口にしていた真吾たちは盛大に吹き出した。

「うおぉぉぉぃ！　何でそうなるんだ!?」

「……よく、わからん」

　オクターヴァの神であるトランクィロによると、真吾とリーナが接触したことにより、宇宙の因(いん)果(が)律(りつ)とやらが乱れたらしい。このままでは世界は徐々に乱れ、最後には滅びに向かって突き進むことになるというのだ。

「眉唾(まゆつば)じゃねえか？」

「う、噓(うそ)っぽいんだな」

「難しい話で煙(けむ)に巻(ま)こうとしているとしか思えんが……」

「貴様ら！　神の啓(けい)示(じ)を何とこころえる！」

「……いっそのこと滅んでもらった方が、こっちとしてはありがたいんじゃないか？」

「これだから愚か者は」

　言って、リーナは一つ頭を振った。

「こちらの世界と私たちの世界はごく微(び)細(さい)ながらも繋がっている状態なのだ。向こうの被害がこちらに何の影響も及ぼさないとは言い切れまい」

「あ……」

　それは確かに、その通りである。

「じ、じゃあ、何で俺とリーナが結婚すると、世界は滅びないんだよ」

「調和がなされる」

「調和？」

「つまり、子を成(な)すことで宇宙に安定が訪(おとず)れるのだ」

　ぐぼはぁ！

　再び、全員吹き出す。

「こ、こ、こ、こ、こ、子供!?」

「そ、それこそどういう理(り)屈(くつ)だ！」

「詳(くわ)しいことは知らん」

　リーナはぶっきらぼうに答える。

「だが、それが唯一(ゆいいつ)、因果律を元に戻す方法らしいのだ」

「おいおい……」

　話が常にぶっ飛んだ状態なので、真吾はそろそろ感覚が麻痺(まひ)してきそうだった。

「そ、そうだ、肝心なことを忘れていた」

「何だ？」

「お、俺に拒否権はないのか!?」

「ない」

「そうだと思った……。じゃあ、リーナにはないのか？」

「非常に残念ながら、ない」

「あっさり言うな！　俺がイヤだと言っておいて、何でそんな反抗心がないんだよ！」

「しかたがないだろう！　わたくしにはどうすることもできんのだ！」

「それにだ！　結婚だぞ、結婚！　しかも子作りが前提だ！　おまえはさんざん嫌がっている俺と、その、何だ、そういうことをすることになるんだぞ!?　それでもい……」

　ズドゴォ！

　真吾はリーナに顔面をぶん殴られ、吹っ飛んだ。

「う、うぐぉぉぉぉぉぉ……！　な、何するんだよ！」

　リーナは顔を真っ赤にしつつ、ゆらりと魔(ま)剣(けん)をふりかざした。

「そ、それ以上、口を開くなっ……！」

「な、何だ!?　どうした!?　うぉ、ま、待て！　は、話し合おう！　話し合えばわかるはず！　俺には何が何だかわからないがまずはわかりあおう!!」

「あ、あの……」

　そんな二人の間に割って入るように、穂香が手を挙げた。

「真吾くんは、リーナさんが好きではないんですよね？」

「も、もちろんだ」

「それで、リーナさんも、真吾くんを好きでない……？」

「当然だ」

「そんな状態で、結婚できるんですか？」

　リーナはちらりと穂香を一瞥(いちべつ)して、答えた。

「本来ならば無理だ。しかし王族の結婚というのは本人の意志とは関係なく行われることが多いからな。しかもオクターヴァは戦いの民だ。強き者に惹(ひ)かれ、強き者に憧(あこが)れる。強き者には敬意を表し、強き者には素直な賞(しよう)賛(さん)を惜しまない。貴様は、形はどうあれ、オクターヴァの王女であるわたしを倒した。その者と婚姻関係を結ぶのは、オクターヴァではそう珍しくない」

「そ、そうなのか？」

「貴様たちも、その代表的な人物と会っている」

「誰だ？　まったく心当たりがないけど……」

「わたくしの父だ」

「ええ!?」

「父は本当はオクターヴァ人ではない。ある惑星(わくせい)を攻めた際、わたしの母がその強さに惹かれて、猛烈なアタックの末に口説き落としたのだ。母とまともに渡り合える男など、オクターヴァには一人もいなかったからな。嬉しかったんだろう」

　あの大王とまともに渡り合える母親……。見てはみたいが、絶対に会いたくはないと、誰もが思った。

「だから、わたくしが貴様を夫として迎えることは、オクターヴァでは何の問題もない。むしろ歓迎されている。わたくしを倒した猛者(もさ)はどんな男なのか。向こうではその話題で持ちきりだ」

「……さっきから倒した倒したって言ってるが、俺はリーナを倒した覚えはないぞ？」

「戦意を喪失(そうしつ)させるのも倒したと言えるだろう。ただ、民に『スカートをめくられて倒されました』とは言えない。貴様は正々堂々の戦いでわたくしを破ったことになっている。噂(うわさ)が一人歩きして、貴様は父を越える存在だと認識されつつあるのだ」

「げっ！」

　ただのスカートめくりが、えらいことになっているようだ。

「民の期待に応えるのも王族の務めだ。わたくしとしては、五億六〇〇〇万歩譲(ゆず)って、貴様との結婚に同意するしかなかった」

「同意って言葉をちゃんと辞書で調べてこい！　俺は何の賛成も承(しよう)諾(だく)もしてないぞ！」

　いいかげん、叫びすぎて喉(のど)が嗄(か)れてきた。

「し、真吾くん……」

「あ、ああ、大丈夫だ穂香。俺はこんな横暴(おうぼう)には、絶対に屈(くつ)しないからな！」

　安心させようとして言った言葉だったが、しかし、穂香の顔は何故(なぜ)か暗く沈み、「そうですね」というよくわからない返事だけがあった。「頑(がん)張(ば)ってください」というような返事を期待していただけに、肩すかしを食らったような気分だった。

　だからこそ、暗く沈んだ表情の意味が無(む)性(しよう)に気になったが、このときの穂香の胸(きよう)中(ちゆう)を、真吾はまだ知ることができなかった。




３




　いったんはコミュニケーションに成功したが、結局、リーナは次の日からまた仏頂面で過ごすようになった。それでも相変わらず真吾につきまとうのだが、会話を交わすでもなく、何かをするわけでもない。ただひたすら、不(ふ)本(ほん)意(い)そうな表情で真吾の側にいるだけなのだ。

　この状況に耐えられなくなった真吾は何度か会話を試みたが、ほとんどが黙殺(もくさつ)されてしまう。ならばと「黙っているならスカートをめくるぞ」と脅(おど)したところ、見事に会話を成立させることに成功したが、それと引き替えに命が危険にさらされることになってしまった。

　そんな態度のくせに、朝は律(りち)儀(ぎ)に迎えに来るし、授業中も真吾の教科書やノートを覗(のぞ)き込(こ)み、昼食は向かい合って食べ、帰りも一緒に下校する。

　自分を嫌っているのなら放っておいてほしいのだが、リーナは「トランクィロ様のご指示だ」の一言で済ませ、お互いの意思とは無関係に一緒にいることを強要されてしまうのだった。

　だから、日曜くらいは家でゆっくりしたかったのだが、そうは問(とん)屋(や)が卸(おろ)さなかった。

「お兄ちゃん、遊園地に行こうっ！」

　甘ったるいロリ声と共に真吾の家にやってきたのは、おかしなことを口走るリーナだった。

　真吾は玄関で扉を開けた体勢のまま、しばらく凍(こお)りついた。

「……何だ、それは」

　どうにか口にしたのは、リーナの発言に対してであり、またその服装についてだった。

　リーナはピンクのドレスを着ていた。しかも、レースのヒラヒラをふんだんに用い、これまたごてごてと縦(じゆう)横(おう)無(む)尽(じん)にリボンが施(ほどこ)されたドレスだ。頭にもでっかいリボンを載(の)せ、しっかりと編み込まれた髪にも大小様々なリボンがちりばめられている。ドレスの裾はパニエで大きくふくらみ、肩からはハート型のポシェットが提(さ)げられ、何事かと言いたくなるような、ちょっと方向性の間違ったお嬢(じよう)様(さま)ファッションである。

　頭も目も痛くなるような格好だが、リーナは胸を張って言うのだった。

「『いもうと』の『こすぷれ』だ！」

「コスプレかよ！」

　しかも妹である。いったいどんなセレクトだというのか。

「それにしたって、やりすぎだろ、それは」

「そんなはずはない！　トランクィロ様が勧めてくださった『お兄ちゃんと呼ばないで』という『こんぴゅうたげぇむ』の女の子は、間違いなくこういう格好をして男の子を誘っていたのだ！」

「ゲームかい！　……大丈夫かよ、おまえのとこの神様は」

　呆れたように真吾は呟(つぶや)いたが、リーナの耳には届かなかったらしい。

「で？　何で遊園地なんだ？」

「トランクィロ様がぜひ貴様と行ってみろとおっしゃったのでな、しかたなく、だ」

「また神様のお告げかよ！」

「いちいちうるさい男だな、貴様は！　トランクィロ様のお言葉は絶対なのだ！　早く行くぞ！」

「待て、俺はまだ行くとは言ってないだろ！」

　リーナはどこからともなく魔剣を取り出し、子供をあやすようにその刀身を優しく撫(な)でた。

「ブルレスケは血に飢(う)えているのか、最近、夜泣きが酷くてな……」

「よし、行こう！」

　結局、抵抗したところでこうなるのだ。

　それにしても、リーナの格好は目立つ。

　道行く人々が、老(ろう)若(にやく)男(なん)女(によ)問わずに何事かと視線を向け、目を丸くして通り過ぎていく。

　異様な格好は穂香で慣れているはずだったが、人前を歩くとなるとまた別だった。

　とはいえ、さすがはお姫様。この格好が似合っているという以上に、様(さま)になっている。可愛らしい格好なのに、どこか威(い)厳(げん)を感じさせるのは、ない胸を張って堂々と闊(かつ)歩(ぽ)しているからだろうか。そんなリーナの威厳にひきずられるように、真吾もだんだん周囲の目が気にならなくなってきた。これが王族としての力なのだとしたら、オクターヴァの王女、恐るべし、である。

　そうして遊園地に着くと、リーナは顔をしかめて耳を塞(ふさ)いだ。

「何だ、この騒々(そうぞう)しい場所は！」

「どんなとこか知らないで誘ったんかい！」

　真吾は説明しようとしてやめた。こういうのは実際に体験してもらうのが一番だろう。

　ということで、真吾はこの遊園地最大の目玉であるジェットコースターへリーナを誘った。このジェットコースターは連続六回転が売りで、「ローリングサンダースペシャルダッシュターボプラスⅡ」という長ったらしい名前がついている。最高到達点は地上七五メートル、最高時速は一一五キロにもなる、この地方では最大の絶(ぜつ)叫(きよう)マシーンだ。

　初めての遊園地で、いきなり最強の絶叫マシーンへ乗せることにためらわないでもなかったが、ここは一発ガツンとかまして、少しは自分の優位性を確保するためにも、真吾は心を鬼にして挑むことにした。

　一一五キロの大落下に連続六回転を経(へ)た後、終点間際に真吾は期待を込めてリーナに声をかけた。

「どうだっ？」

　リーナは何も答えない。体を震わせ、目元には涙(なみだ)まで浮かべている。

　おお、やったか!?　と真吾は心の中でガッツポーズを作った。だが。

「ふ、ふふふ……」

「ん？　ど、どうした」

「ははは、あはははははは！」

「リーナ……？」

「あはははは、あははははははは！　た、楽しい！」

「へっ？」

「楽しい、楽しいぞ！　もう一度だ！」

「な、何ぃ!?」

　体の震えも目元の涙も、興奮から来るものだったらしい。真吾は自分の敗北を悟(さと)った。

　これで一気にテンションが上がったらしいリーナは、真吾の腕をつかんで引きずるように連れ回し、手当たり次第に絶叫マシーンを制(せい)覇(は)していった。新しい乗り物に乗るたびに、リーナは興奮し、落ち着きなくはしゃぎ回った。

　そんなリーナに付きあっていた真吾だったが、さすがに限界が見え始めていた。しばしの休(きゆう)憩(けい)を申し出たが、元気いっぱいの王女様にあえなく却(きやつ)下(か)された。

「だらしがないな。それでよく、我々と対等に戦えたものだ」

「それとこれとは別だ」

　とにかく、このままでは体がもたない。真吾は目先を変えるためにも、アイスクリームを奢(おご)ってやることにした。

　購入したアイスクリームを差し出すと、リーナは眉間にしわを寄せて睨みつけてきた。

「何だ、この軟(なん)弱(じやく)そうな食べ物は」

「軟弱って……。い、いいから、食べてみろって。うまいぞ」

「これが、か？」

「騙(だま)されたと思ってさ。ほら」

「……もし騙したら、貴様の命はないと思え」

「う、好き嫌いがあるから保証はできないけど……、いいから、ほれ」

　アイスを受け取ったリーナは、しばらくアイスを観察していたが、やがて意を決したように、おそるおそる口を付けた。

「ど、どうだ？」

「冷たい」

「そりゃ、な。いや、うまいかどうか訊いてるんだ」

「……おいしい」

「そ、そうかっ」

　何故か、妙に安(あん)堵(ど)する。

　リーナは夢中になってアイスを舐(な)めていたが、それがじれったくなったのか、いきなり大口を開けてガブリとアイスをかじり取った。
















「お、おいおい、アイスはそうやって食べるもんじゃないぞ？」

「ちまちました食べ方は性に合わんのだ」

「おまえ、本当にお姫様か？　そんなにがさつだと、誰も嫁にもらってくれないぞ？」

　言ってから、しまったと思った。リーナを怒らせるような失言であると同時に、その嫁にもらうべき相手は自分なのだということを思い出したのだ。

　だが、リーナは怒らなかった。それどころか、鼻で笑って、自(じ)慢(まん)げに言うのだった。

「戦いの民に必要なのは、折(お)り目(め)正(ただ)しい食事作(さ)法(ほう)ではなく、食料をいかに迅速(じんそく)かつ効率的に摂(せつ)取(しゆ)できるかだ。それに、美味(びみ)なるものをちまちまと行儀良く食べるというのは、ある意味ではその食べ物に対して失礼ではないか。……貴様たちは違うのか？」

　確かに、行儀を重んじるあまり、料理の味がわからないということになれば本(ほん)末(まつ)転(てん)倒(とう)である。

「もちろん、わたくしもオクターヴァの王女だ。やれと言われればいくらでも優雅(ゆうが)で華(か)麗(れい)に食してみせるがな」

　と言いつつ、リーナは口の周りについたアイスを親指でぬぐい、ペロッと舐める。そんな仕草が子供っぽくて、真吾の頰(ほお)はつい緩(ゆる)んでしまう。こうしていると、本当にただの可愛い子供である。思わず頭を撫でたい衝動に駆られたが、そんなことをしたら魔剣で真っ二つにされることが目に見えていたので、実行には移さなかったが。

　二人はアイスクリームを片手に空いているベンチを探した。しかし、家族連れやらカップルやらに占領されていて、空きがない。しかたなくどこか隅(すみ)っこで休憩しようと周囲に目を走らせたとき、二人は同時にそれを目にした。

　建物の陰(かげ)で、四、五歳くらいの男の子が泣いていた。すぐ近くを人の波が通り過ぎていくのに、そこだけすっぱりと切り取られたように、誰もが無関心に通り過ぎていく。

　真吾はしばらく見守っていたが、保護者らしき人物がいっこうに現れないのと、誰も声をかけようとしないのに見かねて、その男の子に歩み寄った。だが、それよりも早く、リーナが駆け寄り、膝を折り、男の子の肩に両手を載せた。

「泣くな、少年！」

　泣くな、と言われたからではないだろうが、男の子は本当に泣きやんだ。いきなり知らない女の子に声をかけられ、しかも強い命令口(く)調(ちよう)で言われて驚いたせいかもしれない。男の子は何が起こったのかよくわからないという顔で、涙で濡(ぬ)れた目を大きく見開いて、リーナの瞳(ひとみ)を覗き込んだ。

「親とはぐれたのか？」

　こくり、と、男の子は素直に頷く。とたんに、リーナの表情が険(けわ)しくなった。

「バカか、貴様は」

　断じる口調に、真吾はギョッとなった。そんな真吾にかまわず、リーナは続ける。

「男ならそれしきのことで泣くな！　涙の価値が下がる！　泣いていいのは悲しいときと嬉しいときだけだ！　辛いからといって泣くのは、男を下げるだけだぞ！」

　男の子は、何を言われているのかわかっていないだろう。それでも、リーナの迫力に押されてか、再び泣き出すこともなく、じっと聞き入っている。もしかしたら、本能の部分で、下手(へた)に泣いたら自分の身に危険が及ぶのだということを察知していたのかもしれない。

　とにかく、男の子は泣きやんだ。また泣き出すこともなかった。目の前の少女が、あまりにも真剣に何かを言い聞かせているのに心を奪われて、呆然(ぼうぜん)とするだけだった。

「おい」

　リーナは真吾を振り返った。

「こういう場合、この子はどうすればいいんだ？」

「え、ああ……、迷子センターに連れて行けばいいんだと思う」

　園内のパンフレットを開き、迷子センターを探すと、すぐ目の前の建物がそうだった。

　男の子はリーナが差し出した手を従(じゆう)順(じゆん)に取り、おとなしくついてきた。

　真吾たちが迷子センターに入ると、ちょうど男の子の両親が姿を見せていた。あっけないほど簡単に、親子の再会は果たされた。

　別れ際、リーナは男の子の耳元で何事か囁(ささや)いた。男の子は相変わらず不思議そうな表情をしていたが、「いいな」とリーナに念を押されて大きく頷いた。

　迷子センターを出た二人は、ひとまず遊園地の出入り口に向かって歩き出した。

　何だかどっと疲れが押し寄せてきて、これ以上遊ぶのは厳しいと判断したのだ。もちろん、リーナが目をつけた乗り物にはあらかた乗り尽くしたということもあるが。

　真吾は訊いてみた。

「なあ、最後にあの男の子に何を言ったんだ？」

「『涙の価値がわかる人間になれ』と言ったのだ」

「それが……、あんな小さい子供に言い聞かせる言葉か？」

「今はわからなくても、成長したときにわたくしの言葉を思い出して、その意味を考えてくれればそれでいい」

　リーナは真吾の問いかけるような視線に気付いたのか、さらに続けた。

「オクターヴァは戦いの民だ。武勇に優(すぐ)れた者が重宝され、英雄視される」

「そんな連中に涙は似合わない。涙は弱い心の象徴だ、か？」

「違うな」

　予想外に否定され、真吾は横を歩くリーナを見た。

「涙が弱さに直結するわけではない。どうせ泣くなら効果的に泣け、ということだ」

「効果、的？」

「涙はときとして武器になる。こちらの世界にも、同じような意味の言葉があるそうじゃないか」

「あ、ああ……」

　涙は女の武器である、か。

「つまりはそういうことだ。泣いて助けてくれる人がいればそれでいい。しかし、いつも泣いて助けを求めるような相手には、毎度毎度手を貸す気にはならないだろう？」

「そうだな……」

「だから、オクターヴァの民は、涙を流すことを恥じらいはしない。ただ、無駄(むだ)に流す涙がないというだけだ」

「なるほどねぇ」

　その辺の感覚が、意外に自分たちと似ていることに、真吾は感銘(かんめい)を受けた。

　最初、彼女は世界の危機だった。その後は、婚約者として一方的に真吾を困らせるだけの存在だった。事情の説明もしてくれなければ、口をきいてもくれない。本当に、何を考えているかわからない、異世界の住人だった。けれども。

　こうして一緒に休日を過ごし、会話を重ね、異世界の感性を肌で感じてみると、自分たちとほとんど変わらないことがわかる。ずれた部分も、今みたいに話し合えば理解し合えないこともないようだ。

「ちなみに、貴様が万が一にもわたくしを泣かせると、父が飛んで駆けつけて来る」

「来るのかよ！　子(こ)煩(ぼん)悩(のう)な父親だよなあ。いや、よくあの大王が俺とリーナの婚約を許したな」

「うむ、困ったことにこの婚約は、お父様が大乗り気なのだ」

「大王がかよ!?　どうして！」

「どうやら貴様の一言が胸に響いたらしい。『ヒーロー』がどうとか言ったようだが……、これにいたく感動したらしくてな、『奴には戦士としての技量はないが、戦士としての崇高な精神は持ち合わせている』と、手放しで絶賛しているのだ。まったく、貴様もずいぶんと余計なことを言ってくれたものだな」

　今ならわかる。本当に、余計なことを言ったものだと。

「しかも、よりによって貴様のような軟弱な男とだ。わたくしが将来の夫と認めるのは、お父様のような、立派で強い男性だけなのだが……」

「だったらそのお父様のような奴と結婚すればいいだろうがぁ！」

「その道をぶった切ったのは貴様だろうが！　どうしてくれる！」

「おまえらが侵略なんかしにこなけりゃ良かったんじゃねぇかぁ！」

　その後も、リーナはよくしゃべった。これまでの鬱(うつ)憤(ぷん)を晴らすかのように、しゃべりまくった。傍(ぼう)若(じやく)無(ぶ)人(じん)に振舞っている彼女だが、リーナは単身、こちらの世界にやってきているのだ。慣れない環境にストレスを感じていただろうし、彼女自身も、真吾と同じようにこの婚約話には乗り気ではないのだ。それで、能(のう)天(てん)気(き)に日々を過ごすことなどできないだろう。

　そう考えると、今までのリーナの行動が腑(ふ)に落(お)ちるのだった。

　不本意な婚約関係を結ばれ、面白くない。だが、国民の期待があるし、何より自分たちの世界を救うという大きな役目がある。ならば、涙を呑(の)んで受け入れるしかない。受け入れるしかないが、それで簡単に受け入れられるほど、リーナの心は単純ではなかったわけだ。

　真吾はリーナの顔をじっと見た。初めて、正面からまっすぐ見据(みす)えた。

「ど、どうした？　何か、わたくしの顔についているか？」

「いや、ちょっと見直したんだよ」

「わたくしをか？　貴様に見直されるほど程度は低くないつもりだったのだがな」

「それは自(じ)意(い)識(しき)過(か)剰(じよう)ってもんだろ。高飛車で暴力的でかわいげのかけらもない馬鹿力女のどこが――、って、ぎゃぁぁぁぁぁぁぁぁ！」

　最後まで言い切れなかったのは、リーナが魔剣を手にして斬りつけてきたからに他ならない。

「そ、それ以上近寄るな！　近づいたらスカートめくるぞ！」

「ほう、やれるものならやってみろ。ただしそのときは貴様の命、ないものと思え」

　リーナは剣を振り上げ、真吾はスカートをめくる体勢でお互いに身動きができなくなる。妙な牽制(けんせい)をし合いながら、睨みあう。

「せ、せっかく、見直そうと思ったのに……」

「貴様が余計なことを言うからだろうが！」

　そうしているうちに、園内に「蛍(ほたる)の光」が流れ始めた。もう終園なのだと告げると、リーナは不満そうに頰をふくらませたが、ある条件を持ちだして、剣を収め、引き下がるのだった。

「いいかシンゴ、近いうちにまた来るからな！」

「はいはい……」

　気のない返事をしながら、真吾は「おやっ？」と思った。

　聞き間違いかと思ったが、そうではない。確かに、今、初めて、真吾は名前を呼ばれた――。




　こうして、真吾の休日は終わりを告げたのだった。
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　終わったと思っていた。

　いい気分のまま遊園地を後にし、リーナと別れ、あとは帰宅して、風呂に入って夕食を食べて寝るだけだと思っていた。

　だがこの日は、まだ終わらなかった。むしろ、ここからが本番だった。

　その姿を目にした瞬間、真吾の高揚(こうよう)した気分は一気に吹き飛んだ。

　帰宅した真吾を家の前で待ちかまえていたのは、住吉(すみよし)穂香だった。

　真吾は何故か後ろめたさを感じながら、穂香に近づいた。その瞳が曇り、妙に寂(さび)しげなのが気になった。

「お……」

「ごめんなさい！」

　いきなりの謝罪に、真吾は言葉を失った。

「ごめんなさい、ごめんなさい……」

「な、何だよ、いきなり」

「ごめんなさい、本当に……」

　俯(うつむ)き、唇を嚙みしめる。何をそんなに謝るのか、真吾にはまったくわからなかった。

「ごめんなさい。私は今から、酷いことを言います。嫌ってもいいです。蔑(さげす)んでもいいです。でも、どうしても、私にはどうすることもできないんです……」

「だから、どうしたっていうんだよ」

　できるだけ優しい口調で声をかけた。穂香は顔を上げ、何か口にしようとして、ためらう。もどかしくはあったが、真吾は辛抱(しんぼう)強く待った。その努力が実り、何度か逡(しゆん)巡(じゆん)を繰り返した後、穂香は言った。はっきりと、強く、言い切った。

「オクターヴァの王女を殺せ」

　真吾は耳を疑った。その強烈にして凶悪な一言に、穂香の正(しよう)気(き)を疑わずにはいられなかった。

「おい、ほの……」

　言いかけて、真吾は息を呑んだ。

　真吾の目の前に、住吉穂香はいなかった。住吉穂香の姿をした、まったく別の何かが、無表情で硬質(こうしつ)な瞳を真吾に向け、立っていた。

「グラン、か……！」

　穂香に宿るグランディオーソは、真吾に目を向けたまま、じっと動かなかった。

「どういうことだ？　俺たちはちゃんと世界を救っただろ？　何でそんな物騒(ぶつそう)な話が出てくるんだ？」

「予想外のことが起きた」

　泰然(たいぜん)としたグランの口から「予想外」という言葉が出てきて、真吾は驚いた。どういうことかと、先を促(うなが)す。

「確かにそなたらは世界を救った。我(われ)も最初はそう思っていた。だが、どうやら世界の危機はまだ去っていないようなのだ」

「な、何だって!?」

「我は神より三つの役目を託(たく)された。一つはそなたらに伝えたとおり、そなたらのお目(め)付役(つけやく)のようなものだ。そなたらが迷い、乱れたときに、我が架け橋となって世界の危機に立ち向かわせるようにすべく遣(つか)わされた。もっとも、その役目は住吉穂香が独力でこなしたため、我の出番はなかったがな」

「…………」

「二つ目の力は、世界に生じた綻びを繕(つくろ)うことだ」

「綻び？」

「地球とオクターヴァという世界は、いわば表(ひよう)裏(り)一(いつ)体(たい)の存在。背中合わせに重なっているが、本来は交(まじ)わることのない世界。だが、我が神の手違いにより、その境界に綻びが生じてしまい、不安定になっている。さらに、オクターヴァ人がこちらの世界に侵入することにより、この傷口は広がり続けている」

「その傷口が広がると、どうなるんだ？」

「コインを考えてみるがいい。表が裏になろうとするとどうなる？　そんなことは不可能だ。コインとしての体裁(ていさい)をなさない。つまり、世界は滅びる」

「お、おいおい……」

「そうさせないために我が遣わされたのだ。我の力により、綻びは修復され、地球とオクターヴァは完全に隔絶されるはずだった。だが、その綻びを繕うことができなかった」

「な、何でだよ！」

「それはそなたに責任がある」

「俺!?」

「本来なら、オクターヴァの王女を撃退し、追い返すことで事(じ)態(たい)は収(しゆう)拾(しゆう)されるはずだった。世界の綻びも、それで修復できるはずだった。だが、そうはならなかった。それは宮田真吾、そなたがオクターヴァの王女のスカートをめくったせいなのだ」

「はぁ!?」

　これにはさすがに呆気にとられ、声が裏返る。

「そなたが王女のスカートをめくることにより、王女とそなたの間に婚約関係が生じた。つまり、そこで終わるはずの二つの世界の関係が維持(いじ)されてしまったのだ」

「…………」

「この状態では我がいくら修復しようと、二つの世界は何度でも引かれ合い、繋がりを持ち、綻びを生じさせる。つまり、相変わらず世界は滅びに向かっているということなのだ」

　冗談じゃない。スカートをめくったことが原因で世界が滅びるなんて、漫画の世界でも聞いたことがない。

「それで、繋がりを断つためにリーナを？」

「そうだ」

「こ、殺せって……？」

「そうだ」

　最初は呆気にとられるだけだった。だが、次第に、無慈悲なほど無感情なグランの物言いに、ふつふつと怒りがわき上がってきた。

「ふ、ふざけんな！　そんなこと、できるわけないだろ！」

「そうか？　しかしオクターヴァの王女を殺さねば、世界は滅びに向かうのだ。どちらがより良い未来に向かうのか、考えるまでもなかろう」

「考えるまでもないだと？　そんなわけあるか！　だいたい、そんなことを何で俺だけに言うんだよ！」

　ここで初めて、グランは笑った。無知な真吾をあざ笑うかのような、鼻にかかった笑いだった。

「そなたがやらねば、ならぬのだ」

「だから、何で！」

「それが宿(しゆく)命(めい)だからだ」

「宿命だと!?」

「オクターヴァの王女が言っていたであろう。かの者とそなたが契(ちぎ)りを交わさぬ限り、世界は滅びると。それと同じことだ。そなたが王女を殺しその上で我が綻びを修正する。その過程を踏(ふ)まなければ、世界を救うことはできんのだ」

「…………」

「二つの世界はそなたと王女の関係で繋がっている。つまり、王女同様、そなたこそが、もう一つの世界を引き寄せ、世界を滅びへと向かわせている原因なのだ」

　真吾の体は震えた。あまりのスケールの大きさに、そのスケールの割には自分一人にすべてがのしかかっていることに、思いもよらず笑いがこみ上げてくる。

「はっ、ははは……、バッカじゃねえの？　世界が滅びる？　その原因が俺？　冗談もたいがいにしろ」

「信じぬ、というのか？」

「だいたい、その理屈で言えば、俺も原因なんだろ？　俺を殺せばどうにかなるんじゃないのか？」

「それができれば、そなたにこのような話など持ちかけたりはしない。そなたが王女を殺さなければ、綻びを繕うことが意味をなさないのと同じに、そなたも王女によって殺されなければ、結局は同じことなのだ。そしてオクターヴァの王女は、己の世界を救うために、そなたを殺すことが絶対にできない」

　そう、絶対にできない。リーナたちの世界を救うには、真吾が不可欠なのだ。

　ひとまず、誰かに命を狙(ねら)われるということはないようで、少しだけ安心した。

「いいさ、だったらおまえの言うことが本当だとしよう。けどな、だからってリーナを殺すのは論外だ」

　その答えに、グランは考え込むようにして一瞬、真吾から視線を外した。

「やはり、住吉穂香の予測通りの答えが返ってきたか」

「そうだ、穂香だ。俺がそう答えることを予測してたなら、穂香だって同じ答えを……」

「いや、それは違うな」

　断じられ、真吾の気勢は一気に削(そ)がれた。

「ち、違う？　じゃあ、穂香はどんな答えを出したんだよ！」

「わからぬか？」

「わかるか！」

「そうか……。もっとも、わからないのなら、その方がそなたは幸せなのかもしれんな」

「な、何だよ、その含んだ言い方は！」

「どちらにせよ、そなたは王女を殺せないのだな？」

「あたりまえだ」

「そうか……」

　一拍(いつぱく)の間を置いて、グランは宣言した。




「ならば、我は今すぐにこの世界を滅ぼそう」




　――真吾は何度も目を瞬(しばたた)かせた。

「な、何だって……？」

　グランの言葉を理解するまでに、相当な時間が必要だった。

「な、何だよ、そりゃ！」

　戸惑う真吾をよそに、グランは嫌味なほどに冷静で、無感情だった。

「それが我の、存在理由の最後の一つなのだ」

「存在理由だと……？」

「もしそなたらが敗北し、オクターヴァ人が地球を席巻(せつけん)するようなことになれば。世界に生じた綻びをどうしても繕うことができなければ。そのときの保険として、我は世界を滅ぼす力を与えられた。事が地球だけの問題ならば放置もしよう。だが、地球が滅んだ後も傷口は広がり続け、こちらの世界全体にまで影響を及ぼすことになる。そうなる前に、手を打たねばならんのだ」

「…………」

「そなたらは戦いに勝った。そして世界を救ったはずだった。だが、世界の危機は予想外の形で残っている。現状では地球の滅亡は、もはや回避できない状況にあるのだ。それはつまり、我の力を行使する重要な根拠となろう」

「……いきなり、一方的なことを突きつけやがるな」

「言ったはずだ。このまま何もしなければ、やがて世界は滅ぶと。いずれ滅ぶのであれば、今すぐ滅びようと同じことではないか」

「だからって、ほいほい滅ぼされてたまるか！」

「だからこそ、我はそなたに選(せん)択(たく)肢(し)を与えたのだ。王女を殺すか、我によって滅びを迎えるか。二つに一つだ」

「…………」

「だが、そなたは何も選択しない。選択できない。ならば長く苦しまないようにしてやるのが、我にできるせめてもの慈悲(じひ)だ」

「そ、そんな慈悲なんか、いらねぇよ……」

　グランは指を三本立てて、真吾に示した。

「三日間の、猶(ゆう)予(よ)を与えよう」

「三日……？」

「その間に、仲間たちとよく話し合うのだな。その上で決めるがよい。そなたが為(な)すべきことを。そして三日後の午後六時。その刻限(こくげん)をもって、我は世界を滅ぼす」

「…………」

「我が出しゃばるのはこれまでだ。後は、好きにするがよい」

　情報を突きつけるだけ突きつけて、グランは消えた。代わりに、瞳に感情の色が戻り、穂香の困惑(こんわく)した表情がそこに現れた。

「穂香……」

「ごめんなさい！」

　またも、謝罪である。

「お、おい。どうして謝るんだよ。穂香は何も悪くないだろ？」

「違うんです。ダメなんです。私は……、私には、こうすることしかできなかった。できなかったんです！」

「穂香……」

「だから私は受け入れます。真吾くんの選択を。どんな形であれ、受け入れます。だから、だから……、ごめんなさい、ごめんなさい、ごめんなさい……！」

「ほ、穂香！」

　いくら声をかけても、真吾の声は届かなかった。あえてそうしているのかどうかもわからない。ただ、思い詰めた表情で、どうしていいのかわからないと言うように頭を振って、ひたすら謝るだけだった。

　ごめんなさい、と。

　謝られる理由がわからない真吾を前に、滑稽(こつけい)なほど、繰り返し、繰り返し……。







[image: ]




１




　翌日も、リーナはごくごく自然に真(しん)吾(ご)を迎えにやってきた。

「何だ、その顔は」

　開(かい)口(こう)一番、リーナは顔をしかめて指摘した。昨夜はよく眠れず、起きだしてきた今も頭が冴(さ)えているとは言い難(がた)かった。それでも、酷(ひど)い顔をしているんだろうなということはわかったから、真吾は何も言わなかった。

「そんな煤(すす)けた顔でわたくしの隣(となり)を歩く気か？　顔を洗って出直してこい」

　言われるがままに洗面所に行き、顔を洗う。その間に母親とリーナは何やら楽しげに会話を交わしていた。人の気も知らないで、のんきなものだ。

　顔を洗って出直すと、リーナは検分するように真吾の顔を眺(なが)めてから、「まあ、いいだろう」と温情を発揮してくれた。正直、これ以上何か言われるようだったら学校を休んでやろうと考えていたから、ありがたくもあり、拍(ひよう)子(し)抜(ぬ)けするようでもあった。

　登校中、真吾は何もしゃべる気力がなかった。しかし、それをリーナは許してくれない。よほど遊園地が気に入ったのか、「次はいつ行く」とか、「他の遊園地にも行くぞ」などとしゃべりかけてくる。最初は適当にあしらっていたが、さすがにリーナも真吾の様子を不自然に思い始めたのか、ひょい、と真吾の顔を覗(のぞ)き込(こ)んできた。

「どうした。バカ面がいつもより酷いぞ」

「ん、ああ……」

　さすがに、昨日のことをリーナに伝えることはできなかった。それに、自分を殺せと言っている輩(やから)がいると知ったら、どんな行動に出るかもわかったものではない。

　真吾はどうにかしてはぐらかそうとした。けれど追(つい)及(きゆう)の手を止めないリーナは、ついに魔(ま)剣(けん)を取り出したが、それでも真吾の態度が変わらないのを見て、思わず足を止めた。何か言いたげなリーナを置いて、真吾は黙(もく)々(もく)と足を動かし続けた。

　学校に着くと、今度はクラスメイトが真吾の異変に気付いた。

　楢(なら)川(かわ)大(だい)輝(き)がやってきて、あくまで軽いノリで、声をかけてくる。

「よう、また若さゆえの過(あやま)ちでも犯(おか)したのか？」

「だったらどれだけ良かったか……」

　力無く着席する真吾に、大輝は目を細め、顎(あご)に手を当てて何やら考え込む素(そ)振(ぶ)りを見せただけで、それ以上、追究してくることはなかった。

　真吾としては、グランの言うとおりにするのが癪(しやく)ではあったが、自分一人の胸(きよう)中(ちゆう)にしまっておくには問題が大きすぎた。だから、放課後に穂香(ほのか)をのぞいた仲間たちをいつもの河原(かわら)に呼び出し、グランとのやりとりをすべて伝えた。

「簡単じゃねぇか」

　開口一番、光(みつ)夫(お)は断言した。

「オクターヴァの王女を殺せばいい。それで万(ばん)事(じ)解決だ」

　それに、淳(じゆん)が反論する。

「そ、それができないから、し、真吾くんは困ってるんだな。だ、だったら、ま、まずは、い、生き残ることを優先するんだな。リ、リーナちゃんにうまく言って、ぼ、僕たちだけでも、こ、この世界を離れるんだな」

　その淳に、光夫は食ってかかる。

「おい、てめえは誰(だれ)の味方なんだよ。この世界が滅(ほろ)んでもいいのかよ」

「ぼ、僕は、みみ、みんなと心(しん)中(じゆう)するつもりはないんだな。う、うまくいけば、ぼ、僕たちも生き残れるんだな」

「てめえ、命ほしさに敵にしっぽを振る気かよ！」

「リ、リーナちゃんたちはもう敵じゃないんだな。た、助かる方法があるなら、む、無(む)駄(だ)死(じ)には良くないんだな」

「それじゃ穂香姉ちゃんが見殺しだろ！」

「わ、わかってるんだな！　で、でも、し、死んじゃったら、こ、後(こう)悔(かい)も償(つぐな)いも、な、何もできないんだな！」

「真吾」

　言い争う二人をよそに、タロウは落ち着いた様子で真吾の太ももに足を載せてきた。そのタロウの声色は、諦(あきら)めの混じった、乾(かわ)いたものだった。

「皮(ひ)肉(にく)だな。世界を救うべきヒーローの、世界を救った結果がこれとは……」

「タロウ……」

「すまん。押しつけてしまうようだが、拙(せつ)者(しや)には判断がつかん。だからこそ、お主(ぬし)が下した判断に、拙者は黙(だま)って従(したが)おう……」

「おまえも、そういう意見かよ……」

「おい、真吾！」

　いきなり、光夫の矛(ほこ)先(さき)が真吾に向く。

「てめえ、まさかこのことを王女に言ってないだろうな！」

「い、言ってないけど……」

「いいか、絶対に言うなよ！」

「な、何でだよ」

「言ったら確実に、てめえを連れてオクターヴァに帰るだろうが！　そうしたらてめえの判断とか関係なく、世界は滅びるだろうが！」

「あっ……」

「いいか、淳も余計なことするなよ！　もし王女と接触してこのことを伝えようとするなら……、俺(おれ)はそれを全力で阻(そ)止(し)するからな！」

「そ、そうはいかないんだな。リ、リーナちゃんには、な、何としても、ぼぼ、僕たちを助けてもらわないと、こ、困るんだな」

「そうかい。だったらてめえと俺は今日から敵だな！　敵なら容(よう)赦(しや)しねえ！　どうだ？　今ここでやり合うか!?」

「お、おい！」

「やめんか、おまえら！」

　慌(あわ)てて、仲(ちゆう)裁(さい)に入る。だが、どちらも退(ひ)く気はないようだ。

　その場はどうにか収まったが、今後の対応次(し)第(だい)では、本当に仲間同士でぶつかりかねない。

　ただの相談が、予想外の方向に転がりつつある。これでは参考にするどころか、さらなる混乱を招いただけである。

　どうすればいい。

　俺は、何を選択すればいいんだ？
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　二日目がやってきた。だが、答えは出ない。いや、そもそも、答えなどというものはないのかもしれないし、もう初めから決まっているのかもしれない。

　真吾がリーナを殺せないと断言した瞬間から、地球はグランの手によって滅ぼされる。そういう運命が決定づけられたのかもしれないのだ。

　そう考えると、悩んでいる自分がバカらしく思えた。答えのない問いに悩み、決まり切った答えを覆(くつがえ)そうとすることほど無駄な努力はない。だったら、悩み、考える必要もないのではないか。だが、それで開き直れるほど、真吾は器用ではなかった。

　そんなだから、昨日よりもさらに沈(ちん)鬱(うつ)な顔をしている真吾に、迎えに来たリーナはため息をついて、指を突きつけてきた。

「顔を洗って――」

「出直してきます」

　やる気のない素(す)直(なお)さに、リーナの眉(み)間(けん)にしわが寄る。

「おい、どうした。昨日から急激に老け込んだようだぞ」

「…………」

「人の話を聞いてるか？」

「…………」

「なるほど、では体に聞かせてやろうか」

　魔剣を取り出すが、それでも真吾の表情に変化がないと見て取ると、さすがのリーナも不安げな顔になった。

「おい、どこか、具(ぐ)合(あい)でも悪いのか？」

　リーナに直接的に心配されると、心が揺らぐ。思わず、何もかも打ち明けてしまいたいという衝(しよう)動(どう)に駆(か)られたのも事実だ。リーナならば、仲間以上に冷静に話を聞いてくれるだろうから。

　ただ、冷静に聞くがゆえに、適切な判断を即(そく)座(ざ)に下せてしまうだろうということが予測できた。つまり、その場で真吾を気(き)絶(ぜつ)させるなりして、強制的にオクターヴァへ連れ帰るということだ。それが、リーナにとって最善であり、もっとも安全な方法だからだ。そうなれば、自分は生き延(の)びるが、地球は滅びる。家族も、クラスメイトも、仲間たちも、みんな、消えてしまう。

　だから真吾は言えなかった。ひたすら黙って歩き続けることしかできなかった。







　教室に入ると、今日も覇(は)気(き)のない真吾を気にしてか、早速、大輝が寄ってきた。

「おいおいどうした、今日も顔が冴(さ)えないなぁ」

「……ああ」

「どうした、今日も、顔が、冴えないなぁ」

「…………ああ」

「なるほど、突っ込む余(よ)裕(ゆう)もなしか」

「……………………ああ」

「何があったかは知らんが、まあ最後まで頑(がん)張(ば)れや」

　励(はげ)ましの言葉と共に、大輝は机の上に一冊のアルバムをポンと置いていった。

「……ああ――って、お、おい……」

　これ、と言おうとしたら、大輝は振り返り、親指をグッと突き立てて、ウインクして見せた。それだけで何も口にせず、去っていく。

　……何がやりたいのか、さっぱりわからない。

　真吾は机の上のアルバムに目を戻し、こっそりと開いた。

　そこには、意外な写真が収められていた。

「…………何だ、こりゃ？」

　それは真吾だった。野球をしている、小学生の真吾が写し出されていた。

　どうして、こんなものが？

　ページをめくると、そこにも野球をしている真吾の姿がある。どれもこれも、アルバム一冊が、真吾で埋(う)め尽(つ)くされていた。

「何を見てるんだ？」

「うわっ！」

　ひょっこりと顔を出してきたリーナに、真吾は思わず悲鳴を上げ、アルバムを落としてしまった。

　それを素早く拾い上げ、リーナはさっと目を通す。

「これは……、シンゴか？」

「そ、そうだよ」

　真吾と写真を見比べて、リーナは目を剝(む)いた。

「し、シンゴが二人!?　しかも、こっちは小さいぞ!?」

「は、はあ？」

「どうしたシンゴ！　何でそんなところで固まっている！　はっ！　では、ここにいるシンゴはいったい……!?」

「あ、もしかして、写真を知らないのか？」

「しゃ、しゃし……？」

「んー、何て言うのかな。残しておきたいものを、こうやって紙に写して保存できるんだ」

「あ、ああ、これが写真か……」

「何だ、知ってるのか？」

「トランクィロ様が『思い出に写真とビデオは欠かせない』と言っていたのだ」

　何でそんなに庶(しよ)民(みん)的(てき)なんだ、おまえのとこの神様は。

「で？　写真の貴様は何をしていたのだ？　兜(かぶと)と、武器か？　棒のようなものを持っていたりしたが」

「ん、あ、そ、そっか、野球も知らないのか」

　平静を装い、真吾は野球について説明をしたが、リーナのいくつかの疑問に答えるために、思いもかけず話題が広がり、『地球におけるスポーツというものについて』という題で独演会を行うはめになってしまった。その甲(か)斐(い)あってか、リーナには野球に関してどうにか人並みの知識を与えることができたようだった。

「ふむ……」

　するとリーナは、なにやら神(しん)妙(みよう)に写真に見入る。

　そしてアルバムをめくるたびに、横目で真吾の顔を見比べる。

　――何だ？　どうしたというんだ？

　真吾はリーナからアルバムを奪うと、改めて過去の自分の姿を眺めた。

　一生懸命にプレーしている様子は伝わってくる。バットを構える姿だとか、ボールに飛びつく姿だとか、全力で走る姿などは、ああ、頑張っているな、という感(かん)慨(がい)は抱ける。しかし、それだけだ。どう見ても、特別な光景には見えない。

　ただ、写真を見つめていた真吾は、スコアボードに記された得点に気がついた。

「２対４、８対９、０対７……。なんか負け試合ばかりだな……」

「ほう、全部負けている時の勝負なのか。それでも――」

　リーナは感心したような呟きに自分で驚き、慌てて言い添えた。

「ま、まあ、軟(なん)弱(じやく)で役立たずな貴様にも、こんな時代があったのだな。体は成長しても心が退化しているところが、ふん、いかにも貴様らしいじゃないか」

　感心したようなリーナの言葉を聞いた瞬間、真吾は大輝がこのアルバムを置いていった理由がわかったような気がした。

　あの男が、何の理由もなくカメラのシャッターを切るはずがない。ということは、リーナの言うように、大輝もまた、真吾の姿に何か特別なものを感じて写真を撮っていたということだ。

　そう、それは――

「諦めるな、最後まで頑張れ――あの頃と同じように、ってことか……」

『無限のファンタジー』が、真吾を奮い立たせる。

「……そう、そうだよな」

　今は、立ち止まるときではないはずだ。無(む)謀(ぼう)だろうが何だろうが、立ち向かうときなのだ。

　世界は救える。絶対に救える。

　そう思って行動しなければ、救えるものも救えない。真吾が諦めたら、その時点で世界は滅びるのだ。諦めないこと。まずはそれが肝(かん)心(じん)なのだ。

「ん……？　何だ、わたくしも写っているではないか」

　机の上のアルバムを、いつの間にかリーナは手にしていた。自分の姿が写っているのが嬉(うれ)しいのか、口元が少し緩(ゆる)んでいる。と、その表情が硬(こう)直(ちよく)した。ぎぎぎぎぎ、と、さびた機械のようなぎこちなさで、真吾に顔を向けた。

「シンゴ……」

「どうした？」

「これは、何だ？」

　言って指さしたのは、リーナの写真だった。あの、スカートがめくられた決定的な場面を収めた写真だった。

「ああ、それは、って、待て！　それを撮ったのは俺じゃぎゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!!」

　魔剣が机を真っ二つにする。真吾は椅(い)子(す)ごとひっくり返ってかろうじてやり過ごし、全力で逃げ出した。
















　リーナの目は本気だった。脅(おど)しでも何でもなく、本物の殺意が目に宿っていた。

　廊(ろう)下(か)へ飛び出し、真吾は生徒たちの間を駆け抜けた。走りながら、真吾は決意する。

　諦めるか。諦めるものか！

　たとえ世界が滅ぼうが、最後の最後まであがいてやる！

　だから……！

　だから、まずはリーナの魔の手から、何としても逃げ切らなくてはならなかった。
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　しかし、真吾の意気込みとは裏腹に、説(せつ)得(とく)材料となるものはなにも浮かんでこなかった。無情にも二日目は過ぎ、三日目がやってくる。

　光夫から「とっとと覚悟を決めろ、バカ」というメールが送られてきた以外は、とりたてて代わり映えのない一日が始まった。

　変わったことと言えば、リーナが「用事ができたから休む」という連絡をよこしてきたことくらいか。今日という日に用があるということに不安を覚えないでもなかったが、ひとまずは置いておくしかなかった。

　そうして学校へと登校し、自分の席に座った真吾は、まず焦(あせ)った。

　まずい。かなりまずい。

　タイムリミットまであと一〇時間弱。

　時間はない。だが、あと一〇時間はある。

　考えろ、考えるんだ、宮(みや)田(た)真吾！　諦めずに、ギリギリまで！

　どうする。どうすればいい!?

　授業が始まるが、もちろん、耳に入らない。

　休み時間も、トイレへ行く間も惜(お)しんで考える。

　そんな真吾の様子を、大輝はバシャバシャと撮りまくる。

　どうする？　バシャリ。どうする？　バシャリ。どうする？　バシャリ。どうす――

「って、やかましい！　気が散るだろうが！」

「何を言う。おまえの今の様子を写真に収めよと俺のカメラマン魂(だましい)が叫(さけ)ぶのだ」

「被写体にカメラを意識させないのが信条じゃなかったのかよ！」

「さっきまではちっとも気にしてなかったじゃないか」

「今は猛烈に意識しとるわぁ!!」

　そうしている間にも、時間は無情にも流れていく。

　すべての授業が終わり、帰りのホームルームが行われる。

　担任の柚(ゆず)子(こ)が何か言っているが、それどころではない。タイムリミットは二時間を切っている。真吾は頭を抱え込んで唸(うな)った。

　どうする？　何ができる？

「……宮田くん」

　誰かが呼んでいる。だが、今の自分はそれどころではない。

「宮田くん」

　うるさい、黙れ。

「宮田くん！」

「うるさ――、あ、え？」

　我に返ると、目の前には腰に手を当てた柚子が仁(に)王(おう)立(だ)ちしていた。

「宮田真吾くん」

「は、はい……」

「先生と一緒に国語研究室へいらっしゃい」

　ここで断ったら、世界が滅ぶより早く真吾の人生が終わりそうだったので、頷いた。







　国語研究室にやってきた柚子は、教材や資料などに囲まれた窓辺の席に腰を下ろし、いつ淹(い)れたのかわからないようなお茶を一口すすって、真吾に目を向けた。

「で、宮田くん、どうしたんですか？　どんな悩み事を抱えているんですか？」

「え、な、何でわかるんですか？」

「頭を抱え込むなんてわかりやすい行動をしていれば誰でもわかります。で、どうしたんですか？　はっ、もしかして恋愛絡(がら)み？　だったら任(まか)せて！　伊達(だて)に君たちより長く生きていないわ――って、これは自分で言ってて虚(むな)しくなるわね。とにかく、それなら柚子先生に任せなさい！」

「あ、いや、その、ち、違うんです」

「え、違うの？」

　あからさまに、落(らく)胆(たん)の色がうかぶ。真吾はどうしようかと迷ったが、迷う時間も惜しかった。思い切って打ち明けてみた。ただ、そのまま伝えたのでは真剣に取り合ってもらえないので、少しだけ噓(うそ)を混ぜた。

「実は、俺……、小説を書いているんです」

「小説？」

「は、はい。で、途中まではできあがってるんですけど、その……、最後に、どうしようもないことになっちゃって、どうにかうまくまとめたいんですけど、どうして良いのかわからなくて、それで、悩んでたんです」

「…………」

　明らかに驚いている。当然だろう。真吾は今までそんな素振りを見せなかったし、国語の成績も中の下といったところなのだから、無理はない。

「……ん、あ、ごめんなさい。それで、どんな話なんですか？」

「えっとですね……」

　真吾はこれまでの出来事をすべて語った。神様とか世界の危機だとか、どんなに荒(こう)唐(とう)無(む)稽(けい)な出来事も、小説の中の出来事として語ってしまえば問題はない。

「で、ラストなんですけど、このままだとどうしても世界は滅びるようになっちゃうんですよ」

　柚子はメモをとった紙を眺めながら、案(あん)の定(じよう)、真剣に考えてくれた。

「うーん、まあ、面白いかどうかはともかく、大変なことになってますねぇ」

「はい」

「どうしてこんな、にっちもさっちもいかないような設定にしちゃったんですか？」

　俺が知るかと言いたかったが、ぐっとこらえ、「勢いで書いてたらいつの間にかこうなっちゃいました」と答えた。

「そうですねぇ……」

　柚子は人差し指を唇(くちびる)に当てて考え込んだ。

「私だったら、そのグランディオーソという人と賭(かけ)をします」

「賭？」

「それで、その賭に勝ったら、世界を滅ぼすなという条件を持ちだすわけですね。問題はその賭にどうやって勝つかなんですが、これは私にもちょっと……」

「ひ、ひとまず、その賭の内容をまず教えてください！」

「いいんですか？　じゃあ、えっとですね……」

　もったいぶりながら、柚子はその内容を口にした。







　国語研究室を出た真吾は、一つ大きく深呼吸をした。

　柚子が示した世界を救う方法。

　それは賭だった。

　確実性のない、まさに一か八かの賭だった。

　そしてその内容を聞いた瞬間に閃(ひらめ)いた、賭に勝つための方法。それもまた賭だった。

　だが、他に方法はないし、他の方策を考えている時間もない。

　ならば、この方法に頼って、この方法に世界の命運を賭けて、挑(いど)むしかない。

　時計を見る。午後五時をちょうど過ぎた頃だった。あと、一時間しかない。

　ふと、校門の辺りが騒がしいことに気付く。騒がしいというより、犬がぎゃんぎゃんと吠(ほ)えたくっているのが聞こえた。

　何ごとだと廊下の窓から様子を窺(うかが)うと、真吾は全力で駆けだした。

　一気に三階から一階まで下り、靴を履き替えて校門を出る。そこには、真吾を呼ぶように吠え続けるタロウの姿があった。

「た、タロウ！　どうしたんだよ、こんなところに来て」

「どうしたもこうしたもない。緊(きん)急(きゆう)事(じ)態(たい)だ」

　言葉通り、タロウの様相は切迫していた。

「光夫殿と淳殿が、リーナと穂香殿を巡って争っている」

「な、何だって!?」

「急げ！　拙者だけでは止められない！」

「お、おい、まさかそこに、リーナと穂香がいたりはしないだろうな」

「いる。だから緊急事態なのだ！」

　だったら好(こう)都(つ)合(ごう)である。これで関係者は一カ所に集まることになる。捜(さが)す手間が省(はぶ)けたというものだ。

「よし、行くぞ！」

　真吾は懐から瞬間移動石(せき)を取り出した。
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　移動した先はいつもの河原だった。しかも、着地したのは問題の四人が円を描くように顔をつきあわせ、にらみ合っているど真ん中だった。

　突然の乱入者に、四人はそれぞれ驚きの表情を見せた。

「し、真吾!?」

「真吾くんなんだか!?」

「宮田真吾!?」

「シンゴだと!?」

　真吾は両手を突き出し、四人を牽(けん)制(せい)する。

「何やってるんだよ、おい！」

　リーナと穂香――グランは、すでに剣を手にしていた。まさに一(いつ)触(しよく)即(そく)発(はつ)の状況である。

「このバカが王女に告げ口しやがったんだよ！」

　光夫は淳を指さして吐(は)き捨(す)てる。すると、淳の代わりにリーナが口を開いた。

「話は聞いた。なるほど、それで様子がおかしかったのか」

「ん、ああ……」

「迷う必要はないだろう。今すぐにオクターヴァへ行くぞ。貴様らくらいなら連れ帰ってやってもいい」

「だけどそこに穂香姉ちゃんはいない」

　ゾッとするほど険(けん)のこもった目を向けて、光夫は言った。

「そもそもてめぇらが攻めてこなければ、この世界が滅ぶことなんてなかったんだ。絶対に逃がさないし、真吾も渡さない。責任を持って、一緒に滅んでもらうぜ」

「そ、そうはさせないんだな！　せ、せっかくリーナちゃんが僕たちを助けてくれるって言ってくれてるんだな！　こ、ここはありがたく助けてもらうんだな！」

「それが選ばれし者の、ヒーローの台詞(せりふ)かよ！」

「た、大切なのはヒーローになることじゃないんだな！　い、生きることなんだな！」

「……ぐだぐだと議論していても始まらない」

　言い争う二人の間に、リーナが割り込む。その手には、巨大な魔剣が握られていた。

「お、おい、リーナ！」

「シンゴ、貴様は下がっていろ。貴様にわたくしの運命を決めつけられるなど腹立たしいからな。自分の運命は自分で決める」

「だ、だから、待てって！」

「ホノカ、と言ったな」

　真吾を無視して、リーナは穂香へ目を向けた。

「貴様には悪いが、シンゴはいただいていくぞ」

　剣を構え、じりっとにじり寄る。真吾は頭をかきむしって、二人の間に割って入った。

「戦いたきゃ勝手に戦え！　だけどな、その前に俺の話を聞いてくれよ！」

「貴様の話に何の意味がある！」

「世界を救う意味がある！」        

　堂々と言い放った言葉に、さすがの一同も息を呑(の)み、言葉をなくした。そんな中、穂香が――グランが口を開いた。

「面白いことを言う。決定づけられたこの世界の運命を、そなたは救えるというのか」

「ああ、救ってみせる」

「ならば、その証(しよう)拠(こ)を見せてみるがよい」

　待ってましたとばかりに、真吾は不敵に微笑(ほほえ)んだ。

「よし、じゃあ訊(き)くぞ。世界は滅びるんだよな？」

「うむ」

「それはどうあっても覆らない」

「もちろんだ」

「なるほど。――でも、本当にそうなのか？」

　全員、ギョッとなった。何を言い出すのかと、口をあんぐりと開けて唖(あ)然(ぜん)とした。かまわず、真吾は続けた。

「そもそも、オクターヴァが滅ぶのも、本当なのか？」

「ば、バカを言うな！　神の言葉は絶対だ！　間違いなどない！」

　リーナの反論を、真吾は軽く受け流した。

「おまえは世界が滅ぶ証拠でも見たのか？」

「なっ!?」

「トランクィロに聞いたってのは無しだぞ。おまえが実際に、世界が滅ぶという証拠を見たのかって訊いてるんだからな」

「そ、それは……」

「同じことがこちらの世界にも言える。本当に世界は滅ぶのか？　それを証明できる奴(やつ)はいるか？」

　いない。いるはずがない。

「し、しかし、神だぞ？　神の言葉が間違っているなど、そんなこと……」

「そうだな。神様は間違ったことは言わない。だけどな、神様でも予想できない、予想外の出来事ってのは起こるんだ」

「よ、予想外!?」

「バカな！　そんなこと、あるはずがない！」

「あるさ。俺たちが神様と話したときのことを思い出してみろ。神様は『自分のちょっとした手違い』で世界が滅亡の危機に陥(おちい)ったって言ってたよな？　だったら、こういう考え方もあるんじゃないか？」

　真吾は全員の顔を見回してから、にやりと笑った。

「『ちょっとした手違いで、世界は滅ばなくなる』ってな」

「き、詭(き)弁(べん)だ！」

　光夫の叫びも、手を振って流す。

「そうか？　じゃあ、もう一つ例を挙げようか」

「ま、まだあるのか」

「グランは、この世界を守るために遣(つか)わされたんだよな？」

「……うむ」

「そして世界は守られた。なのに、世界はまた滅亡の危機に瀕(ひん)している。しかも、どうあがいても避けようのない危機だ。これがすでに、神様が想定した事態を越えている」

「あっ……」

「何よりグラン、おまえ自身が口にしていたよな？　これは『予想外』の出来事だって」

　真吾は勝(か)ち誇(ほこ)ったように、胸を反(そ)らした。

「これがどういうことかわかるか？　そう、神様でさえ未来を知ることはできない。つまり、滅ぶしかないと言われたこの世界も、もしかしたら滅ばないかもしれないんだ！」

　選ばれし者たちは顔を見合わせた。

　滅ばない？

　滅ぶしかないと言われたこの世界が、滅ばない？

「それにおまえら、選ばれし者失格だぞ？　世界が滅びるしかないって訊いて、すんなりその話を受け入れるだけじゃなく、簡単に諦めやがって。違うだろ。まず最初に俺たちがやることは、考えることは、『どうすれば世界を救えるか』だろ。諦めた時点で世界は終わる。だけど、諦めない限り、世界が滅ばない可能性も存在するんだ。だからな、グラン」

　真吾はグランに目を向ける。ここからが、本番だ。

「俺は、おまえに突きつけられた選択を破(は)棄(き)する。世界を滅ぼさせたりはしない。リーナも殺したりはしない。代わりに俺が、俺たちが絶対に世界を救う方法を見つけ出してみせる。いや、俺がこうした考えに至ったことがすでに世界を救う第一歩になっているんだ。世界を救う道を歩み出しているのに、おまえはそれを邪(じや)魔(ま)したりはしないよな？」

　返事はなかった。代わりに、タロウが頷いた。

「そう、かも、しれんな……」

「かも、じゃない。そうなんだ！　だからみんな！」

　真吾は仲間たちを一瞥(いちべつ)する。

「俺に力を貸してくれ！　そしてみんなで、世界を救う方法を見つけ出そう！　それができるはずだ！　何と言っても俺たちは、神に選ばれたヒーローなんだから！」

　タロウと淳は、真吾の演説に、瞬(まばた)きをするのも忘れて聞き入っていた。

　そんなことができるのだろうか。いや、真吾がここまで断言するからには、可能性は皆(かい)無(む)ではないのだろう。

　それに、考えてみれば当然のことなのだ。世界が滅ぶなんてこと、受け入れられるわけがない。だったら、あがくしかないだろう。世界を救うために、自分たちで、できる限りのことをするのだ。

　黙って滅びを待つ必要はない。誰かに滅びを与えてもらう必要もない。諦めた時点で世界が終わるのなら――諦めなければいい。世界を救えると信じて、最後まで戦えばいい。そうでなければ、世界を救うための道しるべなど、決して生まれたりはしないのだから。

　光夫はふてくされた表情で頰(ほお)をふくらませていたが、真吾の言い分を認めないわけにはいかなかった。

　確かに真吾の言うとおりだ。かなり強引で、めちゃくちゃな言い分ではあるが、その姿勢は間違いではない。間違いではないのだが、何故(なぜ)か猛烈に腹立たしく、悔(くや)しいのだ。

「不満そうだな」

　心境をズバリと言い当てられ、光夫は狼狽(ろうばい)した。

「グランも、納(なつ)得(とく)いかないって顔だな」

「……無論だ。そなたの言うことは、机(き)上(じよう)の空(くう)論(ろん)でしかない」

「その通り」

「…………」

「だから、実際に、俺たちが見せてやるよ」

　再び、不敵に笑う。自信に裏打ちされた、ギラギラと輝く瞳(ひとみ)で。

「俺たちが、定められた運命を打ち破るところをな！」




５




　選ばれし者たちは輪になって集まり、真吾は自分の作戦を伝えた。それを聞いた仲間の第一声は、

「正(しよう)気(き)か!?」

　というものだったが、反対する者はいなかった。光夫がおそるおそる聞いてくる。

「本当に、それでいくのか？」

「他に方法がない。それに、こうしなけりゃ、世界を救う証拠を叩(たた)きつけてやることができないだろ」

　仲間たちは唸った。その作戦に、世界の命運を賭けてもいいものかと値(ね)踏(ぶ)みする。

　最初に賛同の意を表したのはタロウだった。

「拙者はどのみち、真吾の選択に任せるつもりだった。ならばここも、その選択を受け入れよう」

　次に、淳が頷いた。

「リ、リーナちゃんが殺されなくて、だ、誰も不幸にならない可能性があるなら、そそ、それに賭けてみるのも、わ、悪くないんだな」

　最後に光夫が、不(ふ)承(しよう)不(ぶ)承(しよう)ながらも承(しよう)諾(だく)する。

「やるからには、失敗は許されないんだぞ？」

「わかってる」

　これで、選ばれし者たちの腹は決まった。

　真吾はグランに向き直り、挑戦状を叩きつける。

「グラン、俺たちと賭けをしよう」

「賭け、だと？」

「ああ。おまえは、もう世界が滅ぶことは避けられないって言うんだよな？　もう決まってることだから、絶対に覆らないって」

「その通りだ」

「そして、俺が答えを出さなければ、午後六時に世界を滅ぼす。間違いないよな？」

「当然だ」

「だったら、それが賭けだ」

「何？」

「午後六時。この時間を過ぎても、おまえが世界を滅ぼせなかったら、俺たちの勝ち。もし世界を滅ぼせたら、そのときは――勝ちも負けもないな。素直に滅んでやるよ。これが一番わかりやすいだろ？　世界の命運を託(たく)すに値するかどうか、一番手っ取り早く確かめられるからな！」

「我(われ)と――神の一部であるこの我と、戦うというのか？」

　相変わらず、グランは無表情だった。だがその声が、わずかに震えていた。バカにしているような、可笑(おか)しさを懸命にこらえるような響きだった。

「わかっているのか？　我はオクターヴァとの戦いのとき、そなたらを信じた住(すみ)吉(よし)穂香に従い、力を振るわなかった。だが今度は違う。我と戦うというのであれば、我も全力を持って、すべての力を解放して戦うことになるのだぞ」

「そんなもの、百も承知の上だ」

　揺るがない自信に、さすがのグランも眉(まゆ)を跳(は)ね上(あ)げた。だがすぐに、目を細める。

「そなたらの魂(こん)胆(たん)は読めている。住吉穂香に呼びかけ、彼女の意識が我に取って代わるのを期待しているのだろう？」

　光夫たちはぎくっとなって真吾を見た。確かに、真吾が立てた作戦はグランの言うとおりだった。穂香の意識を呼び覚ます。それが、この勝負の鍵(かぎ)だったのだ。

「残念ながら、それはありえない。我が住吉穂香の意識を完全に封(ふう)じ込(こ)めてしまえば、そなたらの声は決して届かぬ」

「ぐっ……」

　光夫たちは歯がみするが、真吾の自信は揺るがない。いや、まだ諦めない！

　選ばれし者たちは身構え、グランは、剣を手に携えたまま、じっと立ちつくす。

「シンゴ！」

「リーナ！　おまえはそこで黙って見てろ！　そしてちゃんと目に焼きつけておけ！　俺たちの戦いを！　俺たちが勝つその瞬間をな！」

　そう告げて、真吾は突撃した。それが地球の命運を賭けた、戦いの始まりだった。







　住吉穂香は、真吾たちの戦いを、ただ見守ることしかできなかった。

　グランの言うとおり、穂香の意識は押さえ込まれ、まったく身動きがとれなくなっている。

　けれど、もう、穂香の心は決まっていた。

　戦いたい。

　真吾たちと一緒に戦って、自分たちの手で、世界を救う方法を考えたかった。

　簡単に諦めていた自分が恥ずかしかった。何もかも真吾に押しつけてしまった自分が情けなかった。

　諦めないことの大切さを、立ち向かうことの大切さを、穂香は知っていたはずなのに、真吾に教えられたはずなのに、何も実(じつ)践(せん)することができなかった。自分は逃げるだけで、世界の危機に向き合おうとしなかった。

　そんな自覚があるにもかかわらず、恥じ入ることよりも、今は高(こう)揚(よう)感(かん)で胸がいっぱいになっていた。

　やっぱり、真吾だった。いじめられていた自分を助けてくれた真吾だった。

　真吾はいつも、自分の前に現れて、新しい道を切り開いてくれるのだ。

　今回もそうだ。

　世界は滅ぶしかなかった。滅ぼさないためには、リーナを殺すしかなかった。もちろん、真吾はどちらも選べなかった。だから、世界はグランによって滅ぼされるはずだった。だが。

　真吾は、それを覆してみせるという。神の一部であるグランを倒して、別の選(せん)択(たく)肢(し)に進もうとしている。

　穂香は改めて自覚した。

　そんな真吾が好きなのだと。

　そんな真吾と共に、戦いたいのだと。

　戦闘開始前にグランは時間を確認した。

　午後五時五一分。あと一〇分足らずで決着がつく。答えが出る。

　いてもたってもいられなくなり、穂香は叫んだ。声の限り。

　決して届かないとわかっていても、叫ばずにはいられなかった。

　勝って！　と。

　頑張って！　と。

　自分の心は真吾たちと共にある。だから、勝って欲しかった。勝って、また一緒に、真吾たちと共に、世界の危機と戦いたかった。多くは望まない。ただ、真吾の側(そば)にいたかった。

　穂香は願う。真吾たちの勝利を。真吾たちが、新しい道を切り開いてくれることを。

　けれども。

　その想いは届かない。剣を構え、突進する自分の体を懸命に引き止めようとするが、まったく自由がきかない。

　グランから体の自由を奪い返すことができれば……、グランから意識を取り返すことができれば、自分たちは勝てるのに。

　そんな穂香の想いをあざ笑うかのように、グランは穂香の体を駆(く)使(し)し、戦った。しかも、強かった。剣の一振りは衝撃波となって襲い、地面にうがたれた刃(やいば)は大地をえぐり取る。スピードこそリーナには及ばないが、女子高生の体から考えれば充分に常(じょう)軌(き)を逸(いつ)していたし、疲れを知らないのか、一向に動きが鈍(にぶ)るということもなかった。

　それに対し、真吾たちは攻めあぐねていた。穂香の体を傷つけまいとする気遣いが、躊(ちゆう)躇(ちよ)となって攻撃を阻(はば)んでいるようだった。

　穂香は、躊躇などして欲しくなかった。せっかくの機会を、希望を、自分のために失って欲しくなかった。自分の体などどうなってもいいから、戦って欲しかった。

　恐ろしくないと言ったら噓になる。だが、彼らは決して、穂香の体を傷つけないのだろうということも、どこかで理解していた。誰かを犠(ぎ)牲(せい)にして世界を守るのなら、初めからこんな勝負は仕掛けないはずだ。

　では、真吾たちはどうやって戦うというのか。

　それは穂香の想像の域を超えていた。できるのは、信じることだけ。

　彼らが世界を救ってくれること。彼らが、誰も傷つけずに世界を守ることを、ただひたすら信じるだけだ。

　信じる想いとは裏腹に、穂香の体は真吾たちを襲う。無造作に振るった一撃で、突っ込んできた真吾を吹き飛ばすと、次の瞬間には猛烈な勢いで突進し、淳の目の前にまで詰め寄っていた。

　淳は咄(とつ)嗟(さ)に瞬間移動をして、距離を置くことで難(なん)を逃れる。しかし、それは一時しのぎにしかならない。一(いつ)拍(ぱく)後(ご)には、グランは今度は光夫の前に肉(にく)迫(はく)していた。光の剣が、振り下ろされる。

「ば、バリアァァァァァァァ!!」

　光夫のバリアが攻撃を受け止める。だが、その表情は切(せつ)迫(ぱく)していた。

「ぐおおおお、こりゃ、しんどい……！」

　光夫を助けるためにタロウが脇から飛びかかる。ここでグランは予想外の行動に出た。

　タロウの攻撃を、何と左腕でまともに受け止めると、タロウには目もくれずに振り返ったのだ。

　そこには真吾がいた。光夫とタロウを囮(おとり)にして、真吾が背後を突く作戦だったのだろう。だがそれは、オクターヴァ戦ですでに披(ひ)露(ろう)していた。グランにはなじみのある戦法だった。

「うあ……」

　不意をつかれた真吾は立ちつくすことしかできなかった。その頭上をめがけ、グランの剣が振り下ろされる。が。

　甲(かん)高(だか)い金属音と共に、グランの剣は弾(はじ)き返(かえ)された。真吾は目を見張り、穂香も目を疑ったが、一番驚いたのはグランだったのかもしれない。グランの攻撃を防いだのは、何とリーナだった。

「リーナ!?」

「そなた、なにゆえ邪魔をする！」

「こいつを再(さい)起(き)不(ふ)能(のう)にされたら、わたくしが困るのだ。それに……」

　平然と言い放つリーナは、さらに返す刀でグランに迫る。

「事はオクターヴァにも関わることだ。どちらの世界も滅ばない可能性があるのなら、わたくしはそれに賭ける！」

「愚かな！」

「よく言った、リーナ！」

　毒づくグランに、歓声を上げる選ばれし者たち。リーナは、さらにまくし立てる。

「どうせもう時間がないのだ。それに何より、戦いの民の血が騒ぐ！」

　穂香は愕(がく)然(ぜん)としてその光景を目にしていた。

　敵だったリーナが、選ばれし者と一緒に戦っている……。信じられなかった。世界の危機の原因であったはずのリーナが、この世界のために戦っているのだ。

　攻撃力不足の真吾たちは、最強の武器を手に入れた。

　後は、どうするか。どうやって穂香を、グランの支配下から取り戻すのか。

　穂香は再び叫んだ。待っているだけではダメだ。自分も戦わなくてはダメだ。自分で自分を取り戻さなければならないのだ。

　たとえ叫ぶことしかできなくても。

　その声はきっと、届くはず。届いた声は真吾たちの力となり、力を得た真吾たちの声は、必ず自分の元にも届くと信じて。

　リーナと数度の撃ち合いを経(へ)て、グランは距離を取った。穂香の腕時計で、時間を確認する。午後五時五七分。

「あと三分だ」

　グランは告げる。

「あと三分で、我は力を発動させる」

　その言葉に、万(ばん)策(さく)尽(つ)きたのか、真吾たちは動きを止め、それぞれの顔を見回す。

　諦めたのか。いや、そんなことはない。穂香は信じた。これで終わるはずがない。そうだ、まだ時間はある。あと三分もある！　真吾たちなら絶対に、なんとかしてくれる！

　顔を見合わせた真吾たちは頷く。そして、彼らは最後の攻勢に出た。

「フォーメーション・Ｘ!!」

　真吾が叫ぶ。同時に、淳の力でグランは瞬間移動させられる。移動したその先で、待ちかまえていたように光夫がバリアを展開！　だが、グランは光の剣でそのバリアを押し返す。膠(こう)着(ちやく)状態に陥った二人の左右から、今度はリーナとタロウが飛びかかってきた。

「バカめ！」

　グランは振り返った。一(いつ)辺(ぺん)倒(とう)な攻撃など、何の意味もない。余裕を持って、リーナとタロウの攻撃を受け流しつつ、背後にいるであろう真吾に向き直った。

　作戦は読まれている。けれど。

　それでも、穂香は信じていた。

　真吾たちは負けない。必ず、勝つ。未来は自分たちの手で作り出せるのだと、教えてくれる！

「何ぃ!?」

　グランはギョッとした。そこに、真吾の姿はなかった。慌てて振り返る。だがそこにも、真吾はいなかった。四(し)方(ほう)八(はつ)方(ぽう)見回しても、真吾の姿はどこにもなかった。いや、厳(げん)密(みつ)にはいた。ただ、グランの視界には入らなかっただけだった。

　真吾はグランの目の前にいた。真吾の顔とグランの腰が、ぶつかりそうになるくらいの超(ちよう)至(し)近(きん)距(きよ)離(り)で、真吾は膝(ひざ)をつき、姿勢を低くして、身構えていた。

　気付いたときには遅かった。真吾はすでに身構えている。グランは振り返ったばかりの、無(む)防(ぼう)備(び)な体勢だった。

　これが唯(ゆい)一(いつ)のチャンスだということが穂香にもわかった。

　だから叫んだ。力の限り。

　真吾に向かって手を伸ばすように、思いきり声を張り上げた。

　その声に、想いに呼応するかのように――

　真吾も、穂香に向かって手を差し伸べた。いや、違う。思いきり、腕を、振り上げた。

「めくれろぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉ!!」




　――え？




　一瞬の、空白。

　穂香は焦(あせ)った。

　だって、その言葉と動作は……。

　これって……。

　こ、これって……。




「――――っきゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!!」




　絶(ぜつ)叫(きよう)した。

　もはやこれ以上のものがあるかというくらい、盛大に声を振(ふ)り絞(しぼ)った。

　慌ててスカートを押さえ込み、しかしあまりのことに全身の力が抜けた穂香はその場に座り込んで、涙目になって真吾を睨(にら)みつけた。

「し、し、ししししししし、真吾くん！」

　顔を真っ赤にし、呂(ろ)律(れつ)の回らなくなった口を懸命に駆使して怒鳴り散らす。

「ば、バカぁ！　真吾くんのバカぁ！　ひどい、酷いです！　こんなこと、こんな仕打ち、いくらなんでも、さ、ささ、最低です――!!」
















　スカートをめくられた。しかも、穂香は淳の瞬間移動を受けていた。つまり、スカートの下は何もはいていないわけで、おまけに、ちょうどその部分には、真吾の顔があったのだ。

　凄(すさ)まじい陵(りよう)辱(じよく)である。はっきり言って、犯罪である。

　罵られているはずの真吾は、弱ったなぁとでも言うように頭を掻(か)きながら、言った。

「穂香」

「な、何ですかぁ！　こ、事と次第によっては、訴えますよぉ！」

「あのなぁ、穂香」

　優しく、小さな子供をあやすように、真吾は穂香の頭をそっと撫(な)でた。

「おまえは住吉穂香、だよな？」

「そ、そうに決まってるじゃないですか！　他に何が……」

　言いかけて、途中で気付いた。

　周りを見回してみる。

　すぐ側では、見慣れた顔ぶれが、それぞれにそれぞれの驚(きよう)愕(がく)を貼(は)り付(つ)けて、立ちつくしている。目の前には真吾。そして、自分は……。

　座り込んでいた。地面の土の感触と草花の匂(にお)いを感じ、下着を身につけていない無防備さを感じ、何より、自分の思うとおりに、体が動く。思うようにものを見ることができる。思うように、しゃべることができる。

　つまり、それは……。

「し、真吾くん……」

「おう」

「今、何時ですか？」

　体が動かなかった。自分の腕時計すら、見ることができなかった。

　真吾は苦笑して、携帯電話を取りだした。差し出された画面を覗き込んで、穂香はフッと息を吐(つ)いた。

　――午後、六時一分……。

　真吾は言った。

「お帰り、穂香」と。

　周囲から、爆発的な歓声が上がる。

　ここでようやく、わかった。

　勝ったのだ。

　真吾たちはグランに、勝ったのだ。

　ただ、あまりのことに、まったく実感がわいてこなかった。

　浮かれ騒ぐ周囲に置いていかれたように、穂香は座り込んだまま呆然(ぼうぜん)としていた。

「どうだ、グラン」

　穂香の頭に手を載せたまま、真吾が言う。

「これで文句はないだろ」

　グランは返事をしなかった。怒ったように沈黙していたが、やがて一言だけを、穂香に託した。

「……しかたがない、だそうです」

　最後に、穂香だけに、「納得はいかないがな」と告げて。それに関しては、穂香も全くもって同意見だった。

「穂香姉ちゃん！」

「穂香殿！」

「穂香ちゃん！」

　仲間たちが、真吾を突き飛ばしてどっと押し寄せてくる。

　口々に声をかけてくれる仲間たちの声を聞いて、穂香はやっと、実感がわいてきた。

　戻ってきたのだと。この世界へ。仲間の元へ。真吾の元へ。

「みなさん……」

　潤(うる)んだ目元をぬぐって、穂香は精一杯の感謝をする。

「ありがとうございました」

　仲間たちはそれぞれの笑顔で、穂香に応(こた)えた。

「気にするなって」

「我々は仲間ではないか」

「こ、紅(こう)一(いつ)点(てん)がいないとつまらないんだな」

　その気持ちがありがたかった。嬉しくて、やっぱり涙が出そうだった。

「で、さ」光夫が笑顔から一転、真剣な表情になって切り出す。「正直なところ、これからどうするんだ？」

　これに、真吾はきっぱりと言いはなった。

「そんなこと、俺が知るかよ」

「わかんねぇのかよ！」

「だから言っただろ！　みんなで世界を救う方法を考えようって！　それはこれから、みんなが考えることなんだよ！」

「偉そうに言うな！」

「おい、シンゴ」

　そこへ、険しい表情のリーナが割り込んできた。

「どうやら貴様は、よほど好きらしいな、スカートをめくるのが」

　リーナの手に魔剣が握られたままなのに気付いて、真吾は慌てて首を振った。

「なっ!?　ま、待て！　落ち着け！　誰も好きでやってるわけじゃない！」

「好きでやってるんじゃないんですか？」

　驚き顔の穂香に、真吾はギョッとなって目を剝く。仲間たちはしたり顔で頷いた。

「好きなんだろ」

「き、決まってるんだな」

「それ以外に考えられん」

「世界を救ったのにその言い草かよ！　くそぉぉぉ！　やっぱりこんな力、もらうんじゃなかったぁぁぁぁぁぁぁ――!!」







　そうしたやりとりを聞きながら、穂香はふつふつと笑いがこみ上げてくるのに気がついた。

「見ましたか、グラン」

　恥ずかしいのにおかしくて、怒るべき場面なのに爽(そう)快(かい)な気分で、穂香は言った。

「これが人間の力なんです。やり方が激しく問題でしたけど……、諦めなければ何でもできるんです。それを私は真吾くんから教わりました」

　グランは何も答えない。

「だからグランも、私たちが世界を救うまで、でしゃばるのは無しですよ？」

　やんわりとした口(く)調(ちよう)でも、有無を言わせぬ語気が含まれている。圧倒されたように、グランは沈黙を続けた。

　そう、グランが出る幕などない。真吾たちは諦めなかった。だから、グランの想定を越えた。未来には無限の可能性があるということを、真吾たちは立(りつ)証(しよう)してみせたのだ。

　やっぱり、真吾は真吾だった。

　穂香が憧(あこが)れ、惹(ひ)かれた、ヒーローだった。

　そう。諦めずに、頑張る。

　ヒーローに一番大切で、重要なことだ。

　だから穂香は諦めない。頑張れる。世界を救うことも。真吾を振り向かせることも。

　そのためにまず、穂香がやるべきことは……。

　考えてから、穂香はギュッと拳(こぶし)を握りしめた。

「まずは、あのエッチな人たちを説教します。それからですね、後のことは！」

　そうして、穂香は立ち上がった。

　定められることのない未来に向かって、穂香は最初の一歩を、元気よく踏み出した。




世界の危機はめくるめく！　完







あとがき







　初めましての方もそうでない方も、こんにちは、佐(さ)藤(とう)了(りよう)でございます。




　えー、新作です。自分の書いた物が形になるのは、何度経験してもたまりません。それが新しいシリーズともなれば尚(なお)更(さら)です。感動です。心が震えます。

　おまえはスカートをめくる話を書いて心が震えるのか！　という突っ込みがありそうですが、自分が丹(たん)精(せい)込(こ)めて作り上げた作品です。スカートをめくりまくる話だろうがなんだろうが、もはや自分の一部です。ですから、心が震えるのは当然なのです。その心の震えの一(いつ)端(たん)だけでも、読者の方々が感じていただければ、作者としてこれ以上の幸せはありません。

　いや、もちろん、スカートをめくるだけの話じゃないですよ？　ちゃんと萌えと燃えを同居させるという試みをですね、うん、はい、ああ、もう手遅れですか。そうですか。




　……………………




　さて、本作の制作にあたってですが、まずは担当のＫ笠さん、本当にお疲れさまでした。何度も何度も改稿にお付き合いいただき、ありがとうございます。状況説明のために、スカートをめくる動作を実行に移した光景が目に焼き付いて離れません（笑）。その手は確実に、真っ赤に燃えて轟(とどろ)き叫(さけ)んでいました。

　また、プロット段階でお世話になった前担当のＫ原さん。あのプロットがこういう形になりました。まだまだ精進します。

　恩師のＨ先生、ええ、とにかく、やけ酒を飲むことにならないよう、頑張ります。

　そのほか、本作の出版に携(たずさ)わってくださった方々、自分を支えてくれた方々、本当にありがとうございます。

　そして何と言ってもイラストの藤(ふじ)真(ま)拓(たく)哉(や)さん。表紙を見た友人たちの「やばいな……」「エロ可愛い……」「破壊力抜群だ……」「目がぁ、目がぁ――！」この感想がすべてを物語っているでしょう。素晴らしいイラストと、素晴らしいキャラたちをありがとうございます。

　最後に、この作品を手にとってくださったすべての人たちに、最大級の感謝を。またお目にかかれることを祈りつつ、今回はこの辺で。




二〇〇八年五月末日　　佐藤 了
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特殊能力を一つだけ貰えるとしたら「時を止める力」を貰っていろんな人にいたずらを仕掛け……なんてことはなく、とにかく時間が欲しい今日この頃ですね（笑）。
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